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巻頭図版１

広原第１遺跡遠景（標高1,344ｍの夷守岳を仰ぐ）



基本層序堆積状況（調査区南壁）

ＳＣ２　断面の状況

赤色顔料、白色顔料付着土器
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序

　宮崎県教育委員会では、西諸県地区総合制専門高校設置事業に伴い、平成23年５月30日
から９月16日にわたり高原町・広原第１遺跡の発掘調査を実施しました。本書はその発掘
調査報告書です。
　今回の調査では、縄文時代前期から古代に至るまでの遺構や遺物を確認することができ
ました。中でも、縄文時代後期の竪穴建物跡や九州では珍しい同時期の乾燥型貯蔵穴等の
遺構が多数検出されました。遺物についても、貝殻文土器や磨消縄文土器が多数出土し、
当該期の様相を考える上でも良好な資料が蓄積されました。
　これらの調査成果は高原町の歴史、ひいては九州の歴史を知る上において大変貴重な情
報を提供する内容と言えます。この成果を、学術資料として研究者のみの活用にとどまら
ず、学校教育や生涯学習の場で活用され、地元はもとより、より多くの方々にご活用いた
だき、宮崎県の埋蔵文化財についての認識と理解を深め、そして関心を高めていただく一
助となれば幸いです。
　地下に眠る歴史を顕彰することは我々の務めであり、近い将来、当該周辺域の歴史構造
が解明されることを祈念するとともに、今後もたゆまぬ調査・研究に邁進していく所存で
ございます。
　最後になりましたが、調査にあたってご協力を賜りました関係諸機関をはじめ、ご指導
ご助言をいただいた先生方、地元の皆様方に心より厚くお礼申し上げます。

　　平成25年３月

宮崎県埋蔵文化財センター　

所　長　　北　郷　𣳾　道　



例　　言
１　本書は、西諸県地区総合制専門高校設置事業に伴う事前調査として、宮崎県教育委員会が実施した広原

第１遺跡（宮崎県高原町大字広原4981番地２）の発掘調査報告書である。調査は宮崎県教育委員会が主体

となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

２　発掘調査は平成23年５月30日から９月16日まで（現地調査66日間）実施した。

３　本書で使用した位置図及び地形図は、それぞれ次の地図を基に作成した。

　・　周辺遺跡位置図　… 　『野尻(宮崎13号)』『霧島山(鹿児島１号)』５万分の１地形図

　　　　　　　　　　　　　　国土地理院　昭和59年４月30日発行

　・　周辺地形図　　　… 　『高原町全図１』１万分の１図　　　

　　　　　　　　　　　　　　高原町　平成24年３月発行

４　現地における遺構等の実測・写真撮影などの記録は、泊俊一郎・宗廣睦子・吉本正典・和田理啓・山田

洋一郎が担当した。

５　空中写真撮影、自然科学分析は次の業者に委託した。

　・　空中写真撮影：有限会社スカイサーベイ九州

　・　自然科学分析（放射年代測定・樹種同定・種実同定）：株式会社　古環境研究所

　・　自然科学分析（放射年代測定・樹種同定・種実同定）：パリノ・サーヴェイ株式会社

６　遺物・図面の整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面作成・遺物実測・トレースは、泊　

俊一郎が整理作業員の補助を得て行った。

【実測図凡例】

（1）土器実測（調整等の表現方法）について

　ア　土器の残存状況が径１／４未満でも、反転復元できる場合には、外形線・稜線を復元した。

　イ　調整の不鮮明なものや、最終調整ではなく下調整であるもの（ナデ消されたもの等）については、実

線ではなく長破線で表現するようにした。

（2）石器実測（使用痕等の表現方法）について

　ア　節理面は１点鎖線、自然面はドットを使って表現した。

　イ　欠損面については、調査時等の新しい欠損面と判断できるものは白抜きとし、それ以外の欠損面に関

してはリング及びフィッシャーを入れて表現した。

　ウ　磨面・敲石・研石・台石の使用痕跡は、平面上、断面上、網掛を用いて使用の範囲を表現した。



（3）挿図の縮尺について

　　以下の縮尺を基本とし、それ以外のものも含めて挿図中にその縮尺を明示した。

　ア　遺構実測図に関しては、遺構の規模に応じた縮尺を用いており、使用範囲は以下のとおりである。

　　　　竪穴建物跡〔１：40〕　　　土坑〔１：30〕

　イ　遺物実測図に関しても、基本的には遺物の大きさに応じた縮尺を用いている。以下に基準を示す。

　　　　縄文土器〔１：３〕　　　石器（石鏃・石匙・ドリル・スクレイパー等）〔２：３〕

　　　　弥生土器〔１：３〕　　　石器（石斧・磨石・敲石・砥石・台石等）〔１：３〕

　　　　土師器・須恵器〔１：３〕

７　調査に際しては、世界測地系に準拠した10ｍグリッドを設定した。この座標グリッドにアルファベット

と整数で名称を与え、この区画を基準として遺構等の図化作業を行った。また、本書中の座標値について

も世界測地系に準拠した。

８　本書で使用した方位は、全て座標北『Ｇ.Ｎ.』で示している。レベル表示（Ｌ）には海抜絶対高を使用

した。

９　本書で使用した遺構略記号は以下のとおりである。

　　　ＳＡ：竪穴建物跡（竪穴住居跡）　　　ＳＣ：土坑　　　ＳＨ：単独の小穴　　

10　遺物観察表中の土器等の色調及び土層注記内の土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局なら

びに財団法人日本色彩研究所監修の「新版　標準土色帖」に準拠した。

11　本書の執筆は第１章・第１節を日髙広人が、その他の執筆・編集を泊俊一郎が行った。

12　第Ⅳ章付論は、熊本大学文学部教授　小畑弘己氏により玉稿を賜った。

13　石材の分類は、松田清孝、加藤徹の協力を得て泊俊一郎が行った。

14　出土遺物・実測図・その他の諸記録は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。
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第Ⅰ章　はじめに

第Ⅰ節　調査に至る経緯
　宮崎県教育委員会では、少子化や社会情勢の変化に対応した特色・活力ある高等学校の創造を目指し、

平成13（2001）年度から中長期的な展望に立った県立高等学校の再編整備についての計画策定に取り組

んできた。平成15（2003）年１月には「宮崎県立高等学校再編整備計画」を策定し、平成15（2003）年

度から平成24（2012）年度までの10年間を計画期間と定め、順次整備事業を実施している。

　このうち西諸県地区総合制専門高校設置事業については、小林工業高等学校・小林商業高等学校・高

原高等学校の三校を再編整備するため平成17（2005）年度より着手し、平成20（2008）年度に小林工業

高等学校と小林商業高等学校を統合、校名を「小林秀峰高校」として開校している。平成25（2013）年

度には高原高等学校の編入も完了するが、農場の一部を小林秀峰高等学校の栽培部門・飼育部門の農場

として利用するため管理棟・牛舎棟・堆肥舎棟等を建設する計画があり、主管課である学校政策課から

文化財課に対して埋蔵文化財に関する協議の申し入れがあった。

　文化財課では、建設予定地が昭和43（1968）年に発掘調査が行われた高原畜産高校遺跡（広原第１遺

跡）に近接し、遺跡の範囲が予定地まで延びる可能性があることから、平成22（2010）年１月12日に試

掘調査を実施した。

　試掘調査の結果、縄文時代後期等の遺構や遺物を確認し、遺跡の存在が明らかになったことから広原

第１遺跡の範囲を拡大し、その取扱いについて学校政策課と協議を行った。このうち牛舎棟・堆肥舎棟

予定地（1,400㎡）については、埋蔵文化財が影響を受けることから記録保存のための発掘調査を実施

することになった。

　発掘調査は宮崎県教育長の依頼を受けて、県埋蔵文化財センターが平成23（2011）５月30日から９月

16日まで実施した。

第２節　調査の組織
　広原第１遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成は以下の組織で実施した。

　　調査主体　　宮崎県教育委員会

　　平成23年度　発掘調査

　　　調査機関　　宮崎県埋蔵文化財センター

　　　所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　　隆　茂

　　　副所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　郷　𣳾　道

　　　総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　上　恒　俊

　　　総務課総務担当リーダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　友　由美子

　　　調査第二課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永　友　良　典

　　　調査第二課調査第三担当リーダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　本　正　典

　　　調査第二課調査第三担当　主査（調査担当）　　　　　　　　　　　　　 泊　　　俊一郎
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　　　調査第二課調査第三担当　主査（調査担当）　　　　　　　　　　　　　 山　田　洋一郎

　　　調査第二課調査第三担当　主査（調査担当）　　　　　　　　　　　　　 和　田　理　啓

　　　調査第二課調査第三担当　主事（調査担当）　　　　　　　　　　　　　 宗　廣　睦　子

　　平成24年度　整理作業・報告書作成

　　　調査機関　　宮崎県埋蔵文化財センター

　　　所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　郷　𣳾　道

　　　副所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　真　司

　　　総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　上　恒　俊

　　　総務課総務担当リーダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　園　寿　恵

　　　調査第二課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永　友　良　典

　　　調査第二課調査第三担当リーダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　本　正　典

　　　調査第二課調査第四担当リーダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　林　豊　樹

　　　調査第二課調査第三担当　主査（整理作業・報告書担当）　　　　　　　 泊　　　俊一郎

　　事業調整担当

　　　平成23年度　宮崎県教育庁文化財課　埋蔵文化財担当　主査　　　　　　日　髙　広　人

　　　平成24年度　宮崎県教育庁文化財課　埋蔵文化財担当　主査　　　　　　堀　田　孝　博

　　調査指導・協力

　　　熊本大学文学部歴史学科　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　小　畑　弘　己

　　　鹿児島県埋蔵文化財センター　調査第一課　係長　　　　　　　　　　　東　　　和　幸

　　　鹿児島市教育委員会　　　　　文化課主事　　　　　　　　　　　　　　藤　井　大　祐

第３節　調査の経過
　調査は、平成23年５月30日に開始した。５月31日、６月１日に重機にてⅣ層上面までの表土剥ぎを実

施した。調査区北側半分は、Ⅲ層（高原スコリアの一次堆積層）、Ⅳ層（黒色土）、Ⅴ層（黒褐色土）が

削平されていた。平成13年度から数年間使用された高原高校の馬場内に調査区の大半があるが、北西部

の一部（250㎡）が柵外にあるため、まずは馬場の柵内にある1,150㎡の調査区から着手することにした。

６月２日には事務所、器材庫、トイレを設置し、調査区のグリッド杭も設置した。　

　６月６日に作業員18名を動員し人力での作業を開始した。６月14日までにⅣ層までの掘削を終了した。

また、６月30日までにⅤ層の掘削を終了した。 Ⅴ層からは弥生時代、 古墳時代、 古代の遺物等を検出し

た。Ⅵｂ層（黒色土）上面では、小穴を多数確認することができた。小穴は縄文時代後期後葉から晩期

の遺構と考えられる。７月２日、３日にⅥａ層の人力での掘削を実施した。Ⅵａ層については、調査区

の南西部分（約300㎡）に縄文時代後期後葉から縄文時代晩期の遺物が集中しており、集中部分以外の

Ⅵａ層には遺物がほとんどないことが分かり、７月４日、５日に重機で残りのⅥａ層（850㎡）を掘削

した。その際、馬場の柵外にある調査区である残りの250㎡の調査区表土剥ぎを重機にて行った。250㎡

の調査区については、７月４日、５日にⅣ層・Ⅴ層を人力での掘削を進めていき、Ⅵａ層については、
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重機での掘削を行った。

　７月７日より1,400㎡の調査区全体のⅥｂ層について人力での掘削を始めた。Ⅵｂ層からは、多量の

縄文時代後期の貝殻文土器や磨消縄文土器、台付皿形土器を始めとした多種多様の土器を検出した。Ⅶ

ａ層（明褐色土）上面では縄文時代後期の竪穴建物跡を５軒、土坑16基、小穴多数を確認することがで

きた。遺構や遺物は調査区の西側に集中していた。

　８月23日には、遺跡全体をⅦａ層上面で精査をし、空撮を実施した。９月３日、４日に現地説明会を

実施し、町内を始め遠くは鹿児島市より101名の参加があった。９月９日に掘削作業の全てを終了した。

　９月12日から15日に現場掘削土の埋め戻し作業を終了し、９月16日に事務所等の撤収作業を行い、発

掘調査の全てを終了した。

　尚、発掘作業に関わった作業員は以下の18名である。

　勝吉　繁、上村　勝雄、川畑　英春、髙野瀬　三男、島屋　喜十八、鳥井　久信

　花牟礼　照雄、林　和男、松下　宗雄、村山　保夫、興　加代子、加藤　恵　

　川野　ちえ子、瀬戸山　美子、溝上　綾、溝上　恵、山﨑　啓子、永峯　清仁

第４節　整理作業及び報告書作成
１　整理作業及び報告書作成の実際
　整理作業は、当センターの整理作業員の協力を得て、平成23年11月１日から12月28日までの期間に水

洗を実施し、平成24年５月１日から12月28日までの期間に注記、接合、実測、拓本、トレース、収蔵前

整理を行った。同時に遺構分布図や遺構実測図など挿図を作成し、併行して本文執筆を進めていった。 

尚、整理作業に関わった作業員は以下の６名である。

　富士本　智子、小﨑　弘美、畑中　美穂、髙山　シノブ、髙山　千代美、伊井　静

２　フローテーション作業について
フローテーション作業を実施した理由

　本遺跡では、縄文時代後期の土坑が16基検出され、その中の７基は貯蔵穴の可能性があり、その埋土

から植物炭化種子や炭化木片が検出される可能性が高かった。植物炭化種子や炭化木片が検出されれば、

放射年代測定、樹種同定、種実同定が実施でき、当時の本遺跡における食生活や植生の復元が可能にな

ると考え、フローテーション作業を行うことにした。

フローテーション作業の流れ

　フローテーション法における一連の作業の流れは、土壌採取→土壌乾燥→土壌水洗→残存物乾燥→選

別→分析である。調査現場では貯蔵穴の可能性がある土坑からの土の採取を行い、本センターで土壌乾

燥から後の作業を行った。分析（放射年代測定、樹種同定、種実同定）については業者に委託した。

フローテーション作業の実際

○　土壌採取

　土壌採取は貯蔵穴の一番底から10cm程の土を北側半分と南側半分に分けて採取した。採取した土壌

は土嚢袋で保存した。

○　土壌乾燥

　本センターにおいて、土嚢袋から土壌をメッシュかごに移す作業を行った。深さ５cm程の土壌を入
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れた135箱のメッシュかごには新聞紙を敷き、風通しのよい場所に３日間程置いた。その際、異物混入

を防ぐために、メッシュかごの上面に新聞紙をかけた。土壌乾燥の結果、ＳＡ１は北側半分14.75kg、

南側半分25.91kg、ＳＡ２は北側半分17.57kg、南側半分12.19kg、ＳＡ３は北側半分17.62kg、南側半分

15.4kg、ＳＡ４は北側半分26.51kg、南側半分13.88kg、ＳＡ５は北側半分17.35kg、ＳＡ６は北側半分

16.24kg、南側半分27.91kg、ＳＡ７は北側半分15.08kg、南側半分31.43kg、合計251.84kgに乾燥された。

○　土壌水洗

　乾燥した土はフローテーション装置を使って

水洗作業を進めた。同じ場所から採取された土

であれば３～４箱程度まとめて洗い、作業の効

率化を図った。

○　残存物乾燥

　篩とタンクに残った残存物を紙箱に入れ、風

通しの良い所で乾燥させた。

○　選別 

　十分乾燥した残存物を電気スタンドとルー

ペ、実体顕微鏡を使って、炭化物と土器片や石

器片を選別した。

第５節　教育普及活動
　数々の教育普及活動を現地にて実施した。７月14日（木）、15日（金）に高原高校３年生（生産流通

科36名、福祉科34名、食品化学科38名）に発掘体験授業を実施した。８月11日（木）に高原町教育委員

会研修会として高原町内の小中学校の先生方22名の参加のもと、現場での研修会を実施した。９月３日

（土）、９月４日（日）の両日２回に分けて現地説明会を実施した。高原町内外、遠くは県外から101名

の参加があった。他にも多くの団体や個人での本遺跡での現地視察等が行われた。

第１図　フローテーション装置

第２図　高原高校生徒発掘体験活動 第３図　現地説明会
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第Ⅱ章　遺跡の地理的・歴史的環境

第１節　地理的環境
　高原町は、宮崎県の西南部の町で、宮崎市からは西へ約40kmの場所に位置し、小林市、都城市、鹿

児島県霧島市に隣接している。東西約18km・南北約10kmと東西に長く、面積は85.42k㎡であり、韓国

岳（標高1,700ｍ）、新燃岳（1,421ｍ）、中岳（1,332ｍ）、高千穂峰（1,574ｍ）等を中心とする霧島火山

群の麓にある。本遺跡は、高原町大字広原4981番地２（高原高校敷地内）に所在しており、火山灰によ

り形成されたシラス台地上にある。シラスは、約29,000年前に現在の鹿児島県の錦江湾付近（姶良カル

デラ）から噴出した火山灰で、「姶良丹沢（ＡＴ）火山灰」「姶良大隅軽石」「入戸火砕流堆積物」等で

構成されている。後期旧石器時代最大の噴火で、その火山灰は北海道を除く日本列島だけでなく、韓国

（ソウル）・中国（山水省）・フィリピン（フィリピン海）・ロシア（ナホトカ近郊）まで降下したとされ

ている。高原町の台地は、大規模に発生した「入戸火砕流堆積物」で構成され、その厚さは厚いところ

では約20ｍにもなる。さらにその後も、霧島火山群から多種の火山灰が噴出し、高原町を覆っている。

牛の脛火山灰下部、鬼界アカホヤ火山灰、牛の脛火山灰上部、御池軽石（霧島御池）、高原スコリア（霧

島大谷４～６テフラ）である。これらの火山灰は、地層の年代を比較し特定するため鍵層として重要で

ある。

　遺跡周辺の現在の環境をみると、多くの山々に囲まれており、約50％が高原地帯、残り50％が山林で

占められている。山合にはダムが構築され、遺跡の周辺は標高200ｍ前後の広い平坦面を有しており、

周囲には高低差10ｍ程の「迫」と呼ばれる谷が巡っている。遺跡周辺には、岩瀬川の支流である安丸川

が流れている。高原町で水田耕作が開始されたのは江戸時代を通じて行われた用水路整備によるもので

あり、それ以前は陸稲であった。現在、遺跡周辺の台地上では稲作や畑作が盛んに行われているが、遺

跡周辺は、縄文時代当時から水の確保も容易で、これまでにも多くの人々たちが遺跡周辺で豊かな生活

を営んできたことが推測される。

第２節　歴史的環境
　高原町ではシラスを始め様々な火山灰が多く堆積しているため、旧石器時代の調査自体が困難な状態

にある。現在のところ遺跡を確認できる時代は、縄文時代早期からである。

　本遺跡では、縄文時代後期中葉と縄文時代後期後葉から晩期の遺構が確認されている。遺物について

は、縄文時代後期中葉の土器を中心に縄文時代前期から古代にかけての遺物が断続的ではあるが確認さ

れている。ここでは、高原町内の当該期の周辺遺跡について概述する。

　縄文時代早期では、高原町の市街地、標高200ｍの広大な台地に位置する荒迫遺跡で、発掘調査の結果、

縄文時代早期に位置付けられている塞ノ神式土器が１点出土した。縄文時代早期の遺物が確認されてい

るのは現在のところこれのみである。縄文時代早期の遺構は検出されていない。

　縄文時代前期になると、高原町の東側、後川内地区に位置する川除遺跡で、畠遺構を構成する土層か

ら轟Ｂ式の破片が数点確認された。また、大谷遺跡でも、曽畑式の破片が数点確認された。縄文時代前
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期の遺構は検出されていない。

　縄文時代中期の遺構、遺物については確認されていない。

　縄文時代後期になると、遺物量が大幅に増加する。高原町で発見された遺跡の殆どが縄文時代後期の

土器を含んでいる。本遺跡が接する高原畜産高校遺跡は、高校の新校舎建設のため、昭和43年６月11日

から15日まで発掘調査が行われた。明確な遺構を発見するには至らなかったが、遺物は、本遺跡で今回

の調査で検出した縄文時代後期中葉の同様の多種多様な土器が検出されている。吉牟田遺跡では、貝殻

文土器として、市来式、草野式、丸尾式が、磨消縄文土器としては、鐘崎式、北久根山式、西平式等、

多種多様な土器が検出されている。大谷遺跡と佐土遺跡では丸尾式を中心として、北久根山式や西平式

が検出された。椨粉山遺跡では、市来式、草野式、丸尾式が殆ど見られず、磨消縄文土器もごくわずか

しか見られず、綾式や宿毛式が多く見られた。大谷遺跡、佐土遺跡と椨粉山遺跡は、近い場所にあるが、

検出遺物の大きな相違が見られる。高原町において、縄文時代後期の遺構が検出されることはほとんど

なく、遺物のみの検出で評価が難しい遺跡が多い。吉牟田遺跡では、土坑墓３基、竪穴状遺構１基、溝

状遺構１基、ピット群が確認され、いずれの遺構も同時性を示す確証はないが縄文時代後期中葉から縄

文時代晩期初頭の時期に比定されている。

　縄文時代晩期については、現在までのところ遺構や遺物は殆ど見られない。

　弥生時代から古墳時代になると、集落遺跡が確認されている。その中でも、荒迫遺跡、立山遺跡は代

表的な遺跡である。荒迫遺跡では、弥生時代後期から古墳時代にかけての竪穴建物跡１軒、掘立柱建物

跡18軒、土坑、溝等の遺構が検出された。立山遺跡では、弥生時代後期から古墳時代初頭の住居跡が30

軒検出された。また、古墳時代の遺跡としては、高原町内で数多くの地下式横穴墓も検出されている。

　以上のように高原町の歴史的環境は、現在までのところ不明な時代も多い。シラスを始め様々な火山

灰が多く堆積していることが最大の原因であろうが、これまでの遺跡の発掘調査自体が少なかったこと

も要因になっていると考える。

［参考文献］

　高原町教育委員会　1991『立切地下式横穴墓群』高原町文化財調査報告書第１集

　高原町教育委員会　1997『立山遺跡』高原町文化財調査報告書第２集

　高原町教育委員会　1999『大谷遺跡表採縄文土器資料』高原町文化財調査報告書第４集

　高原町教育委員会　1999『川除遺跡』高原町文化財調査報告書第５集

　高原町教育委員会　2000『椨粉山遺跡』高原町文化財調査報告書第６集

　高原町教育委員会　2003『椨粉山遺跡』高原町文化財調査報告書第10集

　高原町教育委員会　2003『町内遺跡Ⅲ』高原町文化財調査報告書第11集

　高原町教育委員会　2004『宇津木遺跡』高原町文化財調査報告書第12集

　宮崎県埋蔵文化財センター　1998『荒迫遺跡』宮崎県埋蔵文化財発掘調査報告書第11集

　宮崎県埋蔵文化財センター　2007『吉牟田遺跡』宮崎県埋蔵文化財発掘調査報告書第154集

　宮崎県編　1989『宮崎県史　資料編　考古１』
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第４図　広原第１遺跡及び周辺遺跡位置図　S＝1/50,000
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15　花堂遺跡　　　　　　　　16　小塚遺跡　　　　　　17　狭野神社・神徳院跡
18　宇津木遺跡　　　　　　　19　椨粉山遺跡　　　　　20　高原町古墳　
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第Ⅲ章　調査の記録

第１節　調査の概要
１　基本層序
　今回の調査対象範囲における土層の堆積状況は、 高原スコリア（ＡＤ1,235）、牛の脛火山灰上部（約

7,000年前）、牛の脛火山灰下部（約7,600年前）、鬼界アカホヤ火山灰（K-Ａh、約7,300年前）の４層を

鍵層とし、谷地形等の特異な場合を除いて遺跡内の各地点とも大きな差異は認められなかった。そのた

め、第１表に示した基本層序が本遺跡の基本層序ととらえてよい。

　Ⅰ層は白砂の表土である。聞き取り調査によれば、平成13年度から20年度まで高原高校馬術部の馬

場として使われた際に白砂を敷いていたということである。Ⅱ層は馬場以前の表土で耕作地である。

聞き取り調査によれば、平成13年以前、馬場は農業用自動車の運転練習場であり、表土はかなり固め

られていたようである。Ⅲ層は、高原スコリアの一次堆積土でＡＤ1,235案を採用している。（長岡信治

2010）。Ⅳ層は黒色土。平均層厚は約５cmである。Ⅴ層は黒褐色土。平均層厚は約10～ 20cmである。

弥生時代、古墳時代、古代の遺物包含層である。Ⅵａ層は黒色土。平均層厚は約15～ 30cmである。縄

文時代後期後葉から晩期の遺物包含層である。Ⅵｂ層は黒色土。今回の調査により、縄文時代後期に関

して、竪穴建物跡、土坑等の遺構を検出することができたが、Ⅵb層が縄文時代後期の遺構、遺物包含

層である。Ⅵb層の平均層厚は約50～ 70cmであるが、遺物の殆どは、Ⅵｂ層下部約25～ 35cmから検

出されている。遺構については、Ⅵｂ層下部では検出することができず、全ての遺構をⅦａ面上面で

検出した。また、Ⅵｂ層は、５ｍｍ～２cm程度の御池軽石（明黄色：Hue10YR6/8）を少量含むが、

Ⅵｂ層下部約25～ 35cmに集中していたことを付け加えておく。Ⅶａ層は明黄褐色土。平均層厚は約

30cmである。Ⅶｂは牛の脛火山灰上部の一次堆積層。オリーブ褐色土。平均層厚は約50cmである。Ⅷ

層は鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）の一次堆積層。明黄褐色土。平均層厚は約50cmである。発掘調査で

掘削した層は以上Ⅷ層までであり、Ⅸ層以下の層は深掘りトレンチで確認した。Ⅸ層は牛の脛火山灰下

部の一次堆積層。黒褐色土。平均層厚は約30cmである。Ⅹ層は黒色土。平均層厚は約30cmである。Ⅺ

層は黒褐色土。平均層厚は約30cmである。Ⅻ層は黒色土。平均層厚は約30cmである。ⅩⅢ層は黒褐色土。

平均層厚については調査を実施していないため不明である。

２　グリッド及び確認トレンチ配置
　調査に際しては、現地での記録図作成のため、世界測地系に準拠した10ｍ単位のグリッドを設定し、

アルファベットと整数で名称を与えた。南北方向は北から南へＢ～Ｆ、東西方向は西から東へ３～８に

区画し、この二つの組合せで第２図に示す区画を設定した。

　また、今回の調査においては、遺構・遺物を検出するため、確認用のトレンチを第２図（網掛部）に

示すとおり設定し、掘削を進めた。Ｔｒ２とＴｒ３については宮崎県教育委員会文化財課が試掘時に設

定したトレンチで本調査でも再掘削し利用した。その他のトレンチ（Ｔｒ１、Ｔｒ４、ＴｒＡ、ＴｒＢ、

ＴｒＣ、ＴｒＤ、北側トレンチ、南側トレンチ、Ｃ５区トレンチ）は全て本調査で設定し掘削した。



－ 10 －

第１表　基本層序

層序 色　調 特　　　　　　　　徴

Ⅰ層

にぶい黄橙色土 ・砂の表土である。   
・砂層である。粘性はなく、しまりもない。 
＊平成13年度から20年度まで高原高校馬術部の馬場として使われてい
た際に砂を敷いていた。

（Hue10YR7/2）

Ⅱ層
黒褐色土 ・馬場以前の表土であり、耕作土であった。　 

・やや粘性あり、固まっておりしまりあり。（Hue7.5YR3/1）

Ⅲ層

にぶい黄橙色土 ・高原スコリアの一次堆積土である。　 
・粘性はなく、しまりもない。径５ｍｍ程度の粒子。水分を含むと黒
色に変化する。 
＊ＡＤ1,235案を採用している（長岡信治2010）。

（Hue10YR7/2）

Ⅳ層
黒色土 ・平均層圧は５㎝程度。 

・やや粘性あり、しまりもある。（Hue10YR2/1）

Ⅴ層
黒褐色土 ・平均層圧は10～ 20㎝程度。 

・やや粘性あり、しまりもある。（Ⅳ層より粘性あり、しまりもあり。） 
・弥生時代、古墳時代、古代の遺物包含層。（Hue10YR3/1）

Ⅵa層
黒色土 ・平均層圧は15～ 30㎝程度。 

・やや粘性あり、しまりもある。（Ⅴ層と同じ粘性、Ⅴ層よりはしま
りなし。） 
・縄文時代後期後葉から晩期の遺物包含層。

（Hue10YR2/1）

Ⅵb層
黒色土 ・平均層圧は50～ 70㎝程度。 

・やや粘性あり、しまりもある。（Ⅵa層と同じ粘性、同じしまり。）
５ｍｍ～２ｃｍ程度の御池軽石（明黄色：Hue10YR6/8）を少量含む。 
・縄文時代後期の遺物包含層。

（Hue10YR7/2）

Ⅶa 層
明黄褐色土 ・平均層圧は30㎝程度。 

・やや粘性あり、しまりもある。皇子スコリア（褐色：Hue7.5YR4/6）
５ｍｍ～２ｃｍを少量含む。（Hue10YR6/8）

Ⅶb層
オリーブ褐色土 ・牛の脛火山灰上部の一次堆積層である。  

・平均層圧は50㎝程度。 
・やや粘性あり、しまりもある。５ｍｍ程度の明赤褐色（Hue10YR6/8）
の粒子を10％含む。下層部に鬼界アカホヤ火山灰を少量含む。

（Hue2.5Y4/3）

Ⅷ層

明黄褐色土 鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）の一次堆積層　 
・平均層圧は50㎝程度。 
・やや粘性あり、しまりもある。全体的に満遍なくきれいな明黄褐色
である。

（Hue10YR6/8）

Ⅸ層

黒褐色土 ・牛の脛火山灰下部の一次堆積層である。   
・平均層圧は30㎝程度。 
・やや粘性あり、ややしまりもある。全体としては固結しておりかな
り堅い。粘性が少しある。

（Hue10YR3/1）

Ⅹ層
黒色土 ・平均層圧は30㎝程度。 

・やや粘性あり、ややしまりもある。５ｍｍ～１ｃｍ程度の褐色
（Hue7.5YR4/4）の粒子を10％含む。（Hue10YR1.7/1）

Ⅺ層
黒褐色土 ・平均層圧は30㎝程度。 

・やや粘性あり、ややしまりもある。５ｍｍ～ 2ｃｍ程度の明褐色
（Hue5YR5/8）の粒子と明黄色（Hue5YR7/6）の粒子を併せて３％含む。（Hue7.5YR3/1）

Ⅻ層
黒色土 ・平均層圧は30㎝程度。 

・粘性あり、ややしまりもある。５ｍｍ～ 2ｃｍ程度の明褐色
（Hue5YR5/8）の粒子と明黄色（Hue5YR7/6）の粒子を併せて15％含む。（Hue7.5YR1.7/1）

ⅩⅢ層
黒褐色土 ・平均層圧は不明。（未調査） 

・ややしまりあり。粘性かなりあり。粘土質。（Hue10YR3/2）
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第７図　グリッド及びトレンチ配置図　１グリッド＝10ｍ
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第２節　縄文時代前期（Ⅵｂ層）の遺物
　Ⅵｂ層が縄文時代後期の包含層であるが、Ⅶａ層との層界に近い部分で曽畑式土器が１点検出された。

１は深鉢の胴部で縦位横位に刺突文を巡らせている。　

第３節　縄文時代後期前葉・中葉（Ⅵｂ層）の遺構と遺物
１　概要
　第10図は、縄文時代後期中葉の遺構分布を示している。Ⅵｂ層が縄文時代後期の包含層である。調査

区西側にかけてⅦａ層上面で竪穴建物跡５軒、貯蔵穴７基、土坑９基を検出した。竪穴建物跡としたも

のは、ほとんどが壁の立ち上がりをとらえることはできず、中央の土坑と周辺のピット群のみ検出した。

その他、小穴を多数確認しているが詳細は不明である。第10図に付記した等高線は、Ⅶａ層上面での地

形を示す。

２　縄文時代後期前葉の出土土器
　Ⅶａ層より縄文時代後期前葉の土器が２点出土した。２は深鉢の口縁部で、横位、縦位の凹線文を施

す。３は深鉢で口縁部下と突帯上に連続した竹管による連続刺突文を施す。

３　竪穴建物跡と出土遺物
①１号竪穴建物跡【ＳＡ１、第11図】と出土遺物【第12図】

　ＳＡ１は、E ５グリッド北東部を中心に検出された。床面はⅦａ層となる。住居の形態は不明だが、

類例から円形プランと推測している。検出面から床面までの深さは最深部で38㎝となる。住居内の中央

土坑での焼土等は確認できなかったが、この部分が炉の役割を果たしていた可能性も考えられる。中央

土坑両脇に小穴２基、中央土坑中央部に小穴３基、計５基の小穴を確認することができた。また、中央

土坑の周囲には16基の小穴を確認することができた。

　遺構に伴う遺物を第５図に示した。出土遺物は、土器１点である。４は鉢の口縁部で、数条の沈線文、

２条の沈線文の間に連続貝殻腹縁文がある。後述するⅣ類に分類される。

第８図　包含層出土遺物
　　　　土器実測図①
　　　　（縄文前期、S＝1/3）

第９図　包含層出土遺物土器実測図②
　　　　（縄文後期、S＝1/3）

0 １：３ 10cm
１ ２ ３
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第10図　広原第１遺跡遺構分布（Ⅶａ面）　S＝1/250
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②２号竪穴建物跡【ＳＡ２、第13図】

　ＳＡ２は、E ５グリッド北西側を中心に検出された。床面はⅦａ層となる。住居の形態は不明だが、

類例から円形プランと推測している。検出面から床面までの深さは最深部で42㎝となる。住居内の中央

土坑での焼土等は確認できなかったが、この部分が炉の役割を果たしていた可能性も考えられる。中央

土坑の南西側に１基、中央土坑稜線上に２基、中央土坑中央部に小穴２基、計５基の小穴を確認するこ

とができた。また、中央土坑の周囲には15基の小穴を確認することができた。

③３号竪穴建物跡【ＳＡ３、第14図】と出土遺物【第15図】

　ＳＡ３は、F ４グリッド北東部を中心に検出された。床面はⅦａ層となる。住居の形態は不明だが、

類例から円形プランと推測している。検出面から床面までの深さは最深部で68㎝となる。住居内の中央

土坑での焼土等は確認できなかったが、この部分が炉の役割を果たしていた可能性も考えられる。中央

土坑両脇に小穴２基、中央土坑稜線上に１基、中央土坑中央部に小穴２基、計５基の小穴を確認するこ

とができた。 また、  中央土坑の周囲には12基の小穴を確認することができた。ＳＣ16が近接して存在

する。

　遺構に伴う遺物を第８図に示した。出土遺物で図化可能なものは、土器１点である。５は深鉢の口縁

部で、斜位の刺突文を施す。後述するⅠａ類に分類される。

④４号竪穴建物跡【ＳＡ４、第16図】

　ＳＡ４は、E ４グリッド杭地点とF ４グリッド杭地点の間で検出された。床面はⅦａ層となる。住居

の形態は不明だが、類例から円形プランと推測している。検出面から床面までの深さは最深部で60㎝と

なる。住居内の中央土坑での焼土等は確認できなかったが、この部分が炉の役割を果たしていた可能性

も考えられる。中央土坑主軸線上に小穴１基、中央土坑内に小穴２基、計３基の小穴を確認することが

できた。また、中央土坑の周囲には14基の小穴を確認することができた。遺構に伴う遺物は検出されな

かった。

　

⑤５号竪穴建物跡【ＳＡ５、第17図】と出土遺物【第18図】

　ＳＡ５は、Ｃ４グリッドで検出された。床面はⅦａ層となる。住居の形態は不明だが、類例から円形

プランと推測している。検出面から床面までの深さは最深部で56㎝となる。住居内の中央土坑での焼土

等は確認できなかったが、この部分が炉の役割を果たしていた可能性も考えられる。中央土坑稜線上に

小穴２基、中央土坑中央部に小穴２基、計４基の小穴を確認することができた。また、中央土坑の周囲

には17基の小穴を確認することができた。北側に地山のわずかな傾斜、立ち上がりが認められる。

　遺構に伴う遺物を第11図に示した。出土遺物は土器６点である。６は深鉢の無文土器で刺突文を施し、

後述するⅠａ類に分類される。７は深鉢で口縁部は斜位の貝殻腹縁文を施し、Ⅰａ類に分類される。８

は小鉢で口縁部は太い短沈線を施し、Ⅰａ類に分類される。９は深鉢で口縁部の両端に連続刺突文、中

央に短沈線を施し、Ⅰｂ類に分類される。10は深鉢で口縁部の両端に刺突文、中央に短凹線文と１条の

沈線文を施し、Ⅰｂ類に分類される。11は深鉢で無文土器であり、Ⅰｅ類に分類される。
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ＳＡ１：土層注記  
１　10YR2/2 黒褐　５mm～８ｍｍ
程度の御池軽石（10YR6/8 明黄色）
をごくわずか含む。粘性はほとん
どなく、しまりもない。

211.60ｍ

Ａ Ａ′

Ａ′Ａ

Ｂ
′

Ｂ

Ｂ

1

1

0 1：40 2m

0 1：3 10cm４

第11図　１号竪穴建物跡実測図　S＝1/40

第12図　１号竪穴建物跡出土遺物実測図　S＝1/3
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第13図  ２号竪穴建物跡実測図　S＝1/40

ＳＡ２：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ
程度の御池軽石
（10YR6/8 明黄色）を１％
含む。粘性はほとんどな
く、しまりもほとんどな
い。
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ＳＡ３：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５

ｍｍ程度の御池軽石
（10YR6/8 明黄色）
を１％含む。粘性は
ほとんどなく、やや
しまりがある。
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 第14図　３号竪穴建物跡実測図　S＝1/40

第15図　３号竪穴建物跡出土遺物実測図　S＝1/3
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ＳＡ４：土層注記
１　10YR2/3 黒褐　２

ｍｍ～５ｍｍ程度の
御池軽石（10YR6/8 
明黄色）をごくわず
か含む。粘性はほと
んどなく、しまりが
ある。
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第16図　４号竪穴建物跡実測図　S＝1/40
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ＳＡ５：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５

ｍｍ程度の御池軽石
（10YR6/8 明黄色）
を１％含む。粘性は
ほとんどなく、やや
しまりがある。
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 第17図　５号竪穴建物跡実測図　S＝1/40

 第18図　５号竪穴建物跡出土遺物実測図　S＝1/3
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４　土坑と出土遺物
①１号土坑【ＳＣ１、第19図】と出土遺物【第20図】

　ＳＣ１は、Ｃ４グリッド南西部で検出した。床面はⅦａ層となる。直径1.18ｍ～ 1.32mの円形プラン

の土坑である。検出面から底面までの深さは83㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上が

り、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第13図に示した。出土遺物は、土器６点を図化した。12は深鉢で口縁部は連続刺突

文を施し、後述するⅠａ類に分類される。13は深鉢で口縁部は貝殻押引文を施し、Ⅰａ類に分類される。

14は深鉢で口縁部は沈線文、貝殻腹縁文、刺突文で飾られており瘤状の飾りもあり、Ⅱ類に分類される。

15は深鉢で口縁部は無文であり、Ⅰｅ類に分類される。16は円盤形土製品で口縁部は無文、市来式土器

片で作成されている。

　加速器質量分析法（ＡMＳ）による放射性炭素年代測定の結果、１号土坑中の炭化材では3565±20年

ＢP（２σの暦年代でＢＣ2010～ 1990, 1980～ 1870, 1850～ 1820, 1800～ 1780年）の年代値が得られた。

種実分析の結果、コナラ属－シイ属？の子葉４、イチイガシの子葉１が同定された。また、土坑中から

採取された炭化材は樹種同定の結果、散孔材であることが分かった。

　上記の特徴と出土した種実より、１号土坑は、貯蔵穴であると推定している。

②２号土坑【ＳＣ２、第21図】と出土遺物【第22図】

　ＳＣ２は、Ｄ４グリッド北西部で検出した。床面はⅦａ層となる。直径0.93ｍ～ 1.13mの円形プラン

の土坑である。検出面から底面までの深さは91㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上が

り、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第15図に示した。出土遺物は、土器10点石器３点を図化した。17は深鉢で口縁部は

連続刺突文を施し、後述するⅠａ類に分類される。18は深鉢で口縁部は太目の短凹線文を、口唇部は１

条の凹線文を施し、Ⅰａ類に分類される。19は深鉢で口縁部は斜位の太目の沈線文であり、三角断面部

分に連続刺突文を施し、Ⅰｂ類に分類される。20は深鉢で、口縁部の両端に連続刺突文、その中に３条

の沈線文、沈線文の途中に縦位に並ぶ深めの刺突文を施し、Ⅰｂ類に分類される。21は深鉢で口縁部は

２条の刺突文、その下に連続刺突文、波長部に沈線文を施し、Ⅰｂ類に分類される。22は深鉢で口唇部

は２条の沈線文、口縁部は波状の突帯文、突帯文状には刺突文を施し、突帯文の下にも沈線文を巡らし

て飾り、Ⅰｃ類に分類される。23は深鉢で口縁部は無文であり、口唇部は連続刺突文であり、Ⅰｄ類に

分類される。24は深鉢で無文土器であり、Ⅰｅ類に分類される。25は深鉢で無文土器であり、Ⅰｅ類に

分類される。26は深鉢で底部は器壁が薄く直立に立ち、無文、平底である。Ⅰｅ類に分類される。27は

深鉢で胴部は渦巻き状の沈線文を施し、Ⅳ類に分類される。

　石器は、28はチャート製の打製石鏃であり、全体の形状は二等辺三角形である。基部形態からは深い

正三角形になっている。29は敲石・磨石であり、砂岩製で周縁全面に敲打痕が認められる。表裏両面は

殆どが磨面である。折損後も使用している。30は安山岩製のスクレイパーである。

　加速器質量分析法（ＡMＳ）による放射性炭素年代測定の結果、２号土坑中の炭化種実（コナラ属）

では3585±20年ＢP（ＢＣ2020～ 1990, 1980～ 1880年）の年代値が得られた。種実分析の結果、コナ
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ラ属10、トチノキ（？）２、ササゲ属１、ヒシ（？）１が同定された。また、土坑中から採取された炭

化材は樹種同定の結果、カヤであることが分かった。

　上記の特徴と出土した種実より、２号土坑は、貯蔵穴であると推定している。

③３号土坑【ＳＣ３、第23図】と出土遺物【第24図】

　ＳＣ３は、Ｅ４グリッド杭地点で検出した。床面はⅦａ層となる。直径1.48ｍ～ 1.88mの円形プラン

の土坑である。検出面から底面までの深さは74㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上が

り、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第17図に示した。出土遺物は、土器9点を図化した。31は深鉢で口縁部は横位の貝

殻腹縁文を施し、底部は器壁が厚く直立に立つ。後述するⅠａ類に分類される。32は深鉢で口縁部は斜

位の貝殻腹縁文を施す。Ⅰａ類に分類される。33は深鉢で三角形断面の両脇に連続貝殻腹縁文を施す。

その下に斜位の短沈線文を施し、Ⅰｃ類に分類される。34、35は深鉢で無文土器である。Ⅰｅ類に分類

される。37は鉢で胴部は横位、渦巻き、斜位の沈線文を巡らし、部分的な連続刺突文を施す。瘤状の突

起があり、裏面に連続沈線文を施す。Ⅳ類に分類される。

　36は台付き皿形土器で底部は器壁が厚く斜めに立つ。無文で、白色顔料が付着している。Ⅶに分類さ

れる。38は円盤形土製品で、胴部は太目の沈線文を数条施し、土器片で作成されている。39は円盤形土

製品で、胴部は無文で、市来式土器片で作成されている。

　種実分析の結果、コナラ属１が同定された。また、土坑中から採取された炭化材は樹種同定の結果、

ヤブツバキであることが分かった。

　上記の特徴と出土した種実より、３号土坑は、貯蔵穴であると推定している。

④４号土坑【ＳＣ４、第25図】と出土遺物【第26図】

　ＳＣ４は、Ｅグリッド北西部で検出した。床面はⅦａ層となる。直径1.12ｍ～ 1.30mの円形プランの

土坑である。検出面から底面までの深さは80㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上がり、

中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第19図に示した。出土遺物は土器８点を図化した。土器は、40は深鉢で口縁部の両

端に連続刺突文、中央に２条の沈線文を施し、後述するⅠｂ類に分類される。41は深鉢で、口縁部の両

端に連続刺突文、中央に２条の凹線文、途中に三日月状の刺突文を施し、Ⅰｂ類に分類される。42は深

鉢で、口縁部は凹点、凹線があり、三角形断面状に連続刺突文を施し、Ⅰｂ類に分類される。43は深鉢

で口縁部の両端に連続刺突文、中に凹点、凹線を施し、Ⅰｂ類に分類される。44は深鉢で口縁部の両端

に連続刺突文、中に刺突文、凹点、凹線を施し、Ⅰｂ類に分類される。45は深鉢で口縁部の両端に連続

刺突文、中央に２つの刺突文を施し、Ⅰｂ類に分類される。46は深鉢で口縁部は無文、口唇部は刻目刺

突文を施し、Ⅰｄ類に分類される。

　47は深鉢で口縁部、胴部は無文、口唇部は１条の沈線文で、Ⅰｅ類に分類される。

　加速器質量分析法（ＡMＳ）による放射性炭素年代測定の結果、４号土坑中の炭化材では3660±20年

ＢP（ＢＣ2140～ 1950年）の年代値が得られた。また、土坑中から採取された炭化材は樹種同定の結果、

ヤブツバキであることが分かった。
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　上記の特徴と出土した種実より、４号土坑は、貯蔵穴であると推定している。

⑤５号土坑【ＳＣ５、第27図】と出土遺物【第28図】

　ＳＣ５は、Ｅ６グリッド杭東側で検出した。床面はⅦａ層となる。直径1.25ｍ～ 1.47mの円形プラン

の土坑である。検出面から底面までの深さは77㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上が

り、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第21図に示した。出土遺物は、土器６点と石器１点を図化した。土器は、48は深鉢

で口縁部は斜位の貝殻腹縁文、波上部の口唇部に貝殻腹縁文を施し、後述するⅠａ類に分類される。49

は深鉢で口縁部は連続刺突文を施し、Ⅰａ類に分類される。50は深鉢で底部は無文、まっすぐ立つ。平

底であり、Ⅰｄ類に分類される。51は深鉢で胴部は無文であり、Ⅰｄ類に分類される。52は深鉢で口縁

部は、横位、縦位、渦巻き状の沈線、一部磨消縄文もあり、Ⅳ類に分類される。赤色顔料を付着する。

53は円盤形土製品で、胴部、無文、市来式土器片で作成されている。

　石器は、２点出土している。54、55はホルンフェルス製の磨製石斧である。

　種実分析の結果、コナラ属1、サンショウ属１が同定された。また、土坑中から採取された炭化材は

樹種同定の結果、散孔材であることが分かった。

　上記の特徴と出土した種実より、５号土坑は、貯蔵穴であると推定している。

⑥６号土坑【ＳＣ６、第29図】と出土遺物【第30図】

　ＳＣ６は、Ｅ６グリッド西側で検出した。床面はⅦａ層となる。直径1.41ｍ～ 1.76mの円形プランの

土坑である。検出面から底面までの深さは90㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上がり、

中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第23図に示した。出土遺物は、土器３点と石器２点を図化した。土器は、56は深鉢

で口縁部は貝殻押引文を施し、後述するⅠａ類に分類される。57は深鉢で口縁部は貝殻腹縁文を施し、

Ⅰａ類に分類される。58は深鉢で口縁部の両端に連続刺突文、中央に数条の沈線文、途中それを切るよ

うに大きな凹点を施し、Ⅰｂ類に分類される。

　石器は、２点出土している。59、60はホルンフェルス製の磨製石斧である。 

　加速器質量分析法（ＡMＳ）による放射性炭素年代測定の結果、６号土坑中の炭化種実（ササゲ属）

では3595±20年ＢP（ＢＣ2030～ 1890, 1950～ 1860年）の年代値が得られた。種実分析の結果、コナ

ラ属６、カラスザンショウ１、ミズキ１、ササゲ属２が同定された。また、土坑中から採取された炭化

材は樹種同定の結果、コナラ属アカガシ亜属であることが分かった。

　上記の特徴と出土した種実より、６号土坑は、貯蔵穴であると推定している。

⑦７号土坑【ＳＣ７、第31図】と出土遺物【第32図】

　ＳＣ７は、Ｅ４グリッド南西部で検出した。床面はⅦａ層となる。直径1.78ｍ～ 1.95mの円形プラン

の土坑である。検出面から底面までの深さは51㎝である。縦断面は平坦な底面から外湾気味に立ち上が

る。埋土は、基本土層のⅥｂ層、Ⅶａ層、Ⅷ層である。

　遺構に伴う遺物を第24図に示した。出土遺物は、土器８点を図化した。61は深鉢で口縁部は凹線文を
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巡らし、Ⅰａ類に分類される。62は深鉢で口縁部は連続刺突文を施し、後述するⅠａ類に分類される。

63は深鉢で口縁部の両端に連続した刺突文、中央に３条の凹線文、凹線文と凹線文の間に斜位の短貝殻

腹縁文を施し、Ⅰｂ類に分類される。64は鉢で口縁部は短沈線文を巡らせ、断面三角形凸部の上下に斜

位の連続貝殻腹縁文を施し、Ⅰｃ類に分類される。65は小鉢で、口縁部は横位の連続刺突文を数条施し

橋手があり、Ⅰｃ類に分類される。66は台付皿形土器の台部で連続刺突文と短沈線文を施し、Ⅶ類に分

類される。68は深鉢で口縁部は無文、口唇部は連続貝殻腹縁文を施し、Ⅰｅ類に分類される。67は円盤

形土製品で、胴部、無文、市来式土器片で作成されている。

　加速器質量分析法（ＡMＳ）による放射性炭素年代測定の結果、７号土坑中の炭化種実（コナラ属）

では3540±20年ＢP（ＢＣ1850～ 1770年）の年代値が得られた。種実分析の結果、コナラ属９が同定

された。また、土坑中から採取された炭化材は樹種同定の結果、コナラ属アカガシ亜属であることが分

かった。

　ＳＣ１～ＳＣ６とは異なり、断面がフラスコ状とはならないが、上部が削平されていた（もしくはと

らえられなかった）可能性もある。ここでは、上記の特徴と出土した種実より、７号土坑は、貯蔵穴で

あると推定しておきたい。

⑧８号土坑【ＳＣ８、第33図】と出土遺物【第34図】

　ＳＣ８は、Ｄ４グリッド東側に位置する。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.85ｍの不整形である。

検出面から底面までの深さは80㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上がり、中位から外

反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。

　遺構に伴う遺物を第27図に示した。出土遺物は土器が２点を図化した。69は深鉢で口縁部は刺突押引

文を施し、後述するⅠａ類に分類される。70は深鉢で口縁部は断面三角形凸部に１条の凹線文と連続刺

突文を施し、口唇部は連続刺突文で、Ⅰｂ類に分類される。

⑨９号土坑【ＳＣ９、第35図】

　ＳＣ９は、Ｄ３グリッドで検出した土坑である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.88ｍ、短軸1.88m

の不整楕円形プランの土坑である。検出面から底面までの深さは80㎝である。壁は垂直に近い角度で堀

り込まれている。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。遺構に伴う遺物は検出されなかった。

⑩10号土坑【ＳＣ10、第36図】

　ＳＣ10は、D４グリッドで検出した土坑である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.73ｍ、短軸1.15m

で平面は不正楕円形プランの土坑である。検出面から底面までの深さは41㎝である。縦断面は平坦な底

面から内湾気味に立ち上がり、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層

である。
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⑪11号土坑【ＳＣ11、第37図】と出土遺物【第38図】

　ＳＣ11は、E ４グリッド南西部で検出された土坑である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.87ｍ

の不正楕円形プランの土坑である。検出面から底面までの深さは10㎝である。縦断面は平坦な底面から

内湾気味に立ち上がり、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。

　遺構に伴う遺物を第32図に示した。出土遺物は土器１点を図化した。71は台付皿形土器で直線的な台

部で器壁が厚く連続した刺突文を２段に施す。後述するⅦ類に分類される。

⑫12号土坑【ＳＣ12、第39図】

　ＳＣ12は、F ４グリッド杭北側で検出した遺構である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸0.98ｍの

不整楕円形プランの土坑である。検出面から底面までの深さは42㎝である。縦断面は平坦な底面から内

湾気味に立ち上がり、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。

遺構に伴う遺物は検出されなかった。

⑬13号土坑【ＳＣ13、第40図】

　ＳＣ13は、E ５グリッドで検出した土坑である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.43ｍの不整形

である。検出面から底面までの深さは39㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上がり、中

位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。遺構に伴う遺物は検出さ

れなかった。

⑭14号土坑【ＳＣ14、第41図】

　ＳＣ14は、F ３グリッド北東部で検出した土坑である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.07ｍの

楕円形プランの土坑である。検出面から底面までの深さは24㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気

味に立ち上がり、中位から外反するフラスコ状の形態となる。遺構に伴う遺物は検出されなかった。

⑮15号土坑【ＳＣ15、第42図】

　ＳＣ15は、F ３グリッドで検出した土坑である。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.29ｍの不整形

である。検出面から底面までの深さは83㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち上がり、中

位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。遺構に伴う遺物は検出さ

れなかった。          

⑯16号土坑【ＳＣ16、第43図】

　ＳＣ16は、Ｆ４グリッドに位置する。床面はⅦａ層となる。平面直径長軸1.55ｍ（推定）の楕円形プ

ランの土坑である。検出面から底面までの深さは80㎝である。縦断面は平坦な底面から内湾気味に立ち

上がり、中位から外反するフラスコ状の形態となる。埋土は、基本土層のⅥｂ層である。遺構に伴う遺

物は検出されなかった。
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ＳＣ１：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）をごく
わずか含む。やや粘性があり、ややし
まりもある。

２　10YR2/3 黒褐　粘性があり、しまり
はない。

13

0

211.80ｍ

1：30 1ｍ

12

1

14

15

16

2

0 1：3 10cm

第20図  １号土坑出土遺物実測図　S＝1/3

第19図  １号土坑実測図　S＝1/30
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ＳＣ２：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５mm～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を１％
含む。粘性はほとんどなく、しまりは
ある。

２　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を１％
含む。粘性はほとんどなく、しまりは
ある。アカホヤ火山灰を少量含む。
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211.60ｍ

1：30 1ｍ

17

1

2

0 1：3 10cm

20
18

22
21

第22図①  ２号土坑出土遺物実測図　S＝1/3

第21図  ２号土坑実測図　S＝1/30
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0（28のみ 1：2）5cm
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第22図②  ２号土坑出土遺物実測図　S＝1/3
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ＳＣ３：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５mm～１.５ｃｍ程
度の御池軽石（10YR6/8 明黄色）をご
くわずか含む。粘性はほとんどなく、
しまはある。

２　10YR2/3 黒褐　１ｍｍ～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）をごく
わずか含む。粘性はほとんどなく、や
やしまりがある。

31

211.40ｍ

32

1

33

2

0 1：3 10cm

0 1：30 1ｍ

第24図①  ３号土坑出土遺物実測図　S＝1/3

第23図  ３号土坑実測図　S＝1/30
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0 1：30 1ｍ

ＳＣ４：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）をごく
わずか含む。やや粘性があり、しまり
がある。

２　10YR1.7/1 黒　５ｍｍ～２ｍｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）をごく
わずか含む。やや粘性があり、しまり
がある。

211.60ｍ

1

39

38

35

36

34

2

0 1：3 10cm

37

 第25図  ４号土坑実測図　S＝1/30

第24図②  ３号土坑出土遺物実測図　S＝1/3
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0 1：3 10cm
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第26図  ４号土坑出土遺物実測図　S＝1/3



－ 32 －

ＳＣ５：土層注記
１　10YR2/1 黒　１ｍｍ～２ｃｍ程度の
御池軽石（10YR6/8 明黄色）を３％含
む。やや粘性があり、しまりがある。

２　10YR1.7/1 黒　１ｍｍ～５ｍｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を１％
含む。やや粘性があり、しまりがある。

49
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211.60ｍ

1：30 1ｍ

1

50

48

51

2

0 1：3 10cm

第28図①  ５号土坑出土遺物実測図　S＝1/3

第27図  ５号土坑実測図　S＝1/30
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ＳＣ６：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を２％
含む。やや粘性があり、ややしまりが
ある。

２　10YR2/1 黒　２ｍｍ～１ｃｍ程度の
御池軽石（10YR6/8 明黄色）を２％含
む。粘性はあり、しまりもある。
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211.30ｍ

1：30 1ｍ

1

55

5352

2

0 1：3 10 ㎝
（52～54）

0 1：2 5 ㎝
（55）

54

第29図  ６号土坑実測図　S＝1/30

第28図②  ５号土坑出土遺物実測図　S＝1/3
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ＳＣ７：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　１ｍｍ～２ｃｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を３％
含む。粘性はほとんどなく、しまりは
ある。　

２　10YR2/2 黒褐　１ｍｍ～５ｍｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を１％
含む。粘性はほとんどなく、しまりは
ある。

３　10YR2/2 黒褐　１ｍｍ～５ｍｍ程度
の御池軽石（10YR6/8 明黄色）を１％
含む。やや粘性があり、しまりはある。
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第31図  ７号土坑実測図　S＝1/30

第30図  ６号土坑出土遺物実測図　S＝1/3



－ 35 －

第32図  ７号土坑出土遺物実測図　S＝1/3
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ＳＣ８：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ～ 1.5cm の御池軽石
（10YR6/8 明黄色）を１％含む。粘性はほとん
どなく、しまりはある。

ＳＣ９：土層注記
１　10YR2/1 黒　１ cm～２ cm 程度の御池軽石
（10YR6/8 明黄色）を３％含む。やや粘性があり、
ややしまりがある。

ＳＣ10：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５mm程度の御池
軽石（10YR6/8 明黄色）を１％含む。
やや粘性があり、しまりがある。
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第33図  ８号土坑実測図　S＝1/30

第34図  ８号土坑出土遺物実測図　S＝1/3

第35図  ９号土坑実測図　S＝1/30

第36図  10号土坑実測図　S＝1/30
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ＳＣ11：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　１ｍｍ～５ｍｍ程度の御池
軽石（10YR6/8 明黄色）を１％含む。粘性は
ほとんどなく、しまりはある。

ＳＣ12：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　１ｍｍ～５ｍｍ程度の御池軽
石（10YR6/8 明黄色）を１％含む。粘性はほと
んどなく、しまりはある。

ＳＣ13：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ～１ｃｍ
程度の御池軽石（10YR6/8 明黄色）
を１％含む。やや粘性があり、し
まりもある。
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第37図  11号土坑実測図　S＝1/30

第38図  11号土坑出土遺物実測図　S＝1/3

第40図  13号土坑実測図　S＝1/30

第39図  12号土坑実測図　S＝1/30
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ＳＣ14：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　粘性はほとんどなく、
しまりはある。

ＳＣ15：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　１cm程度の御池軽石
（10YR6/8 明黄色）をごくわずか含む。
やや粘性があり、ややしまりがある。

ＳＣ16：土層注記
１　10YR2/2 黒褐　５ｍｍ程度の御池
軽石（10YR6/8 明黄色）を１％含む。
粘性はほとんどなく、ややしまりが
ある。
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第41図  14号土坑実測図　S＝1/30

第42図  15号土坑実測図　S＝1/30

第43図  16号土坑実測図　S＝1/30
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５　包含層出土遺物（後期中葉）
 （１）土器
　本遺跡Ⅵｂ層より出土した縄文土器は縄文時代後期中葉に属する土器が主体となる。それらについて

これまで研究された土器編年を基軸として、形態的特徴により鉢形・深鉢型土器をⅠ類～Ⅶ類に分類し

た。分類された土器類について、以下説明を行う。

　本遺跡出土の鉢形・深鉢形土器を文様を中心に分類すると、貝殻文土器と磨消縄文土器に大別される。

貝殻文土器は南九州系の市来式土器、草野式土器、丸尾式土器を中心としており、磨消縄文土器は北部

九州系の鐘崎式土器と北久根山式土器を中心としている。その他、少量の西平式土器が出土した。

　貝殻文土器は、Ⅰ類～Ⅲ類がそれに相当し、磨消縄文土器は、Ⅳ類～Ⅵ類がそれに相当する。Ⅶ類は

台付皿形土器、Ⅷ類は円盤形を呈する土器である。

①Ⅰ類土器
　口縁部が断面三角形をなすものを基本とする。貝殻腹縁部による押圧文を基本文様として、沈線文、

凹点文等を交え多彩な文様を構成する。本遺跡の主体をなす土器である。市来式に相当する。

Ⅰａ類土器
　口縁部断面三角形部の上位のみに文様をもつ土器群である。口縁部断面三角形の外面文様帯に貝殻文、

連点文、あるいは沈線文などで簡易な文様を施文するものである。

　72～ 80の口縁部は連続した貝殻腹縁文を施す。81の口縁部は斜位の貝殻腹縁押引文を施す。82の口

縁部は横位の貝殻腹縁文を施す。

　83～ 90の口縁部は連続した刺突文を施す。91、 92の口縁部下は連続した半裁竹管による刺突文を施

す。93の口縁部は３条の沈線文を施す。94の口縁部は３条の短沈線文を施す。

　95～ 99の口縁部は２条の沈線文を施す。100の口縁部は横位の沈線文を施す。101の口縁部は浅い沈

線文を施す。102の口縁部は波状の沈線文を施す。103の口縁部は山形の沈線文を施す。104の口縁部は

橫位の連続刺突文を施す。105は口縁部の両端に連続刺突文を施す。

Ⅰｂ類土器
　１ａ類同様、口縁部断面三角形部の上位のみに文様をもつ土器群である。口縁部断面三角形の外面文

様帯に貝殻文、沈線文、刺突文などの文様を組み合わせて文様を構成するもので、口縁部断面三角形の

場所がⅠａ類より低くなり、文様帯の幅がⅠａ類より広くなる。

　106～ 109は口縁部の両端に連続刺突文、中央に３条の沈線文を施す。110、111は口縁部の両端に連

続刺突文、中央に２条の沈線文を施す。112、113は口縁部の両端に連続刺突文、中央に３条の凹線文を

施し、113は中央に縦方向に凹点文も施す。114、115は口縁部の両端に連続刺突文、中央に２条の凹線

文を施す。116、117は口縁部の両端に連続刺突文、中央に１条の凹線文を施す。

　118の口縁部は４条の沈線文、その沈線文を弧状の沈線文が切っている。119、120の口縁部は３条の

沈線文、口唇部と沈線文の下に連続刺突文を施す。

　121の口縁部は３条の沈線文、口唇部に斜位の貝殻腹縁文、波長部に縦方向の刺突文を施す。122、
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123の口縁部は２条の沈線文、沈線文の下に連続刺突文を施す。124の口縁部は３条の沈線文、部分的

に刺突文を施す。125、126、127、128の口縁部は２条の沈線文、部分的に刺突文を施す。129の口縁部

は１条の沈線文の下に連続刺突文を施す。130の口縁部は１条の沈線文の上に連続貝殻腹縁文を施す。

131、132、133の口縁部は横位の沈線文と刺突文を施す。

　134は沈線文を巡らせ刺突文を施す。135は斜位の沈線文、その下に連続貝殻腹縁文を施す。136は１

条の凹線文、その下に部分的に連続刺突文を施す。137は突起物の側面に太い沈線文、突起物の先に凹

点を施す。138の口縁部は２条の連続刺突文、口唇部は刻目刺突文、波長部に縦方向の凹点文を施す。

Ⅰｃ類土器
　口縁部断面三角形部の上位と胴部に文様をもつ土器群である。Ⅰｂ類土器同様、文様帯に貝殻文、沈

線文、刺突文などの文様を組み合わせて文様を構成するもので、口縁部断面三角形の場所がⅠｂ類より

低くなり、文様帯の幅がⅠｂ類より広くなる。

　139は口縁部の両端に連続貝殻腹縁文、中央に斜位、横位の短沈線文、胴部は連続貝殻腹縁文で装飾

されている。140は口縁部の両端に連続刺突文を施し、口縁部、胴部は沈線文、連続刺突文、貝殻腹縁

文で装飾されている。把手がある。141は口縁部の両端に連続刺突文、中央に２条の凹線文、胴部は沈

線文と凹点文で装飾されている。142は口縁部の両端に連続貝殻腹縁文、その中央に３条の沈線文、胴

部は沈線文で装飾されている。143は口縁部の両端に連続刺突文、中央に１条の凹線文 、胴部は沈線文

で装飾されている。

Ⅰｄ類土器
　口縁部断面三角形がほとんどない土器、または、明確な口縁部断面三角形を確認できない土器である。

　144の口縁部は斜位の貝殻腹縁文を施す。145の口縁部は３条の沈線文を施す。146の口縁部は連続し

た斜位の刺突文を施す。147の口縁部は沈線文を縦位、横位に巡らす。148は口唇部に１条の凹線文を施

す。149は波状部に連続刺突文を施す。150の口縁部は斜位の連続刺突文を施す。

　151の口縁部は１条の半竹管刺突文を施す。152、153は無文土器である。

Ⅰｅ類土器
　口縁部断面三角形はあるが口縁部、胴部は無文の土器である。

　154は口唇部に１条の沈線文を施す。155、156、157の口縁部は断面三角形を施す。158、159、160、

161は無文の深鉢の底部であり平底である。

②Ⅱ類土器
　頸部でくびれ、口縁部へゆるやかに外反する。口唇部は丸く仕上げ頸部附近を中心に凹線文や貝殻腹

縁による押圧文、刺突文を施す土器である。口唇部に刻目や刺突文を施さず、口縁部分を無文とする特

徴をもつ。文様が文様帯を越えて肩部、胴部まで及ぶ。草野式に相当する。

　162、163、164、165は口縁部に連続貝殻腹縁文を施す。166の口頸部は連続した貝殻腹縁文、その下

に３条の沈線文、沈線文と沈線文の間に斜位の貝殻腹縁文と円形の刺突文を施し、口唇部に突起がある。
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③Ⅲ類土器
　主に貝殻文と沈線文の組み合わせである。断面三角形の肥厚部はなくなり、「く」の字型ないし、外

反の口縁部となっている。丸尾式に相当する。下記のａ～ｂに細分した。

Ⅲａ類土器
　貝殻腹縁刺突文の間に沈線文を施す一群である。Ⅱ類に比べ肥厚部位が口縁部より大きく下がり、口

縁部から頸部の断面形は「く」の字状に屈曲する。口縁部の両端に連続貝殻腹縁文をもつ。波状口縁が

多く、平口縁は少ない。

　167は中央に４条の沈線文、三角形断面の下に連続貝殻腹縁文を施す。168は中央に２条の沈線文、三

角形断面の下に連続貝殻腹縁文を施す。169は中央に２条の沈線文、三角形断面の下に連続貝殻腹縁文

を施す。170は中央に２条の沈線文、三角形断面の下に連続貝殻腹縁文を施す。171は中央に２条の沈線

文を施す。172は中央に２条の沈線文を施す。173は中央に１条の沈線文、三角形断面の下に連続貝殻腹

縁文を施す。174は中央に１条の短沈線文を施す。

　175は中央に太目の短沈線文、三角形断面の下に連続貝殻腹縁文を施す。176は中央に横位、斜位の沈

線文、三角形断面の下に連続貝殻腹縁文を施す。177はその中に斜位の短沈線文、三角形断面の下の方

に連続貝殻腹縁文を施す。178、179は中央に数条の沈線文が推定され、三角形断面の下に連続貝殻腹縁

文を施す。180はその中に２条の凹線文、三角形断面の下の方に連続貝殻腹縁文を施す。 181の口縁部

は１条の凹線文と連続貝殻腹縁文を施す。

Ⅲｂ類土器
　連続する貝殻腹縁刺突文を施す一群である。口縁部から頸部の断面形は「く」の字状に屈曲するもの

と外反するものとがある。また、波状口縁と平口縁の２つがある。また、貝殻腹縁刺突文も刺突列によ

り２段と１段に細分される。

　182～ 185の口縁部は連続貝殻腹縁文を施し、断面三角形の下にも連続貝殻腹縁文を施す。

　186、187の口縁部は連続貝殻腹縁文を施す。186の口縁部は連続刺突文を施し、断面三角形の下にも

連続貝殻腹縁文を施す。188、189の口縁部は連続刺突文を施し、断面三角形の下にも連続刺突文を施す。

④Ⅳ類土器
　膨らむ胴部から頸部がしまり、口縁部は外反するものである。口縁部は外側に向かって肥厚するもの

や突起をつけたものがある。また、頸部に把手がつくものがある。口縁部と胴部に磨消縄文や３本の沈

線文が施されている。磨消縄文土器である。鐘崎式に相当する。

　190～ 196の口縁部は３条の沈線文を施す。195は口唇部に連続刺突文を施す。196は口唇部に２条の

連続刺突文を施す。197、198の口縁部は２条の沈線文を施す。198は口縁部の両端に連続刺突文、口唇

部に２条の短沈線文を施す。199の口縁部は１条の沈線文、口縁部の両端の上部は連続刺突文、下部は

連続凹点文を施す。200～ 204の口縁部は数条の横位の沈線文を施す。200は口唇部に２条の連続刺突文

を施す。202は円状の沈線文、各沈線文の端に刺突文を施す。203は口唇部に連続刺突文、孔列文を施す。
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205、206の口縁部は孔列文、沈線文を施す。207の口縁部は沈線文を施す。208の胴部は渦巻状凹線文、

横位、斜位の凹線文を施す。

⑤Ⅴ類土器
　わずかに膨らむ胴部から頸部が締まり、肥厚する口縁部は外反する。把手やＷ字状の粘土紐が添付さ

れるものがある。口縁部と胴部に磨消縄文や沈線文が施されている。磨消縄文土器である。北久根山式

に相当する。下記のａとｂに細分した。

Ⅴ類ａ土器
　沈線文または、刺突文を施す土器である。

　209は口縁部に４条の沈線文を施す。210、211、212は口縁部に３条の沈線文を施す土器である。213

は口縁部に２条の沈線文、両端に貝殻腹縁刺突文を施す。214，215、216、217、218、219は、口縁部に

２条の沈線文等を施す土器である。220、221は口縁部に１条の沈線文等を施す。222は口縁部に１条の

沈線文を巡らし、沈線文の間に刺突文を施す。223は口縁部に１条の凹線文、波長部に貼付を施す。

Ⅴ類ｂ土器
　沈線文を施さない土器である。

　224は口唇部から口縁部上部にかけては１条の貼付を施す。225、226、227は口唇部から口縁部にかけ

て１条の貼付、貼付の上に刺突文を施す。228は口縁部に２条の貼付を施す。229は、口唇部に部分的に

波形の貼付を施す。230は無文である。231は口縁部に横位の貝殻腹縁文、波長部の口唇部に円形の刺突

文、把手あり。232は深鉢の底部で平底である。

⑥Ⅵ類土器
　縄文を主体とする土器で、口縁部が「く」の字状に屈曲し、頸部がくびれて胴部が張りのある膨らみ

をもつ形態を呈する土器である。　

　233は口縁部に横位の沈線文を施し、区画内に磨消縄文が施される箇所がある。234は口縁部に３条の

沈線文を施す。

⑦Ⅶ類土器（台付皿形土器）
　深鉢形の土器とは異なり、皿部（浅鉢状にやや深いものも含む）と脚部（脚台部）による形態を呈す

る土器群である。台部・皿部とも多彩な文様で飾ったものもある。皿部分の内面は、沈線文や貼付突帯

文、刺突文等で、また、台部分も沈線文や透かし、刺突文や赤色顔料、白色塗料で装飾されているもの

もある。

　235～ 240は口唇部に沈線文を施す。235は口唇部に２条の沈線文、口唇部に波状の貼付、その貼付上

には２列の連続刺突文が繋がる。236は口唇部に２条の短沈線文、口縁部に２条の沈線文を施す。237は

口唇部に１条の沈線文、  口縁部に３条の沈線文、  途中蛇の様な貼付を施す。238は口唇部に１条の沈線

文、波長部に突起物、その突起物に渦巻状の沈線文を施す。239は口唇部に数条の沈線文、輪条の貼付、

貼付の中央に孔列文、貼付上には連続刺突文を施す。240は口唇部に横位、縦位に沈線文、斜位の連続
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刺突文、波長部に突起物、その突起物の中心に孔列文を施す。

　241は口唇部に波状の突起物、突起物には連続刺突文が繋がる。242は口唇部に波状の突起物、突起物

には孔列文、凹線文を施す。243は口唇部に波状の突起物、突起物には連続刺突文を施す。244は口唇部

に波状の突起物、突起物中に沈線文を施す。245は口縁部に３条の沈線文、その下に連続刺突文を施す。

246の口縁部は３条の沈線文、波長部に突起物、突起物に沈線文を張り巡らせ孔列文も施す。247の口縁

部は１条の太い沈線文、口唇部に太い縦位の横線を施す。 248の口縁部両端に連続刺突文、 中央に１条

の沈線文、波長部に突起物、突起物には沈線文を張り巡らす。249の胴部は無文。250の底部は無文。

　251の底部は器壁が厚く突帯文を巡らす。252の底部は器壁が厚く斜めに立つ。横位の貝殻腹縁文、孔

列文有り。白色顔料付着。253、254は無文土器。255は台に斜位の刺突文を施す。256は台に１条の突帯

文を施す。257は台に突帯文を施す。

⑧Ⅷ類土器（円盤形土製加工品）
　円盤形土製加工品である。器としての機能をもつ粘土製品である土器とは異なり、土器の破片を二次

的に利用して加工を行った円盤形の土製品である。

　258、259、260は、Ⅰ類土器の胴部を素材として用いて作成されている。無文である。

⑨小結
　分類した土器を型式学的な編年序列に集約して小結としたい。Ⅰ類は市来式系、Ⅱ類は草野式系、Ⅲ

類は丸尾式系、Ⅳ類は鐘崎式系、Ⅴ類は北久根山式系、Ⅵ類は西平式系、Ⅶ類は台付皿形土器に相当す

ると考えられる。Ⅷ類は、円盤形土製加工品である。Ⅰ～Ⅲ類の貝殻文土器の変遷については市来式期

と草野式期は同時期、その後に丸尾式期と考えている。Ⅳ．Ⅴ類の磨縄文系土器については、市来式期

と草野式期と同時期に鐘崎式期、丸尾式期と同時期に北久根山式と考えている。台付皿形土器はⅠ～Ⅲ

類の貝殻文と北久根山式が殆どを占め、鐘崎式の台付皿形土器を見ることはできなかった。

（２）石器
①石鏃
　遺構内以外の包含層検出の石鏃は、全部で14点である。そのうち２点は未製品である。出土量は、遺

跡の規模を考慮すると多いとは言えない。

　261は打製石鏃である。桑の木津留産の黒曜石製で全体の形状は二等辺三角形である。基部の片方が

欠損している。262は打製石鏃である。桑ノ木津留の黒曜石製全体の形状は二等辺三角形である。263は

打製石鏃である。チャート製で全体の形状は二等辺三角形である。基部が一直線に近い曲線になってい

る。264は打製石鏃である。チャート製で全体の形状は二等辺三角形である。265は打製石鏃である。流

紋岩製で全体の形状は二等辺三角形である。基部一直線である。266は打製石鏃である。チャート製で

全体の形状は二等辺三角形である。 基部形態から浅い二等辺三角形になっている。 267は打製石鏃であ

る。黒曜石製で全体の形状は二等辺三角形である。基部形態から浅い二等辺三角形になっている。268

は打製石鏃である。チャート製で全体の形状は二等辺三角形である。基部形態から深い正三角形になっ

ている。基部の片方が欠損している。269は打製石鏃である。チャート製で全体の形状は二等辺三角形



－ 44 －

である。基部形態から深い正三角形になっている。基部の片方が欠損している。270は打製石鏃である。

チャート製で全体の形状は二等辺三角形である。両側が一部鋸歯縁状になっており基部形態から浅い三

角形になっている。271は打製石鏃である。チャート製で全体の形状は五角形である。基部形態から深

い正三角形になっている。272は磨製石鏃である。チャート製で全体の形状は二等辺三角形である。基

部が一直線に近い曲線になっている。273、274はチャート製の石鏃の未製品である。

②ドリル
　275はチャート製のドリルである。276は珪質頁岩のドリルである。

③石匙
　277は桑の木津留産の黒曜石製石匙である。横匙に分類される。

④石棒
　278は砂岩製の石棒の可能性がある。本野原遺跡でも19点の石棒と石刀が検出され、いずれも砂岩の

礫を用いている（宮崎市教育委員会2006）。

⑤石錘
　279は四万十系の頁岩製で形状は円形で短軸方向に網掛け用の切込がある。280は四万十系の頁岩製で

形状は楕円形で短軸方向に網掛け用の切込がある。281は頁岩製で形状は楕円形で短軸方向に網掛け用

の切込がある。282は赤色頁岩製の四つ目石錘である。

⑥磨製石斧
　283は頁岩製の磨製石斧である。284はホルンフェルス製の磨製石斧である。

⑦砥石、敲石、磨石、台石
　285は砂岩製の研石である。上面は非常に滑らかである（滑らかな面をスクリーントーンで示した）。

設置して砥石として使用したと考えられる。286は安山岩製の磨石であり、少し風化している。287は砂

岩製の敲石・磨石である。周縁全面に敲打痕が認められる。表裏両面は殆どが磨面であるが表中央部に

敲打痕が認められる。288は安山岩製の磨石であり、少し風化している。289は安山岩製の敲石・磨石で

あり、周縁全面に敲打痕が認められる。表裏両面は殆どが磨面であり折損後は殆ど使用しておらず風化

している。290は砂岩製の敲石・磨石であり、周縁全面に敲打痕が認められ、表裏両面は殆どが磨面で

あり、折損後は殆ど使用していない。291は砂岩製の敲石・磨石である。周縁全面に敲打痕が認められ、

表裏両面は殆どが磨面である。292は安山岩製の台石である。厚板状をなし上面も下面も平たい。293は

安山岩製の敲石である。周縁全面に敲打痕が認められる。
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第44図  包含層出土遺物土器実測図③（縄文後期、S＝1/3）
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第45図  包含層出土遺物土器実測図④（縄文後期、S＝1/3）
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第46図  包含層出土遺物土器実測図⑤（縄文後期、S＝1/3）
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第47図  包含層出土遺物土器実測図⑥（縄文後期、S＝1/3）
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第48図  包含層出土遺物土器実測図⑦（縄文後期、S＝1/3）
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第49図  包含層出土遺物土器実測図⑧（縄文後期、S＝1/3）
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第50図  包含層出土遺物土器実測図⑨（縄文後期、S＝1/3）
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第51図  包含層出土遺物土器実測図⑩（縄文後期、S＝1/3）
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第52図  包含層出土遺物土器実測図⑪（縄文後期、S＝1/3）
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第53図  包含層出土遺物土器実測図⑫（縄文後期、S＝1/3）
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第54図  包含層出土遺物土器実測図⑬（縄文後期、S＝1/3）
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第55図  包含層出土遺物土器実測図⑭（縄文後期、S＝1/3）
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第56図  包含層出土遺物土器実測図⑮（縄文後期、S＝1/3）
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第57図  包含層出土遺物土器実測図⑯（縄文後期、S＝1/3）
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第58図  包含層出土遺物土器実測図⑰（縄文後期、S＝1/3）
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第59図  包含層出土遺物土器実測図⑱（縄文後期、S＝1/3）
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第60図  包含層出土遺物土器実測図⑲（縄文後期、S＝1/3）
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第61図  包含層出土遺物土器実測図⑳（縄文後期、S＝1/3）
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第62図  包含層出土遺物土器実測図㉑（縄文後期、S＝1/3）

245

246

248

249

247

250

251

254253252

257256255

258 260
259

0 10cm１：３



－ 64 －

第63図  包含層出土遺物石器実測図①（縄文後期、S＝1/3）
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第64図  包含層出土遺物石器実測図②（縄文後期、S＝1/3）
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第65図  包含層出土遺物石器実測図③（縄文後期、S＝1/3）
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第４節　縄文後期後葉から晩期（Ⅵａ層）の遺構と遺物
１　概要
　Ⅵａ層が縄文時代後期後葉から晩期の主たる包含層である。第66図は、縄文時代後期後葉から晩期に

推定される遺構の分布を示している。図中の等高線はⅥｂ層上面での地形を示している。調査西側と東

側で小穴を多数確認しているがその性格は明らかにできなかった。遺物の中では三万田式土器の占める

比率が高い。

　
２　遺構
　５群のそれぞれの小穴の大きさは、直径15㎝～ 30㎝である。深さは30㎝～ 60㎝と値に幅がある。断

面については全ての小穴が垂直に掘り込まれている。２群小穴の埋土からは三万田式土器の小片が出土

した。堅果類の炭化物を伴う小穴はなかった。大きさ、深さを考慮すると、何かの柱の痕跡と考えるの

が自然であろう。ＳＨ１とＳＨ２については、半円を描いているようにも見受けられる。ＳＨ３は円型

のようにも見えるが、小穴の大きさと深さに統一性がない。ＳＨ４とＳＨ５についても大きさと深さに

統一性が見られなかった。このように、本遺跡のＳＨ１～ＳＨ５については、平地住居の可能性も考慮

せねばならないが、現段階では、用途や性格は不明と言わざるを得ない。

　ここまで、推論を重ねながら考察を行ってきたが、南九州における縄文時代後期後葉から晩期初頭の

小穴群の資料もまだ少なく、類例も交えて考察を行う段階まで至っていない。

　
３　包含層出土遺物
　後期後葉に属する三万田式土器に加え、晩期初頭の土器が少量出土している。

　
①三万田式土器
　294～ 304は深鉢あるいは鉢の口縁～胴部である。いずれも文様は無く、器面にはミガキ調整が施さ

れ褐色や黒色の色合いを呈するものが多い。303は波状口縁となる。304には穿孔が認められる。

　305はおそらくは注口土器の胴部であろう。外面に３条の凹線文と凹点が認められる。306、307は深

鉢ないしは鉢の胴部である。やはり無文でミガキ調整がなされる。

　308は台付皿形土器である。皿部に対して脚部の横断面は面積が小さく著しく不安定である。皿部の

外面上位には鈍い稜線が形成される。脚部には２条の沈線文が施される。内部は空洞となり、２方向に

楕円形の透孔が形成される。309も同様の形状を呈する台付皿形土器の台部である。310～ 313は深鉢あ

るいは鉢の底部周辺である。器面はミガキ調整がなされる。わずかに上げ底となる。

　
②縄文晩期の遺物  
　314～ 319は縄文晩期に属すると考えられる土器片である。314は深鉢ないしは鉢の口縁部であり、外

面に数条の沈線文を施す。315は浅鉢の口縁部であり、口縁部の外面に１条、内面に２条の浅い沈線文

が巡る。316と317も浅鉢の口縁部であろう。317は口縁端を折り返して文様帯を形成し、浅い１条の沈

線文を施す。

　318と319は深鉢の口縁部である。319は口縁部外面に刻目突帯を施す。
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第66図  遺構分布（Ⅵｂ面）　S＝1/250
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第67図  包含層出土遺物土器実測図㉒（縄文後期、S＝1/3）
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第68図  包含層出土遺物土器実測図㉓（縄文後期、S＝1/3）
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第69図  包含層出土遺物土器実測図㉔（縄文後期、S＝1/3）
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第５節　弥生時代から古代（Ⅴ層）の遺物
１　概要
　弥生時代から古代の主たる包含層と考えられるのはⅤ層であり、弥生時代、古墳時代、古代の遺物が

出土した。ただし当該期の遺構は確認することはできなかった。

２　弥生時代の遺物  
　320～ 326は弥生土器である。出土数は多くないが、比較的まとまる破片もある。調査区の付近に関

連する遺構が存在する可能性が高い。

　320～ 324は甕である。320は胴部の最大径部位に２条の沈線文を施す。また口唇部にも１条の沈線が

巡る。321は胴部に３条の三角突帯が巡り、口唇部には１条の沈線が巡る。この個体は胎土中に雲母が

混入している。 322は口縁端部と口縁下に刻目突帯が施される。 323は口縁部に三角突帯を巡らせるも

ので、いわゆる逆「Ｌ」字状の口縁部となる。口縁端部には刻目が付される。324も逆「Ｌ」字状の口

縁部の甕であるが他と比べて厚手である。胴部が張り、剥離により全容は不明であるが、おそらくは胴

部に突帯が付される。 

　325と326は壺である。325は肩部付近である。２条の刻目突帯が巡る。326は胴部であり、３条の突帯

が施される。

３　古墳時代の遺物
　古墳時代以降の遺物はさらに量的に少なくなり、小さな破片のみとなる。

　327は古墳時代の土師器である。全容は不明であるが、直線的に外に開いていく在地（南九州）系の

甕であると考えられる。突帯には繊維を巻き付けた棒状工具による大きな刻みが施される。また外面の

下位にはススが付着している。

　328と329は須恵器の甕である。古代に下る可能性もある。328は頸部近くの破片であり、外面には格

子状の叩き痕が残る。329は胴部破片でやはり格子状の叩き痕が明瞭である。

　330は高坏の杯部であり、屈曲する部位の小破片である。

４　古代の遺物
　331～ 333は古代の甕などの煮沸具である。331は「く」字形に屈曲する口縁部～頸部である。口縁部

はヨコナデ調整がなされる。 二次的な火熱を受けて赤色に変化している。 332も口縁部から頸部の破片

で、短く外反する口縁部を有する。厚手で外面の造りも粗く、当該期の甕としては異質な感じも受ける

が、内面の頸部以下のケズリ調整は古代の甕の特徴を示している。333も内面の頸部以下にケズリ調整

の跡が認められる。

　334～ 337は古代の供膳用具である。334は高台付きの杯か椀である。335は杯の底部である。底面は

ヘラによる切り離しである。336も杯であり、底面の端部が外方に張り出す。底面はヘラによる切り離

しである。337も杯の底部～胴部であり、底面はヘラ切りである。これらの４点と332を除く甕には、胎

土中に赤色の粒子が混入する点が特徴として挙げられる。
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第70図  包含層出土遺物土器実測図㉕（弥生、S＝1/3）
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第71図  包含層出土遺物土器実測図㉖（古墳時代、古代、S＝1/3）
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第２表　【遺物観察表①（包含層：前期、後期前葉の土器）】                         

第３表　【遺物観察表②（遺構内土器）】                         

遺物
番号

器種
部位

検出地点
【層位】

法量［㎝］＊（推定値） 調　　　　整 色　　　　調 焼
成 胎土の特徴 備考

口径 底径 器高 外　　面 内　　面 外　　面 内　　面

1 深鉢
胴部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 灰黄褐

（10YR4/2）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好

１mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

2 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→凹線文 ナデ にぶい黄褐

（10YR4/3） 橙（7.5YR5/6）良好
微細から２mm大の光沢無色透明、光
沢黒褐色、灰白色、にぶい黄橙色粒

3 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ にぶい褐

（7.5YR4/3）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好

４mm以下の黒褐粒
微細な浅黄橙色、灰色、透明光沢粒

遺物
番号

器種
部位

検出地点
【層位】

法量［㎝］＊（推定値） 調　　　　整 色　　　　調 焼
成 胎土の特徴 備考

口径 底径 器高 外　　面 内　　面 外　　面 内　　面

4 鉢
口縁部

ＳＡ１
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ→沈線文、貝

殻腹縁文 ミガキ 褐灰
（10YR4/1）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好

２mm以下の黒色透明粒
１mm以下の灰白色、にぶい黄橙色、
黒色透明粒

Ⅳ

5 深鉢
口縁部

ＳＡ３
【Ⅵｂ】 － － － 粗いナデ→刺突文 粗いナデ にぶい褐

（7.5YR5/4）
灰黄褐
（10YR6/2）

良
好 １mm以下の透明光沢粒 Ⅰａ

6 深鉢
口縁部

ＳＡ５　
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 灰黄褐

（10YR4/2）
黒褐
（10YR2/2）

良
好
微細な透明光沢粒
１mm以下の灰白色、にぶい褐色粒 Ⅰａ

7 深鉢
口縁部

ＳＡ５　
【Ⅵｂ】 － － － 丁寧なナデ→貝殻

腹縁文 粗いナデ にぶい黄褐
（10YR5/3）

黒褐
（10YR3/1）

良
好 １mm以下の透明光沢粒 Ⅰａ

8 小鉢
口縁部

ＳＡ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 貝殻条痕、ナ

デ
明赤褐
（5YR5/6）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好 微細な光沢粒 Ⅰａ

9 深鉢
口縁部

ＳＡ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 細かいナデ 明赤褐
（5YR5/6）

褐（7.5YR4/3）
赤褐（5YR4/6）

良
好

２mm以下の炎橙色、褐灰色粒
１mm以下の明赤褐色、黒色粒 Ⅰｂ

10 深鉢
口縁部

ＳＡ５
【Ⅵｂ】 － － －

細かいナデ→刺突
文、、凹線文、沈線
文

細かいナデ
黒褐
（10YR3/1）
橙（7.5YR6/6）

橙（7.5YR6/6）
橙（5YR7/6）

良
好

３mm以下の浅黄橙色、にぶい橙色粒
微細な光沢、灰白色粒 Ⅰｂ

11 深鉢
口縁部

ＳＡ５
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ 貝殻条痕、ナ

デ
明赤褐
（5YR5/6）

にぶい褐
（7.5YR6/4）

良
好

５mm以下の褐色粒
１mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

Ⅰｅ

12 深鉢
口縁部

ＳＣ１
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 褐（7.5YR4/3） 暗褐（7.5YR3/3）

良
好
微細な透明光沢粒
１mm以下の灰白色粒 Ⅰａ

13 深鉢
口縁部

ＳＣ１
【Ⅵｂ】 － － － 粗いナデ→貝殻押

引文
貝殻条痕、ナ
デ

橙（7.5YR6/4）
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好

３mm以下の褐灰色粒
２mm以下の明赤褐色、黒色粒 Ⅰａ

14
深鉢
口縁部
～胴部

ＳＣ１
【Ⅵｂ】（28.0） － －

貝殻条痕、ナデ→沈
線文、貝殻腹縁文、
刺突文

貝殻条痕、ナ
デ

明褐
（10YR3/4）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

１mm以下の光沢無色透明、褐灰色、
灰黄色、黒褐色粒 Ⅱ

15 深鉢
口縁部

ＳＣ１
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕 粗いナデ 黒褐

（7.5YR3/1） 褐（7.5YR4/4）良好
２mm以下の透明、にぶい橙色、灰色
粒 Ⅰｅ

16 円盤形
土製品

ＳＣ１
【Ⅵｂ】 － － － 工具ナデ 工具ナデ

明褐
（7.5YR5/8）
黒褐
（10YR3/1）

黒褐
（10YR3/2）

良
好

５mm以下の灰白粒
微細な黒色光沢、透明光沢粒 Ⅷ

17 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 黒褐

（10YR3/2）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好 微細な無色透明光沢粒 Ⅰａ

18 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→凹線文 ナデ にぶい黄橙

（10YR6/4）
にぶい黄橙
（10YR7/4）

良
好
微細から３mmの褐色、にぶい褐灰白
色、褐灰色粒 Ⅰａ

19 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ 黒褐
（10YR3/2）

黒褐
（10YR3/1）

良
好 微細な金色光沢、にぶい黄橙色粒 Ⅰｂ

20 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ にぶい赤褐
（5YR4/3）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

３mm以下の乳白色粒
微細な黄色味のある鉱物粒 Ⅰｂ

21 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ 黒
（5YR1.7/）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好

３mm以下の乳白色粒
微細な黄色味のある鉱物粒 Ⅰｂ

22 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ→刺突文 暗褐
（7.5YR5/6）

褐
（7.5YR5/7）

良
好

３mm以下の乳白色粒
微細な透明、黒色光沢粒 Ⅰｃ

23 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕 粗いナデ にぶい黄橙

（10YR6/4）
にぶい黄橙
（10YR ７/4）

良
好
微細から３mm大の褐灰色、にぶい黄
褐色、にぶい褐色、黄褐色粒
４mmのにぶい褐色粒

Ⅰｄ

24 深鉢
口縁部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕後ナデ 貝殻条痕後ナ

デ
灰黄褐
（7.5YR5/6）

にぶい黄褐
（7.5YR5/6）

良
好
微細から３mm大の灰白色、光沢無色
透明、褐灰色粒 Ⅰｅ

25
深鉢
口縁部
～底部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】（23.5） － － ナデ 粗いナデ 灰黄褐

（10YR5/2）
灰褐
（7.5YR4/2）

良
好

１mm以下の白色粒
３mm以下の黒色粒 Ⅰｅ

26 深鉢
底部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － （8.1） － 粗いナデ ナデ にぶい橙

（7.5YR6/4）
にぶい黄褐
（10YR5/3）

良
好

６mm以下の灰白色の粒
微細から３mm以下の灰白色、暗緑灰
色粒

Ⅰｅ

27 深鉢
胴部

ＳＣ２
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒

（10YR1.7/1）
褐
（10YR4/4）

良
好 微細から２mm以下の灰白色粒 Ⅳ

31 深鉢
口縁部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】（29.7） － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文 ナデ 黒褐
（7.5YR5/6）

にぶい橙
（7.5YR5/7）

良
好

３mm以下の黒褐色粒
２mm以下の浅黄橙色粒
１mm以下の黒色光沢、透明光沢粒

Ⅰａ
スス
付着

32 深鉢
口縁部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文 ナデ にぶい橙
（7.5YR6/4）

にぶい黄褐
（10YR5/4）

良
好

４mm以下のにぶい黄橙色粒
２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

Ⅰａ

33 深鉢
口縁部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 明赤褐
（5YR5/6）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

３mm以下の浅黄色粒
２mm以下の透明粒
１mm以下の黒褐色粒

Ⅰｃ

第３表　【遺物観察表②（遺構内：後期中葉～古代の土器）】                         
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遺物
番号

器種
部位

検出地点
【層位】

法量［㎝］＊（推定値） 調　　　　整 色　　　　調 焼
成 胎土の特徴 備考

口径 底径 器高 外　　面 内　　面 外　　面 内　　面

34 深鉢
口縁部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐

（10YR4/3）
黒褐
（10YR3/1）

良
好 ４mm以下の灰白色粒 Ⅰｅ

35 深鉢
口縁部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】（19.0） － － 貝殻条痕、ナデ 貝殻条痕、ナ

デ
にぶい黄褐
（10YR4/3）

黒褐
（10YR3/1）

良
好 ３mm以下の乳白色粒 Ⅰｅ

36 台付皿形
台部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － （11.0） － ナデ ナデ→粗い工

具ナデ
にぶい灰黄褐
（10YR4/2）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好
微細から２mm以下の灰白色、黒色光
沢粒 Ⅶ

37 鉢
口縁部

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ→沈線文 ナデ→横方向

のケズリ
暗灰黄
（2.5Y5/2）

暗灰黄
（2.5Y5/2）

良
好

２mm以下の角閃石
微細から２mm以下の赤褐色、光沢無
色透明、灰色、浅黄色粒

Ⅳ

38 円盤形
土製品

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 灰褐

（7.5YR5/6）
にぶい褐
（7.5YR5/6）

良
好

４mm以下のにぶい黄橙色粒 Ⅷ

39 円盤形
土製品

ＳＣ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ 貝殻条痕 褐灰

（7.5YR5/6）
にぶい橙
（7.5YR5/6）

良
好 ２mm以下の褐灰色、明褐色粒

Ⅷ
スス
付着

40 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ にぶい褐
（7.5YR5/4）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な黒色光沢粒 Ⅰｂ

41 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→凹線文、刺突

文 粗いナデ 明褐
（7.5YR5/6）

橙
（7.5YR6/8）

良
好

４mm以下のにぶい橙色粒
微細から７mm以下の灰白色粒
微細な黒色光沢、透明光沢粒

Ⅰｂ

42 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→凹点文、

凹線文、刺突文 貝殻条痕 褐
（7.5YR4/3）

赤褐
（5YR4/6）

良
好 微細な黒色光沢、透明光沢粒 Ⅰｂ

43 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→凹点文、

凹線文、刺突文 ナデ にぶい黄褐
（10YR4/3）

にぶい黄褐
（10YR5/3）

良
好

２mm以下の灰白粒
微細な黒色光沢、無色光沢粒 Ⅰｂ

44 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→刺突文、

凹点文、凹線文
貝殻条痕→刺
突文

にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好

５mm以下の乳白色粒
２mm以下の雲母、黒褐色粒 Ⅰｂ

45
深鉢
口縁部
～胴部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － 粗いナデ→刺突文 粗いナデ 黄褐

（2.5Y5/6）
黄褐
（2.5Y5/7）

良
好 微細から３mmの灰白色、透明光沢粒 Ⅰｂ

46 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→刺突文 貝殻条痕 にぶい黄橙

（10YR6/3）
にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅰｄ

47 深鉢
口縁部

ＳＣ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→沈線文 貝殻条痕

にぶい橙
（7.5YR7/4）
暗灰黄（2.5YR4/2）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好
微細な光沢無色透明粒
微細から４mmの浅黄色、赤褐色、灰
黄褐色、灰白色、黒褐色粒

Ⅰｅ

48 深鉢
口縁部

ＳＣ５
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文 ナデ 橙
（5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

良
好

２mm以下の灰白色、明赤色、褐色、
透明光沢粒
１mm以下の黒色光沢粒

Ⅰａ

49 深鉢
口縁部

ＳＣ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ にぶい橙

（7.5YR6/4）
明黄褐
（2.5YR7/6）

良
好 微細な透明光沢、黒色粒

Ⅰａ
スス
付着

50 深鉢
底部

ＳＣ５
【Ⅵｂ】 － （10.4） － 斜方向の貝殻条痕

横方向の貝殻
条痕
底部はナデ

灰褐
（5YR4/2）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

２mm以下の浅黄橙色、黒色光沢、透
明光沢粒を含む

Ⅰｄ
スス
付着

51 深鉢
胴部

ＳＣ５
【Ⅵｂ】 － － － 縦・斜方向のミガキ 指ナデ にぶい橙

（7.5YR6/4） 橙（7.5YR6/6）良好
３mm以下の褐灰色、にぶい褐色、灰
白色粒
１mm以下の黒色光沢粒

Ⅰｄ

52 深鉢
口縁部

ＳＣ５
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ→沈線文、磨

消縄文 ミガキ にぶい赤褐
（2.5YR4/3）

にぶい赤褐
（2.5YR4/4）

良
好

３mm以下のにぶい赤褐色、明赤灰色粒
２mm以下の乳白色粒
微細な光沢粒

Ⅳ

53 円盤形
土製品

ＳＣ５
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ 貝殻条痕、ナ

デ
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR5/3）

良
好

２mm以下の灰白色、灰褐色粒
１mm以下の赤褐色粒 Ⅷ

56 深鉢
口縁部

ＳＣ６
【Ⅵｂ】（24.5） － － 貝殻条痕→貝殻押

引文 横方向のナデ にぶい黄褐
（10YR4/3）

にぶい黄褐
（10YR5/4）

良
好

７mmの灰色粒
２mm以下の灰白粒
微細な黒色光沢粒

Ⅰａ

57 深鉢
口縁部

ＳＣ６
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻押

引文 貝殻条痕 黒褐
（10YR3/2）

にぶい赤褐
（2.5YR4/4）

良
好

４mm以下の灰白色粒
３mm以下のにぶい橙色粒
３mm以下の橙色粒

Ⅰａ

58 深鉢
口縁部

ＳＣ６
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文、凹点文 ナデ 褐灰
（10YR4/1）

黒褐
（10YR3/1）

良
好

１mm以下の乳白色粒
微細な透明粒

Ⅰｂ
スス
付着

61
深鉢
口縁部
～胴部

ＳＣ７
【Ⅵｂ】（29.3） － － 縦・斜方向のミガキ

→凹線文 横方向のナデ にぶい褐
（7.5YR5/4）

にぶい黄褐
（10YR5/4）

良
好
微細から３mmの灰白色、黒褐色、浅
黄橙色、にぶい赤褐色粒 Ⅰａ

62 深鉢
口縁部

ＳＣ７
【Ⅵｂ】 － － － 横方向の条痕→刺

突文 条痕後ナデ にぶい橙
（7.5YR6/4）

橙
（5YR6/6）

良
好

４mm以下の灰黄褐色粒
１mm以下の黒色光沢粒 Ⅰａ

63 深鉢
口縁部

ＳＣ７
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、凹線

文、貝殻腹縁文 粗いナデ 黒褐
（10YR2/2） 橙（7.5YR6/8）良好 ３mm以下の乳白色粒 Ⅰｂ

64 鉢
口縁部

ＳＣ７
【Ⅵｂ】（21.6） － － 貝殻条痕→沈線文、

貝殻腹縁文 貝殻条痕 褐
（7.5YR4/3）

黒褐
（10YR3/1）

良
好 微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅰｃ

65 小鉢
口縁部

ＳＣ７
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 明黄橙

（10YR7/6）
黒
（10YR1.7/1）

良
好 微細なやや黄色味の透明鉱物粒 Ⅰｃ

66 台付皿形
台

ＳＣ７
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ 明黄褐
（10YR6/6）

黒
（10YR2/1）

良
好

２mm以下の乳白色粒
微細な黄色味の透明粒 Ⅶ

67 円盤形
土製品

ＳＣ７
【Ⅵｂ】 － － － ナデ ナデ

明赤褐
（2.5YR5/6）
褐灰（5YR4/1）

黒褐
（5YR3/1）

良
好

３mm以下の明赤褐色粒
２mm以下の灰白色粒 Ⅷ

68
深鉢
口縁部
～胴部

ＳＣ７
【Ⅵｂ】 － － － 斜方向の貝殻条痕

→貝殻腹縁文
斜方向の貝殻
条痕

にぶい褐
（10YR5/3）

黒褐
（10YR3/2）

良
好

２mm以下の灰白色、褐灰色粒
１mm以下の灰赤色、透明光沢粒 Ⅰｅ

69 深鉢
口縁部

ＳＣ８
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→刺突押

引文
貝殻条痕、ナ
デ

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

良
好

4mm以下の灰赤色粒
２mm以下の橙色、透明光沢粒 Ⅰａ

70 深鉢
口縁部

ＳＣ８
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→凹線文、刺突

文 ナデ 橙（7.5YR6/6） にぶい褐（7.5YR5/3）
良
好

２mm以下の浅黄橙色粒
１mm以下の灰白色粒

Ⅰｂ
白付着

71 台付皿形
皿

ＳＣ11
【Ⅵｂ】 － （8.6） － ナデ→刺突文 貝殻条痕、ナ

デ
にぶい橙
（7.5YR7/3）

明赤褐
（2.5YR5/6）

良
好

２mm以下の透明光沢、灰色粒
微細な赤色粒

Ⅶ
白付着
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遺物
番号

器種
部位

検出地点
【層位】

法量［㎝］＊（推定値） 調　　　　整 色　　　　調 焼
成 胎土の特徴 備考

口径 底径 器高 外　　面 内　　面 外　　面 内　　面

72 深鉢
口縁部

Ｃ７
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文 貝殻条痕 明赤褐
（5YR5/6）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好 ２mm以下の灰白色粒 Ⅰａ

73 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（26.2） － － 工具による粗いナ

デ→貝殻腹縁文 貝殻条痕 明褐
（7.5YR5/6）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好

４mm以下のにぶい橙色粒
微細から２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

Ⅰａ

74 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文
貝殻条痕、ナ
デ

明赤褐
（5YR5/6）

にぶい橙
（5YR6/4）

良
好 ２mm以下の黒色光沢粒 Ⅰａ

75 深鉢
口縁部

Ｅ６
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ→貝

殻腹縁文
貝殻条痕、黒
班

暗褐
（10YR3/3）

褐
（7.5YR4/3）

良
好

微細から１mmの光沢黒色透明、光沢黒
褐色、橙色、にぶい黄橙色、褐灰色粒 Ⅰａ

76 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文 横方向のナデ 明褐

（7.5YR5/6）
黒褐
（10YR3/2）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰａ

77 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（33.0） － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文 横方向のナデ オリ－ブ黒
（5YR2/2）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢、黒色光沢粒

Ⅰａ
スス
付着

78 深鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅵｂ】（29.0） － － ナデ→貝殻腹縁文 ナデ

暗褐
（10YR3/4）

暗褐（7.5YR5/6）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好

４mm以下の灰白色粒
微細な黒色光沢、透明光沢粒

Ⅰａ
スス
付着

79 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻刺突文 横方向のナデ 黒褐

（10YR3/1）
橙
（5YR6/8）

良
好

１mmから２mmの黄色味のある鉱物
粒 Ⅰａ

80 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 粗いナデ→貝殻腹

縁文
貝殻条痕、ナ
デ

黒褐
（10YR3/2）

黒
（10YR2/1）

良
好 １mm以下の黄色味のある鉱物粒

Ⅰａ
スス
付着

81 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁押

引文 粗いナデ 黒
（10YR2/1）

赤褐
（5YR4/6）

良
好

５mm以下の灰白色粒
４mm以下の乳白色粒 Ⅰａ

82 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文 ナデ 灰褐

（7.5YR4/2）
にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好 １mmから２mmの透明光沢粒 Ⅰａ

83 深鉢
口縁部

Ｄ６
【Ⅵｂ】（17.6） － － ナデ→刺突文 ナデ にぶい橙

（7.5YR6/4）
灰褐
（7.5YR5/2）

良
好

２mm以下の浅黄橙色、黒色光沢、透
明光沢粒

Ⅰａ
スス
付着

84 深鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→工具による

刺突文 粗いナデ にぶい褐
（7.5YR5/4）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好 ４mm以下の金色に光る雲母

Ⅰａ
スス
付着

85 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→刺

突文 貝殻条痕 暗褐
（10YR3/3）

暗褐
（7.5YR3/3）

良
好

２mm以下の浅黄色橙、灰色粒
微細な金色光沢粒 Ⅰａ

86 深鉢
口縁部

Ｆ５
【Ⅵｂ】 － － － 縦方向のナデ→刺

突文 ナデ にぶい褐
（7.5YR3/5）

黒褐
（2.5YR3/2）

良
好
微細から２mmの光沢無色透明、光沢
黒褐色、橙色、明黄褐色粒 Ⅰａ

87 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 橙

（7.5YR5/6）
にぶい黄橙
（7.5YR5/6）

良
好

１から２mmの黄色味のある鉱物粒
１mm以下の透明光沢粒 Ⅰａ

88 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 粗いナデ→刺

突文

明赤褐
（5YR5/6）
黒褐（10YR3/2）

黒
（5YR2/1）

良
好
微細から１mm以下の灰白色、透明光
沢粒 Ⅰａ

89 深鉢
口縁部

Ｄ６
【Ⅵｂ】 － － － 粗いナデ→工具に

よる刺突文 粗いナデ にぶい赤褐
（5YR4/3）

暗赤灰
（5YR3/2）

良
好

４mm以下の灰白色粒
３mm以下の浅黄橙色粒　
２mm以下の透明粒

Ⅰａ
スス
付着

90 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ→凹点

文、刺突文 淡黄（2.5Y8/4） 黒（2.5Y2/1） 良
好

２mm以下の黒色、灰白色の光沢粒
微細な透明粒 Ⅰａ

91 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － 工具ナデ→刺突文 工具ナデ 橙

（7.5YR6/6）
にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好

２mmの乳白色粒 Ⅰａ

92 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→刺突文 貝殻条痕→刺

突文
にぶい橙
（7.5YR6/4）

褐灰
（7.5YR4/1）

良
好

５mm以下の灰白色粒
２mm以下のにぶい赤褐色粒、雲母 Ⅰａ

93 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（17.8） － － ナデ→沈線文 工具によるナ

デ
黒褐
（10YR2/1）

黒褐
（10YR3/1）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰａ

94 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ→沈線文 黒褐

（2.5Y3/1）
にぶい赤褐
（2.5YR4/3）

良
好 １mm以下の透明光沢粒 Ⅰａ

95 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 明褐

（7.5YR5/6）
黒褐
（2.5YR3/1）

良
好
微細から２mmの角閃石、光沢無色透
明、灰色、明黄褐色粒 Ⅰａ

96 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 横、斜方向の工具ナ

デ→沈線文 ナデ 黒褐
（2.5YR3/2）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好
微細から２mmの光沢黒褐色、光沢無
色透明、にぶい黄橙色粒 Ⅰａ

97 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ

橙
（5YR6/6） 黒

（N2/ ）
良
好

３mm以下の灰白色粒
２mm以下の透明、黒色の光沢粒

Ⅰａ
スス
付着

98 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒褐

（7.5YR3/1）
黒褐
（7.5YR3/1）

良
好

３mm以下のにぶい褐色粒
１mm以下の黒色光沢粒 Ⅰａ

99 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒褐

（2.5YR3/2）
明褐
（7.5YR5/6）

良
好

１mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰａ

100 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒褐

（7.5YR2/2）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

５mm以下の赤褐色粒
４mm以下の灰白色粒
微細な透明粒

Ⅰａ

101 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 明赤褐

（5YR5/6）
明褐
（7.5YR5/6）

良
好

２mm以下の灰色粒
微細な黒色光沢粒 Ⅰａ

102 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 横方向のナデ 灰黄褐

（10YR4/2） 橙（7.5YR6/6）良好
微細から４mmの褐灰色、光沢無色透
明、光沢黒褐色、橙色、明黄褐色粒 Ⅰａ

103 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ

明赤色（2.5YR5/8）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

暗灰黄
（2.5YR4/2）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細から２mm以下の透明光沢粒 Ⅰａ

104 深鉢
胴部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 工具ナデ、貝殻条痕

→刺突文 貝殻条痕文 暗灰黄
（2.5YR4/2）

灰黄褐
（10YR4/2）

良
好
微細から３mmの灰白粒
光沢無色透明、光沢黒褐色、褐灰色粒 Ⅰａ

105
深鉢
口縁部
～胴部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（25.8） － － 貝殻条痕、ナデ→刺

突文
貝殻条痕、ナ
デ

にぶい赤褐
（7.5YR6/4）

橙
（5YR6/6）

良
好 ２～４mm位の黒褐色粒 Ⅰａ

第４表　遺物観察表③（包含層：後期中葉～古代の土器）    
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106 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ にぶい赤褐
（5YR4/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好

２mm以下の光沢黒色、灰白色粒
微細な透明粒 Ⅰｂ

107 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文
横方向のナ
デ、黒斑

黄褐
（10YR5/6）

にぶい黄褐
（10YR5/4）

良
好
微細から３mmの光沢無色透明、光沢
黒褐色、灰白色、灰黄色粒 Ⅰｂ

108 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ→刺

突文、沈線文 横方向のナデ 明褐
（7.5YR5/6）

にぶい褐
（7.5YR5/3）

良
好

３mm以下のにぶい橙色粒
２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

Ⅰｂ

109 深鉢
口縁部

Ｄ４　　
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ 黒
（7.5YR3/1）

褐灰
（7.5YR4/1）

良
好

４mm以下の透明粒
微細な黒色光沢粒 Ⅰｂ

110 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】（24.8） － － ナデ→工具による

刺突文、沈線文 ナデ 褐
（7.5YR4/4）

褐
（7.5YR4/5）

良
好

３mm以下の黒色光沢粒
２mm以下の透明、灰白色粒 Ⅰｂ

111 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ 橙
（7.5YR6/6）

にぶい黄褐
（10YR5/3）

良
好

４mm大のにぶい褐色粒
微細から３mmの角閑石、橙色、光沢
無色透明褐灰色、浅黄色粒

Ⅰｂ

112 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、凹線

文 ナデ

黒褐
（2.5YR3/1）
にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR5/4）

良
好

４mm以下の明褐灰色粒
微細から２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

Ⅰｂ
スス
付着

113 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→刺突文、

凹線文、凹点文 ナデ にぶい黄橙
（10YR4/3）

にぶい赤褐
（10YR5/4）

良
好

７mm以下のにぶい赤褐色粒
４mm以下の褐灰色粒
１mm以下の黒色光沢・透明光沢粒

Ⅰｂ

114 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、凹点

文 ナデ 黒褐
（7.5YR3/1）

にぶい赤褐
（5YR4/4）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な透明粒 Ⅰｂ

115 深鉢
口縁部

Ｄ５
【Ⅶａ】 － － －

貝殻条痕、ナデ→工
具による刺突文、凹
線文

貝殻条痕→刺
突文

暗褐
（7.5YR3/4）

黒
（7.5YR2/1）

良
好

３mm以下の乳白色粒
２mm以下の無色透明鉱物粒 Ⅰｂ

116 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】（26.1） － － 貝殻条痕→工具に

よる刺突文、凹線文 貝殻条痕 にぶい黄橙
（10YR7/3）

黒褐
（10YR1/3）

良
好 １mm以下の透明光沢粒

Ⅰｂ
スス
付着

117 深鉢
口縁部

Ｅ６
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→刺突文、

沈線文、凹線文 貝殻条痕 褐
（7.5YR4/3）

灰褐
（7.5YR4/2）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅰｂ

118 深鉢
口縁部

Ｄ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 橙

（5YR6/6）
明赤褐
（5YR5/6）

良
好 １mm以下の黄色味のある鉱物粒 Ⅰｂ

119 深鉢
口縁部

Ｄ６
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ→沈線文 褐
（7.5YR4/4）

橙
（5YR6/6） 良

好
３mm以下の乳白色粒
微細な無色透明鉱物、黒色鋭光沢鉱
物粒

Ⅰｂ

120 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ にぶい黄褐
（10YR4/3）

橙
（10YR6/6）

良
好
微細から３mmの光沢黒褐色、光沢無
色透明、にぶい黄橙色、褐灰色、灰
黄色粒

Ⅰｂ

121 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】（16.0） － － 粗いナデ→沈線文、

貝殻腹縁文、刺突文 ナデ 橙
（7.5YR6/6）

黒褐
（10YR3/2）

良
好 １～２mmの透明光沢粒 Ⅰｂ

122
深鉢
口縁部
～胴部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（20.6） － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ 黒
（10YR2/1）

黒褐
（10YR3/1）

良
好 １mm以下の透明光沢、乳白色粒 Ⅰｂ

123 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ 明黄褐
（10YR7/6）

浅黄橙
（10YR8/4）

良
好

３mm以下の乳白色粒
無色透明鉱物粒 Ⅰｂ

124 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ 黒褐
（10YR3/2）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好 ３mm以下の乳白色、灰白色粒 Ⅰｂ

125 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ→沈線文 にぶい褐
（7.5YR5/4）

にぶい褐
（7.5YR5/5）

良
好

２mm以下の灰色、灰白色粒
微細な黒色光沢粒 Ⅰｂ

126 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ 暗褐
（7.5YR3/4）

明黄褐
（10YR6/6）

良
好 ３mm以下の乳白色粒 Ⅰｂ

127 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ 橙
（5YR7/6）

褐灰
（5YR4/1）

良
好

５mm以下の褐色粒
４mm以下の乳白色粒
微細なやや黄味に光る光沢粒

Ⅰｂ

128 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向ナデ→沈線

文、刺突文 横方向ナデ 褐
（7.5YR4/3）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好
微細から３mm大の灰白色、明褐色、
光沢黒褐色、光沢無色透明、褐白色
粒

Ⅰｂ

129 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ にぶい黄褐
（10YR5/3）

黒褐
（10YR3/1）

良
好

２mm以下の透明色、灰白色、黒色光
沢粒

Ⅰｂ
スス
付着

130 深鉢
口縁部

Ｆ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、貝殻

腹縁文
工具による横
方向のナデ

灰褐
（7.5YR4/2）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

４mm以下の浅黄橙色粒
２mm以下の灰白色粒
１mm以下の透明光沢粒

Ⅰｂ

131 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ→刺突文 黒褐
（7.5YR3/1）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好 １mm以下の黒色、乳白色粒 Ⅰｂ

132 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ→沈線文 暗オリ－ブ褐
（2.5YR3/3）

暗灰黄
（2.5YR4/2）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰｂ

133 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】（17.6） － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ

黒
（5YR1.7/1）
灰黄褐
（7.5YR5/2）

黒褐
（5YR3/1）
灰黄褐
（10YR5/2）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰｂ

134 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文 ナデ→沈線文 にぶい橙
（7.5YR5/4）

褐
（7.5YR4/4）

良
好 微細な金色光沢粒 Ⅰｂ

135 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、刺突

文、貝殻腹縁文 ナデ

橙
（7.5YR6/6）
灰黄褐
（10YR4/2）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好
微細から２mmの光沢無色透明、光沢
黒褐色、灰白色、褐灰色、にぶい橙
色粒

Ⅰｂ

136
深鉢
口縁部
～胴部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→凹線文、刺突

文 ナデ 橙
（7.5YR7/6）

橙
（5YR6/8）

良
好

４mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰｂ

137 深鉢
口縁部

Ｄ４　  
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、沈線

文、凹線文
ナデ→刺突
文、凹線文

褐
（7.5YR4/6）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好
微細から黒褐色、光沢無色透明、浅
黄色、灰白色粒 Ⅰｂ
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138 深鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、凹点

文
ナデ→連続刺
突文

灰黄褐
（10YR4/2）

にぶい黄褐
（10YR5/2）

良
好

１mm以下のにぶい赤褐色粒
微細な透明光沢粒 Ⅰｂ

139 深鉢
口縁部

Ｄ６
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文、沈線文
貝殻条痕、ナ
デ

暗褐
（7.5YR3/4）

赤褐
（2.5YR4/6）

良
好

６mm以下の乳白色粒
微細無色透明鉱物粒 Ⅰｃ

140 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】（22.0） － － ナデ→刺突文、沈線

文、貝殻腹縁文
貝殻条痕、ナ
デ

にぶい橙
（7.5YR5/4）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好 １mm以下のにぶい橙色、透明光沢粒 Ⅰｃ

141 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、凹線

文、沈線文、凹点文 貝殻条痕 暗褐
（7.5YR3/3）

にぶい赤褐
（5YR4/3）

良
好

４mm以下のにぶい黄橙色粒
２mm以下の金色の雲母、灰白粒 Ⅰｃ

142 深鉢
口縁部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 黒
（5YR1.7/4）

明赤褐
（5YR5/8）

良
好

３mm以上の乳白色粒
２mm以上の無色透明鉱物粒 Ⅰｃ

143 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文、凹線

文、沈線文 ナデ→刺突文 にぶい橙
（7.5YR5/3）

褐灰
（7.5YR4/1）

良
好 ２mm以下の灰色、にぶい褐色光沢粒

Ⅰｃ
スス
付着

144 深鉢
口縁部

Ｄ７
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ→貝

殻腹縁文 ナデ にぶい黄褐
（10YR4/3）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好
微細から２mmの灰色、褐灰色、黒褐
色、褐色粒 Ⅰｄ

145 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒褐

（7.5YR4/2）
にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好 ５mm以下の灰色の粒 Ⅰｄ

146 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】（19.2） － － 貝殻条痕、ナデ→刺

突文
貝殻条痕、ナ
デ

褐灰
（5YR4/1）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好 ３mm以下のにぶい褐色粒 Ⅰｄ

147 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 貝殻条痕、ナ

デ
にぶい褐
（7.5YR5/4）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好

３mm以下の灰色粒
微細な透明光沢粒

Ⅰｄ
スス
付着

148 深鉢
口縁部

Ｆ５
【Ⅵｂ】（21.4） － － ナデ→凹線文 ナデ 褐

（7.5YR4/3）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好 ３mm以下の黒褐色、橙色、灰白色粒 Ⅰｄ

149 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】（16.6） － － ナデ→刺突文 工具による横

方向のナデ
橙
（5YR6/6）

褐灰
（7.5YR4/1）

良
好

２mm以下の浅黄橙色粒
１mm以下の黒色光沢、透明光沢粒 Ⅰｄ

150 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 黒褐

（7.5YR3/1）
灰褐
（7.5YR4/2）

良
好 ３mm以下の乳白色、赤褐色粒 Ⅰｄ

151 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ 黒褐

（7.5YR3/1）
にぶい黄橙
（7.5YR5/4）

良
好 ２mm以下の透明光沢粒 Ⅰｄ

152 深鉢
口縁部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向の貝殻条痕 横方向の貝殻

条痕
灰黄褐
（10YR5/2）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好

４mm以下の褐灰色粒
１mm以下の灰白色粒 Ⅰｄ

153
深鉢
口縁部～
胴部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向の貝殻条痕 横方向の貝殻

条痕
褐灰
（10YR4/1）

橙
（10YR6/6）

良
好

３mm以下の褐灰色、赤褐色粒
２mm以下のにぶい橙色粒
１mm以下の透明光沢粒

Ⅰｄ

154
深鉢
口縁部
～底部

Ｄ６
【Ⅵｂ】（15.4）（8.0） 21.5 貝殻条痕、ナデ→沈

線文（口唇部） ナデ にぶい褐
（7.5YR6/3）

灰黄褐
（10YR5/2）

良
好

５mm以下の灰白粒
微細な透明光沢粒 Ⅰｅ

155 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ 貝殻条痕 にぶい黄橙

（10YR6/3）
浅黄橙
（10YR8/3）

良
好

３mm以下の褐色、黒褐色粒
２mm以下の灰白色粒
１mm以下の赤褐色粒

Ⅰｅ

156
深鉢
口縁部
～胴部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（20.2） － － 貝殻条痕 貝殻条痕 暗褐

（10YR3/3）
褐
（7.5YR4/3）

良
好
微細な黒色光沢、金色光沢、灰白色
粒 Ⅰｅ

157 深鉢
口縁部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ ナデ 黒褐

（10YR3/1）
黒褐
（7.5YR3/1）

良
好

８mm以下の橙色粒
４mm以下の乳白色粒 Ⅰｅ

158 深鉢
底部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － （12.0） － ナデ ナデ にぶい赤褐

（5YR4/4）
赤褐
（5YR4/6）

良
好

３mm以下の透明、灰白色、乳白色粒
２mm以下の黒色、黒色光沢粒 Ⅰｅ

159 深鉢
底部

Ｄ８
【Ⅵｂ】 － （12.2） － ナデ 貝殻条痕 浅黄橙

（7.5YR8/6）
黄橙
（10YR8/6）

良
好 ３mm以下の赤褐色粒 Ⅰｅ

160 深鉢
底部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － （8.0） － ナデ ナデ 明赤褐

（5YR5/6）
明赤褐
（5YR5/8）

良
好

４mm以下の赤色粒
微細から８mm以下の灰白色粒 Ⅰｅ

161 深鉢
底部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － （12.0） － 貝殻条痕 風化が著しく

調整不明
明赤褐
（2.5YR5/6）

橙
（2.5YR6/8）

良
好 ２mm以下の灰白色、透明粒 Ⅰｅ

162 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（24.0） － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文 貝殻条痕 黒褐
（7.5YR3/1）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好
微細から３mmの灰白色粒
微細な光沢粒 Ⅱ

163 深鉢
口縁部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文、沈線文
ナデ、貝殻条
痕

にぶい赤褐
（5YR5/4）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な光沢粒 Ⅱ

164 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（17.2） － － ナデ→貝殻腹縁文 貝殻条痕、ナ

デ
褐
（7.5YR8/6）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好
微細から２mmの光沢無色透明、光沢
黒褐色、褐灰色、にぶい黄橙色
灰白色粒

Ⅱ

165 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（16.6） － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文
貝殻条痕、ナ
デ

にぶい黄褐
（10YR6/4）

にぶい黄褐
（10YR6/4）

良
好
微細から２mm大の光沢無色透明、光
沢黒褐色、浅黄色、灰白色、褐灰色
粒

Ⅱ

166 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】（24.6） － －

貝殻条痕→貝殻腹
縁文、沈線文、刺突
文

貝殻条痕 黒褐
（7.5YR3/1）

赤褐
（5YR4/6）

良
好

３mm以下の明赤褐色粒
２mm以下の透明、灰白色粒 Ⅱ

167 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 明赤褐
（5YR5/6）

にぶい赤褐
（5YR5/4）

良
好 １mm以下の透明光沢粒 Ⅲａ

168 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、貝殻

腹縁文
ナデ、貝殻条
痕

黒褐
（2.5YR3/1）

黄灰
（2.5YR4/1）

良
好
微細から４mmのにぶい黄橙色、灰白
色、にぶい黄褐色、明赤褐色、光沢
無色透明、光沢黒褐色粒

Ⅲａ

169 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 褐
（7.5YR4/6）

褐
（7.5YR4/6）

良
好 黒色光沢、透明光沢粒 Ⅲａ

170 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 灰褐
（7.5YR5/6）

褐
（7.5YR5/6）

良
好

１mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅲａ
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171 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 黒褐
（5YR3/1）

赤褐
（5YR4/6）

良
好 ２mm以下の乳白色、無色透明鉱物粒 Ⅲａ

172 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文、沈線文
横方向の貝殻
条痕

灰褐
（7.5YR4/2）
橙（7.5YR6/6）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

６mm以下の明赤褐色粒
１．５mm以下の黒色光沢・透明光沢
粒

Ⅲａ

173 深鉢
口縁部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文、

沈線文
ナデ、貝殻条
痕

黒褐
（10YR3/2）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好 微細な黒色光沢、浅黄色粒 Ⅲａ

174 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 暗褐
（10YR○/○）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好

３mm以下の褐色、灰白色の粒
微細な光沢粒 Ⅲａ

175 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文、

沈線文 貝殻条痕 橙
（5YR6/8）

明赤褐
（2.5YR5/8）

良
好

５mm以下の褐色粒
３mm以下の乳白色粒
微細な無色透明の光沢粒

Ⅲａ

176 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 灰黄褐
（10YR4/2）

にぶい黄褐
（10YR5/4）

良
好
微細から光沢黒褐色、光沢無色透明、
にぶい黄橙色、灰白色、褐灰色粒 Ⅲａ

177 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文、沈線文 貝殻条痕 明褐
（7.5YR3/3）

褐
（7.5YR4/4）

良
好
微細から２mmの光沢のある無色透
明、灰白色、褐灰色粒 Ⅲａ

178 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文、

沈線文 貝殻条痕 橙
（2.5YR6/6）

橙
（2.5YR6/8）

良
好 ３mmの灰白色、黄色味のある鉱物粒 Ⅲａ

179
深鉢
口縁部
～胴部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文、沈線文 貝殻条痕 灰褐
（7.5YR4/2）

にぶい赤褐
（5YR4/4）

良
好 ２mm以下の灰白色、透明光沢粒 Ⅲａ

180
深鉢
口縁部
～胴部

Ｅ３
【Ⅵｂ】（24.1） － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文、凹線文
貝殻条痕、ナ
デ

褐灰
（7.5YR1/4）

にぶい赤褐
（5YR4/4）

良
好 ２mm～３mmの透明光沢粒 Ⅲａ

181 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕文→貝殻

腹縁文、凹線文
貝殻条痕、ナ
デ

にぶい黄褐
（10YR5/3）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好 ２mm以下の黒色光沢、透明粒 Ⅲａ

182 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】（19.3） － － 貝殻条痕、ナデ→貝

殻腹縁文 貝殻条痕 明赤褐
（5YR5/6）

にぶい橙
（7.5YR5/3）

良
好

２mm以下の灰白色粒
１mm以下の光沢無色粒

Ⅲｂ
スス
付着

183 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文 貝殻条痕 にぶい褐
（7.5YR5/4）

黒褐
（2.5YR3/1）

良
好
微細から１mm大の光沢黒褐色、光沢
褐色透明、明褐色、にぶい褐色粒 Ⅲｂ

184 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文 貝殻条痕 黒褐

（10YR3/2）
黒褐
（10YR3/3）

良
好

１mm以下のにぶい黄橙色粒
微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅲｂ

185 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁刺突文 貝殻条痕 黒褐
（10YR3/2）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好

２mm以下の暗褐色粒
微細な透明光沢粒 Ⅲｂ

186 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文 貝殻条痕 にぶい赤褐
（5YR4/3）

明赤褐
（5YR4/4）

良
好

３mm以下の明褐灰色粒
２mm以下の灰白色粒
微細から２mm以下の透明光沢粒

Ⅲｂ

187 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→貝殻腹

縁文 貝殻条痕 にぶい黄褐
（10YR5/3）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好 微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅲｂ

188 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文、

刺突文
ナデ、貝殻条
痕

褐灰
（7.5YR4/1）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好

１mm以下の光沢無色粒
１mm以下の白色粒 Ⅲｂ

189 深鉢
口縁部

Ｆ６
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文、

刺突文
ナデ、貝殻条
痕

明赤褐
（2.5YR5/6）

暗赤灰
（2.5YR3/1）

良
好 微細な乳白色、無色透明鉱物粒 Ⅲｂ

190 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し

一部磨消→沈線文 ミガキ にぶい黄橙
（7.5YR5/6）

黒褐
（7.5YR5/6）

良
好

３mm以下の灰白色、黒褐色、光沢粒
１mm以下の灰白色、黒色粒 Ⅳ

191 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し

一部磨消→沈線文
横方向のミガ
キ

にぶい黄橙
（10YR6/4）

灰黄褐
（10YR5/2）

良
好

２mm以下の黒色光沢、灰白色、褐色
粒 Ⅳ

192 深鉢
口縁部

Ｆ５
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐

（2.5YR3/1）
灰黄
（2.5YR6/2）

良
好 １mm以下の黒色光沢粒 Ⅳ

193 深鉢
口縁部

Ｂ４
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し

一部磨消→沈線文 ナデ、ミガキ 灰黄褐
（10YR6/2）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好

１mm以下の明赤褐色、灰白色、透明
光沢粒 Ⅳ

194 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し一

部磨消→沈線文
横方向のミガ
キ

暗赤灰
（2.5YR3/1）

黒褐
（7.5YR3/1）

良
好 １～２mmの乳白色粒 Ⅳ

赤付着

195 深鉢
口縁部

Ｃ４
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→沈線文、刺
突文

ミガキ にぶい橙
（7.5YR6/4）

黒褐
（10YR3/1）

良
好

３mm以下の橙色粒
２mm以下の橙色、明褐色粒
１mm以下の灰白色、明褐色粒

Ⅳ

196 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→沈線文、刺
突文

横方向のミガ
キ

にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR7/2）

良
好

２mm以下の黒色光沢、黒色、灰白色
粒 Ⅳ

197 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し

一部磨消→沈線文
斜・横方向の
ミガキ

明黄褐
（10YR6/6）

にぶい黄褐
（10YR6/4）

良
好

１mm以下の黒色光沢、明赤褐色、灰
白色粒 Ⅳ

198 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕→沈線文、

刺突文 貝殻条痕→ にぶい黄橙
（10YR6/4）

褐灰
（10YR4/1）

良
好

２mm以下の透明光沢粒
１mm以下のにぶい橙色粒 Ⅳ

199 深鉢
口縁部

Ｄ５
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し
一部磨消→沈線文、
刺突文、凹点文

横方向の工具
ナデ

灰黄褐
（10YR6/2）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好 １mm以下の灰白色粒 Ⅳ

赤付着

200 深鉢
口縁部

Ｄ６
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→沈線文、刺
突文

横方向ナデ一
部ミガキ

にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR7/2）

良
好 微細な灰白色粒 Ⅳ

201 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】（36.5） － － 縄文後沈線施し一

部磨消→沈線文
横方向のミガ
キ

にぶい橙
（7.5YR6/4）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

２mm以下の赤色、灰白色、褐灰色、
黒色光沢、透明光沢粒 Ⅳ

202 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→沈線文、刺
突文

横方向のミガ
キ→縄文、刺
突文

褐灰
（5YR4/1）

黒褐
（7.5YR3/1）

良
好 １mm以下の明赤褐色粒 Ⅳ

203 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→沈線文、刺
突文、孔列文

工具による横
方向のナデ

灰黄褐
（10YR5/2）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好 １mm以下の灰白色粒 Ⅳ

204 浅鉢
口縁部

Ｄ５
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し一

部磨消→沈線文 ミガキ にぶい黄橙
（10YR6/3）

灰黄褐
（10YR5/2）

良
好

３mm以下の明褐色、褐灰色、透明光
沢粒 Ⅳ

205 深鉢
口縁部

包含層　     
一括 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→孔列文、沈
線文

横方向のナデ
→縄文、沈線
文

灰褐
（7.5YR4/2）

黒褐
（7.5YR3/1）

良
好

３mm以下の褐色の石
１mm以下の黒色光沢粒

Ⅳ
赤白
付着
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206 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － －

縄文後沈線施し一
部磨消→孔列文、沈
線文

横方向のナ
デ、工具ナデ

にぶい赤褐
（5YR5/4）

橙
（5YR6/6）

良
好

２mm以下の黒色光沢粒
１mm以下の灰白色粒 Ⅳ

207 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し一

部磨消→沈線文
横方向の工具
ナデ、貝殻条
痕

褐灰
（7.5YR5/6）

褐灰
（7.5YR5/6）

良
好

２mm以下の明褐色、黄橙色の粒
１mm以下の灰白色、黄橙色粒 Ⅳ

208 深鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し一

部磨消→凹線文 ミガキ 黒褐
（10YR3/2）

黒褐
（10YR3/1）

良
好

３mm以下の灰白色粒
２mm以下の黒色光沢粒 Ⅳ

209 深鉢
口縁部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － 沈線文、ナデ→沈線

文 ナデ 褐
（7.5YR5/6）

にぶい褐
（7.5YR5/6）

良
好

２mm以下の淺黄色粒
微細な透明光沢粒 Ⅴａ

210 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 灰褐

（7.5YR4/2）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

２mm以下のにぶい黄橙粒
微細な透明光沢粒 Ⅴａ

211
深鉢
口縁部
～胴部

Ｃ３
【Ⅵｂ】（21.9） － － 横方向ナデ→沈線

文 ナデ

橙
（5YR6/6）
灰褐
（5YR5/2）

明褐
（7.5YR5/6）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好

３mm以下の黒褐色粒
２mm以下の光沢褐黒色、淺黄橙色、
透明光沢粒

Ⅴａ

212 深鉢
胴部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒

（5YR1.7/1）
明赤褐
（5YR5/6）

良
好

４mm以下の乳白色粒
微細な無色透明鉱物、黒色鈍光沢鉱
物粒

Ⅴａ

213
深鉢
口縁部
～胴部

Ｄ３
【Ⅵｂ】（39.8） － － ナデ、工具ナデ→沈

線文、刺突文 ナデ 黒褐
（2.5YR3/1）

橙
（7.5YR6/6）

良
好
微細から４mmの光沢無色透明、淡黄
色、黒色光沢、褐色、褐灰色、灰白
色粒

Ⅴａ

214 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 橙

（2.5YR6/6）
灰褐
（7.5YR4/2）

良
好 ３mm以下の乳白色粒 Ⅴａ

215 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向ナデ→沈線

文 ナデ 黒褐
（2.5Y3/1）

黄灰
（2.5Y4/1）
橙
（7.5Y6/6）

良
好
微細から２mm以下の光沢黒褐色、光
沢無色透明、灰白色、淺黄色粒 Ⅴａ

216
深鉢
口縁部
～底部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ にぶい褐

（7.5YR5/4）
褐
（7.5YR4/4）

良
好

５mm以下の灰白色粒
３mm以下の橙白色粒、透明粒
２mm以下の黒色粒

Ⅴａ

217 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ にぶい褐

（7.5YR5/4）
黒褐
（7.5YR3/1）

良
好

２mm以下の黄色味のある鉱物粒
１mm以下の光沢無色粒 Ⅴａ

218 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒褐

（2.5YR3/2）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

２mm以下のにぶい黄橙色、灰白色、
透明光沢粒
微細な黒色光沢粒

Ⅴａ

219 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 黒

（7.5YR1.7/1）
黒褐
（10YR5/1）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅴａ

220 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ→沈

線文 横方向のナデ 橙
（7.5YR6/6）

にぶい黄褐
（10YR5/3）

良
好

２mm大の光沢無色、光沢黒褐色、に
ぶい黄橙色、灰白色粒 Ⅴａ

221 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】（19.3） － － 横縦方向ナデ→沈

線文 横方向ナデ 灰黄褐
（10YR4/2）

明赤褐
（2.5YR5/6）

良
好

３mm以下のにぶい橙色
２mm以下の淺黄橙色、透明光沢粒
１mm以下の黒色光沢粒

Ⅴａ

222 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ→沈

線文、刺突文 横方向のナデ 褐灰
（7.5YR4/1）

橙
（7.5YR6/6）

良
好

２mm以下の灰白色粒
１mm以下の黒色光沢、透明光沢粒

Ⅴａ
スス
付着

223
深鉢
口縁部
～胴部

Ｅ３
【Ⅵｂ】（22.1） － －

横方向ナデ、ナデ後
斜方向の工具ナデ
→凹線文

ナデ後斜方向
の工具ナデ

橙
（5YR6/6）

にぶい赤褐
（5YR4/4）

良
好

５mm以下のにぶい橙色粒
３mm以下の赤褐色粒
１mm以下の褐灰色、灰白色、透明光
沢粒

Ⅴａ

224 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】（16.0） － － ナデ ナデ 褐

（7.5YR4/3）
灰黄褐
（10YR4/2）

良
好
微細から３mmの光沢無色透明、光沢
黒褐色、にぶい赤褐色、灰白色、褐
灰色粒

Ⅴｂ

225 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ、工具ナデ→刺

突文
ナデ、工具ナ
デ

橙
（7.5YR6/6）
黒褐
（2.5YR3/1）

にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好
微細から４mmの灰白色、光沢無色透
明、光沢黒褐色、淡黄色、褐灰色、
明褐色粒

Ⅴｂ

226 深鉢
口縁部

包含層　     
一括 － － －

横方向ナデ、横方向
の工具ナデ→刺突
文

横方向のナ
デ、一部工具
痕

黒
（7.5YR1.7/1）
にぶい赤褐
（5YR4/4）

赤褐
（5YR4/8）

良
好
微細から２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅴｂ

227 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 横ナデ→刺突文 横縦方向のナ

デ
灰褐
（7.5YR4/2）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

３mm以下の浅黄橙色粒
１mm以下の透明粒 Ⅴｂ

228 深鉢
口縁部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － 貝殻条痕、ナデ 貝殻条痕 明赤褐

（5YR5/6）
明赤褐
（5YR5/6）

良
好
微細から３mm以下の灰白色粒
微細な黒色光沢粒 Ⅴｂ

229 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】（21.5） － － ナデ ナデ にぶい赤褐

（5YR4/4）
明赤褐
（5YR5/6）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅴｂ

230 深鉢
胴部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ ナデ 赤黒

（2.5YR1.7/1）
明赤褐
（5YR4/8）

良
好

２mm以下の乳白色の粒
微細な無色透明鉱物、黒褐色光沢粒 Ⅴｂ

231 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→貝殻腹縁文、

刺突文 ナデ 灰黄褐
（10YR4/2）

褐
（7.5YR4/6）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅴｂ

232 深鉢
底部

Ｃ３
【Ⅵｂ】 － （5.4） － ミガキ後ナデ ミガキ後ナデ にぶい黄橙

（10YR6/4）
にぶい黄橙
（10YR5/3）

良
好

６mm以下の灰白粒
２mm以下の黒色光沢、透明光沢粒 Ⅴｂ

233 深鉢
口縁部

Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し

一部磨消→沈線文 ミガキ にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好

３mm以下の橙色、灰白色、透明光沢
粒 Ⅵ

234 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 縄文後沈線施し

一部磨消→沈線文
貝殻条痕、ナ
デ

灰黄褐
（10YR5/2）

灰黄
（2.5YR6/2）

良
好

３mm～４mm以下の灰白色粒
２mm以下の黒色光沢、明褐灰色粒
１mm以下の黒色光沢、浅黄橙色粒

Ⅵ

235 台付皿形皿
Ｅ３
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ→沈

線文、刺突文 横方向のナデ にぶい褐
（7.5YR5/4）

にぶい赤褐
（7.5YR5/4）

良
好 １～２mmの乳白色粒 Ⅶ

白付着

236 台付皿形皿
Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 粗いナデ、ミガキ→

沈線文
粗いナデ、ミ
ガキ

にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好

１mm以下の明赤褐色粒
２～３mmの乳白色、赤褐色粒

Ⅶ
赤付着



－ 82 －

遺物
番号

器種
部位

検出地点
【層位】

法量［㎝］＊（推定値） 調　　　　整 色　　　　調 焼
成 胎土の特徴 備考

口径 底径 器高 外　　面 内　　面 外　　面 内　　面

237 台付皿形皿
Ｃ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ→沈線文 にぶい黄褐

（10YR7/3）
にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好

２mm以下の浅黄色、灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅶ

238 台付皿形皿
Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ にぶい黄橙

（10YR7/4）
にぶい黄橙
（10YR7/4）

良
好 微細な明赤褐色粒 Ⅶ

赤付着

239 台付皿形皿
Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、孔列

文、刺突文 ナデ にぶい橙
（7.5YR6/4）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒 Ⅶ

240 台付皿形皿
Ｄ３
【Ⅵｂ】（25.0） － －

横方向のナデ→沈
線文、孔列文、刺突
文

横方向のナデ にぶい黄褐
（10YR4/3）

にぶい黄橙
（10YR5/6）

良
好

１mm以下の浅黄橙色、黒色光沢、透
明光沢粒 Ⅶ

241 台付皿形皿
Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→刺突文 ナデ にぶい褐

（7.5YR5/4）
にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好
微細から２mmの光沢黒色透明光沢、
灰白色、にぶい褐色、褐灰色粒 Ⅶ

242 台付皿形皿
Ｆ４
【Ⅵｂ】（12.4） － － ナデ→孔列文、凹線

文 ナデ にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好 ２mm以下の明赤褐色粒 Ⅶ

243 台付皿形皿と台
Ｅ４
【Ⅵｂ】（20.6） 9.5 10.1 ナデ→刺突文 ナデ、工具に

よるナデ
にぶい赤褐
（5YR5/4）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

Ⅶ
赤付着

244 台付皿形皿
Ｄ３
【Ⅵｂ】（18.9） － － 工具による粗いナ

デ→沈線文
工具ナデ後指
ナデ

にぶい赤褐
（5YR5/4）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好

３mm以下のにぶい橙色、透明光沢粒
１mm以下の黒色光沢粒

Ⅶ
白付着

245 台付皿形皿
Ｆ４
【Ⅵｂ】（20.0） － －

工具ナデ→工具刺
突文→沈線文、刺突
文

工具ナデ 淺黄橙
（10YR8/4）

橙
（7.5YR7/6）

良
好

４mm以下の暗赤色粒
微細な灰白色粒 Ⅶ

246 台付皿形皿
Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文、孔列

文
ナデ→横・斜
方向のミガキ

明褐
（7.5YR5/6）

明褐
（7.5YR5/6）

良
好
微細から２mmの黒色光沢、灰白色、
浅黄橙色、黒色透明光沢粒 Ⅶ

247 台付皿形皿
Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － ナデ→沈線文 ナデ 橙

（7.5YR6/6）
にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好 １mm以下の黒色光沢、透明光沢粒 Ⅶ

248 台付皿形皿
Ｆ４
【Ⅵｂ】（25.0） － － ナデ→刺突文、沈線

文 ナデ にぶい褐
（7.5YR5/3）

にぶい赤褐
（7.5YR5/4）

良
好 １～２mmの透明光沢粒 Ⅶ

249 台付皿形皿と台
Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － ナデ 丁寧なナデ 灰褐

（5YR4/2）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好 １mm以下の透明光沢粒 Ⅶ

白付着

250 台付皿形皿と台
Ｅ７
【Ⅵｂ】 － － － 工具ナデ ナデ にぶい橙

（7.5YR6/4）
にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好

５mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢、黒色光沢粒 Ⅶ

251 台付皿形台
Ｄ３
【Ⅵｂ】 － （9.6） － ナデ ナデ 明赤褐

（5YR5/6）
明赤褐
（5YR5/6）

良
好 微細な透明光沢、灰白色粒 Ⅶ

252 台付皿形台
Ｃ４
【Ⅵｂ】 － （12.0） － 横方向のナデ→貝

殻腹縁文、孔列文 指押さえ 橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

良
好

２mm以下の褐灰色、淺黄橙色、透明
光沢、黒色光沢粒 Ⅶ

253 台付皿形皿と台
Ｄ３
【Ⅵｂ】 － （11.9） － 横方向のナデ 横方向のナデ にぶい黄橙

（10YR6/4）
橙
（7.5YR6/6）

良
好
微細から２mmの光沢黒褐色、灰白色、
淡黄色、光沢無色透明粒 Ⅶ

254 台付皿形皿と台
Ｄ３
【Ⅵｂ】 － － － ナデ ナデ 橙

（7.5YR6/6）

橙
（5YR6/6）
にぶい黄橙
（10YR6/4）

良
好
微細から２mm大の光沢無色透明、淺
黄橙色、光沢黒褐色、灰白色、褐灰
色粒

Ⅶ

255 台付皿形台
Ｃ４
【Ⅵｂ】 － （10.7） － ナデ→刺突文 ナデ 橙

（7.5YR7/6）
にぶい橙
（7.5YR7/4）

良
好 １mm以下の赤褐色粒 Ⅶ

白付着

256 台付皿形台
Ｅ６
【Ⅵｂ】 － （10.1） － 横方向のナデ 指押さえ 橙

（5YR7/6）
にぶい橙
（7.5YR7/4）

良
好

３mm以下の黒色光沢粒
２mm以下の淺黄橙色、透明光沢粒 Ⅶ

257 台付皿形台
Ｃ４
【Ⅵｂ】 － （9.7） － ナデ ナデ 明赤褐

（5YR5/6）
赤褐
（5YR4/6）

良
好 １～２mmの透明光沢粒 Ⅶ

白付着

258 円盤形
土製品

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ ミガキ 灰黄褐

（10YR4/2）
にぶい褐
（7.5YR5/2）

良
好 微細な黒色光沢、透明光沢粒 Ⅷ

259 円盤形
土製品

Ｅ３
【Ⅵａ】 － － － ナデ ナデ にぶい褐

（7.5YR5/3）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

３mm以下の褐灰色粒
２mm以下の淺黄橙色粒
１mm以下の灰白色、透明光沢粒

Ⅷ
スス
付着

260 円盤形
土製品

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 工具ナデ 工具ナデ 黒褐

（10YR2/2）
暗褐
（10YR3/3）

良
好 微細な灰白色、透明光沢粒 Ⅷ

294
深鉢
口縁部
～胴部

Ｆ４
【Ⅵｂ】（26.4） － － 横方向のミガキ 横方向のミガ

キ
明赤褐
（5YR5/6）

にぶい赤褐
（5YR5/4）

良
好 1mm以下の乳白色粒

三万田
式スス
付着

295 深鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】（24.1） － － 横方向のミガキ ナデ 黒褐

（2.5YR3/2）
オリ－ブ黒
（5YR3/2）

良
好

４mm以下の赤色粒
２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

三万
田式

296
深鉢
口縁部
～胴部

Ｆ４
【Ⅵｂ】（30.0） － － 横・斜方向のミガキ 横方向のミガ

キ
にぶい黄橙
（10YR4/3）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好
微細から２mmの灰白色、褐灰色、黒
色光沢、光沢無色、にぶい黄橙色粒

三万
田式

297
深鉢
口縁部
～胴部

Ｆ４
【Ⅵｂ】（20.2） － － ミガキ ミガキ 灰黄褐

（10YR4/2）
にぶい黄褐
（10YR4/3）

良
好
微細な透明光沢粒
２mm以下の灰白色、にぶい黄褐色粒

三万
田式

298 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のミガキ 横方向のミガ

キ
褐
（7.5YR4/3）

にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好 ２mm以下の灰白色、黄橙色粒 三万

田式

299 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のミガキ 横方向のミガ

キ
黒褐
（7.5YR3/1）

赤褐
（5YR4/6）

良
好 ２mm以下の白色、灰白色粒 三万

田式

300
深鉢
口縁部
～胴部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のミガキ 横方向のミガ

キ
灰褐
（5YR4/2）

黒褐
（5YR3/1）

良
好

３mm以下の灰白色粒
１mm以下の半透明粒

三万
田式

301 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ 横方向のミガ

キ
黒褐
（7.5YR5/6）

にぶい赤褐
（5YR4/4）
黒褐
（7.5YR3/1）

良
好

３mm以下の灰白色粒
微細な金色光沢粒

三万
田式

302 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のナデ 横方向のナデ にぶい赤褐

（2.5YR4/3）
にぶい赤褐
（2.5YR4/4）

良
好

２mm以下の淺黄橙色、灰白色粒
１mm以下の透明光沢粒

三万
田式

303 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 斜方向のミガキ ミガキ 灰黄褐

（10YR4/2）
にぶい黄橙
（10YR5/3）

良
好

２mm以下の浅黄色粒
微細な黒色光沢粒

三万
田式
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遺物
番号

器種
部位

検出地点
【層位】

法量［㎝］＊（推定値） 調　　　　整 色　　　　調 焼
成 胎土の特徴 備考

口径 底径 器高 外　　面 内　　面 外　　面 内　　面

304 深鉢
口縁部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 横・斜方向のミガキ 横・斜方向の

ミガキ
黒褐
（10YR3/1）

黒褐
（10YR3/1）

良
好
微細から１mmの橙色、灰白色、褐灰
色、光沢無色透明、にぶい赤褐色、
黒色光沢粒

三万
田式

305 注口土器胴部
Ｅ３
【Ⅵａ】 － － － ナデ ナデ 橙

（7.5YR7/6）
黒褐
（10YR3/1）

良
好

２mm以下の透明光沢粒
１mm以下の灰白色粒

三万田
式スス
付着

306 深鉢
胴部

Ｆ４
【Ⅵｂ】 － － － 縦・斜方向のミガキ ナデ 褐

（7.5YR4/3）
にぶい黄褐
（10YR5/3）

良
好
微細から３mmの黒褐色、褐灰色、淡
黄色、光沢無色透明粒、雲母

三万
田式

307 深鉢
胴部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － 横斜方向のミガキ ナデ→横方向

の工具ナデ
にぶい褐
（7.5YR5/4）

明赤褐
（5YR5/6）

良
好
微細から５mmの灰白色、褐灰色、明
黄褐色、光沢黒褐色、光沢無色透明、
にぶい赤褐色粒

三万
田式

308 台付皿形皿と台
Ｅ３
【Ⅵｂ】（15.9） 2.8 11.5 横・斜方向のミガキ 横・斜方向の

ミガキ
灰黄褐
（10YR4/2）

灰黄褐
（10YR4/2）

良
好
微細から２mmの黒褐色、灰白色、橙
色、光沢黒褐色、にぶい黄橙色、光
沢無色透明粒

三万
田式

309 台付皿形台
Ｅ５
【Ⅵｂ】 － 2.9 － ナデ ナデ 灰黄褐

（10YR4/2）
にぶい橙
（7.5YR5/4）

良
好

２mm以下の浅黄橙色、灰白色、
透明光沢粒

三万
田式

310
深鉢
胴部～
底部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － （5.8） － 縦方向のミガキ ナデ にぶい赤褐

（5YR4/4）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好

６mm以下の灰黄褐色粒
２mm以下の灰白色、褐灰色粒

三万
田式

311
深鉢
胴部～
底部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － 5.8 － ミガキ ナデ にぶい褐

（7.5YR5/4）
褐
（7.5YR4/3）

良
好

２mm以下の透明光沢粒
４mm以下のにぶい赤褐色粒
３mm以下の灰白色粒

三万
田式

312 深鉢
底部

Ｄ３
【Ⅵｂ】 － 3.9 － 横方向のミガキ底

部はナデ ナデ 明赤褐
（5YR5/6）

褐灰
（10YR5/1）

良
好

４mm以下の浅黄橙色、褐灰色粒
２mm以下の透明光沢、黒色光沢粒

三万
田式

313 深鉢
底部

Ｄ５
【Ⅵｂ】 － 4.0 － 横・斜方向のミガキ

→横方向のナデ
横方向のミガ
キ

明赤褐
（7.5YR5/6）

にぶい黄褐
（7.5YR5/6）

良
好
微細から２mmの黒色光沢、灰白色、
浅黄橙色、黒色透明光沢、褐灰色粒

三万
田式

314 深鉢
口縁部

Ｅ４
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ にぶい橙

（7.5YR5/3）
暗褐
（7.5YR3/4）

良
好

２mm以下の灰白色粒
微細な透明光沢粒

315 浅鉢
口縁部

Ｄ４
【Ⅵｂ】 － － － 横方向のミガキ→

沈線文
横方向のミガ
キ→沈線文

灰褐
（7.5YR4/2）

黒
（10YR2/1）

良
好 ２mm以下の淺黄橙色粒

316 浅鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅴ】 － － － 横方向のミガキ 横方向のミガ

キ
にぶい赤褐
（5YR5/3）

にぶい赤褐
（5YR5/4）

良
好

１mm以下の赤褐色、淡橙色、透明光
沢粒

317 浅鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅴ】 － － － ナデ ナデ 灰黄褐

（10YR5/2）
灰黄褐
（10YR6/2）

良
好
微細な黒色光沢粒
１mm以下の淺黄色粒

318 深鉢
口縁部

Ｅ５
【Ⅵｂ】 － － － ミガキ ミガキ 灰黄褐

（10YR5/2）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好 微細な透明光沢、黒色光沢粒

319 深鉢
口縁部

Ｆ３
【Ⅵａ】 － － － 工具による横方向

のナデ 横方向のナデ 橙
（2.5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

良
好

５mm以下のにぶい赤褐色粒
２mm以下の灰白色、透明光沢粒
１mm以下の黒色光沢粒

320
甕
口縁部
～底部

Ｄ６
【Ⅴ】 （19.9） － － ナデ→沈線文 ナデ にぶい黄

（2.5Y6/3）
淺黄（7.5Y7/3）
淺黄（2.5Y2/1）

良
好
微細から３mmの光沢黒褐色、褐灰色、
灰白色、にぶい赤褐色、橙色、光沢
無色透明、淺黄色粒

321
甕
口縁部
～胴部

３Ｐ１
【Ⅵａ】 － － － ナデ→沈線文 横方向のナデ 黒褐

（10YR3/2）
にぶい褐
（7.5YR5/4）

良
好 ２mm以下の灰白色、淺黄色粒、雲母

322 甕
口縁部

Ｆ４
【Ⅵａ】 － － － 横方向ナデ→刻目

突帯文 ナデ 灰黄褐
（10YR4/2）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

良
好
微細から３mmの褐色、にぶい褐色、
灰白色、暗赤褐色、光沢無色透明粒

323 甕
口縁部

Ｅ８
【Ⅴ】 － － － 横方向ナデ→刻目

突帯文 ナデ にぶい黄橙
（10YR6/4）

橙
（7.5YR6/6）

良
好
微細から２mmの光沢黒褐色、にぶい
赤褐色、にぶい橙色、褐灰色、明赤
褐色粒、雲母

324 甕
口縁部

Ｅ３
【Ⅵａ】 － － － ナデ ナデ 暗灰黄

（2.5YR4/2）
にぶい黄褐
（10YR5/4）

良
好
微細から３mmの光沢黒褐色、光沢無
色透明、褐色、灰白色粒

325 壺
肩部

Ｄ４
【Ⅵａ】 － － － ナデ 斜方向のミガ

キ
黄灰
（2.5YR4/1）

淺黄褐
（2.5YR7/4）

良
好 １mm以下の乳白色粒、透明光沢粒

326 壺
胴部

Ｅ５
【Ⅴ】 － － － ナデ ナデ

にぶい黄橙
（10YR5/3）
褐灰
（10YR4/1）

にぶい黄橙
（10YR6/4）
灰黄褐
（10YR5/2）

良
好 ２mm以下の黒色光沢粒、透明光沢粒

327 甕
口縁部

Ｄ６
【Ⅵｂ】 － － － 縦方向の工具ナデ ナデ にぶい赤褐

（5YR5/4）
にぶい橙
（7.5YR6/4）

良
好 ２mm以下の淺黄色、灰白色粒

328 甕
頸部

Ｅ７
【Ⅵｂ】 － － － 横方向の指ナデ 横ナデ 黄灰

（2.5YR4/1）
灰
（7.5YR4/1）

良
好

４mm以下の灰白色粒
１mm以下の透明光沢粒

329 甕
胴部

Ｆ６
【Ⅴ】 － － － 格子状タタキ→格

子状の文様 タタキ 灰白
（5YR8/1）

灰白
（5YR8/2）

良
好 １mm以下の褐灰色粒

330 高杯
杯部

Ｅ３
【Ⅴ】 － － － ナデ ナデ にぶい橙

（7.5YR6/4）
橙
（7.5YR6/6）

良
好 １mm以下の灰白色粒

331
甕
口縁部
～頸部

包含層　     
一括 － － － 回転横ナデ 回転横ナデ 橙

（7.5YR7/4）
明黄褐
（10YR7/6）

良
好

１～２mm以下の淺黄橙色、乳白色粒
１mm以下の褐灰色粒

332
甕
口縁部
～頸部

Ｅ８
【Ⅴ】 （15.8） － － 工具ナデ 横方向ナデ→

上方向ナデ

黒（10YR2/1）
灰黄褐
（10YR4/2）

橙
（5YR6/6）

良
好

１～３mmの黒色光沢、透明光沢、褐
灰色、淺黄橙色粒

333
甕
口縁部
～頸部

Ｆ６
【Ⅵａ】 － － － 横ナデ 横ナデ→粗い

ナデ
明黄褐
（7.5YR5/6）

灰黄褐
（10YR6/2）

良
好

１mm以下の透明光沢、褐灰色、黒色
光沢粒

334 杯
底部

Ｆ６
【Ⅴ】 － （7.1） － 回転ナデ 回転ナデ 橙

（7.5YR7/6）
橙
（7.5YR7/6）

良
好

２mm以下の灰白色粒
１mm以下の赤色、透明光沢粒

335 杯
底部

Ｅ８
【Ⅵｂ】 － （7.6） － 回転ナデ 回転ナデ 黄橙

（7.5YR7/8）
橙
（7.5YR7/6）

良
好

３mm以下の明赤褐色粒
微細な灰白色粒

336 杯
底部

Ｅ６
【Ⅴ】 － （6.2） － 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙

（10YR6/4）
にぶい黄橙
（10YR7/4）

良
好 微細な灰白色粒

337
杯
底部～
胴部

排土 － （5.2） － 回転ナデ 回転ナデ 淺黄橙
（7.5YR8/6）

淺黄橙
（7.5YR8/6）

良
好

１mm以下の明赤褐色、灰白色粒
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第５表　【遺物観察表④（石器）】

遺物
番号 器種 石材 出土地点 長さ

（㎝）
幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重さ
（ｇ重） 備　　　　　　考遺構・Gr 層位

28 石鏃 チャート ＳＣ２ Ⅵｂ 2.45 1.21 0.29 0.8

29 敲石・磨石 砂岩 ＳＣ２ Ⅵｂ 9.30 6.00 4.20 339.0 周縁全面に敲打痕有り折損後も使用
30 スクレイパー 安山岩 ＳＣ２ Ⅵｂ 7.62 11.20 1.96 168.8
54 磨製石斧 ホルンフェルス ＳＣ５ Ⅵｂ 14.00 6.50 4.10 585.8
55 磨製石斧 ホルンフェルス ＳＣ５ Ⅵｂ 11.03 6.20 3.15 285.1
59 磨製石斧 ホルンフェルス ＳＣ６ Ⅵｂ 19.33 6.61 4.85 889.1 砂岩源
60 磨製石斧 ホルンフェルス ＳＣ６ Ⅵｂ 13.35 5.60 2.70 301.7

261 石鏃 黒曜石（桑の木
津留産） Ｄ３ Ⅵｂ 1.60 1.17 0.27 0.3 基部の片方が欠損

262 石鏃 黒曜石（桑の木
津留産） Ｄ３ Ⅵｂ 1.84 1.09 0.32 0.6

263 石鏃 チャート Ｆ３ Ⅵｂ 1.97 1.26 0.34 0.9
264 石鏃 チャート Ｃ４ Ⅵｂ 1.03 1.60 0.39 0.6
265 石鏃 流紋岩 Ｄ４ Ⅵｂ 2.70 1.61 0.43 1.6
266 石鏃 チャート Ｃ４ Ⅵｂ 1.91 1.60 0.30 1.0
267 石鏃 黒曜石 Ｅ３ Ⅵｂ 1.63 1.22 0.26 0.6
268 石鏃 チャート Ｆ３ Ⅴ 2.50 1.44 0.32 0.8 基部の片方が欠損
269 石鏃 チャート Ｅ３ Ⅵｂ 2.39 1.44 0.51 1.4 基部の片方が欠損
270 石鏃 チャート Ｅ４ Ⅵｂ 2.30 1.68 0.42 1.1
271 石鏃 チャート（白色） Ｄ３ Ⅵｂ 2.64 1.35 0.44 1.2
272 磨製石鏃 チャート Ｅ７ Ⅵｂ 2.07 1.37 0.19 0.6
273 石鏃未完成 チャート Ｄ６ Ⅵｂ 2.41 1.72 0.66 2.7 石鏃の未製品
274 石鏃未完成 チャート Ｆ３ Ⅴ 2.64 1.63 0.88 3.8 石鏃の未製品
275 ドリル チャート Ｆ４ Ⅴ 2.69 1.36 0.72 1.7
276 ドリル 珪質頁岩 Ｆ４ Ⅴ 3.50 0.84 0.40 1.1
277 石匙 黒曜石 包含層一括 3.78 1.63 0.55 2.8
278 石棒 砂岩 Ｄ３ Ⅵｂ 5.23 3.55 2.50 77.3

279 石錘 頁岩 Ｅ４ Ⅵｂ 4.50 4.50 0.80 23.2 短軸方向に網掛け用の切込有り

280 石錘 頁岩 Ｅ４ Ⅵｂ 6.10 4.40 1.30 52.5 短軸方向に網掛け用の切込有り

281 石錘 頁岩 包含層一括 5.45 4.49 0.80 21.6 短軸方向に網掛け用の切込有り
282 石錘 赤色頁岩 Ｄ４ Ⅵｂ 2.31 4.58 0.70 8.8
283 磨製石鏃 頁岩 Ｆ３ Ⅵｂ 4.58 1.83 0.65 8.2
284 磨製石斧 ホルンフェルス Ｅ３ Ⅵｂ 10.30 5.10 2.70 109.0
285 砥石 砂岩 Ｄ４ Ⅵｂ 9.90 7.30 3.70 308.4
286 磨石 安山岩 Ｅ４ Ⅵｂ 8.98 6.80 4.59 356.7 風化有り

287 敲石・磨石 砂岩 Ｄ４ Ⅵｂ 13.40 9.55 5.00 1105.6 周縁全面に敲打痕有り中央部に敲打痕有り
288 磨石 安山岩 Ｅ５ Ⅵｂ 9.75 5.95 6.00 611.8 風化有り

289 敲石・磨石 安山岩 Ｄ５ Ⅵｂ 10.09 6.98 6.00 564.4
風化有り　周縁全面に敲
打痕有り　折損後は殆ど
使用せず

290 敲石・磨石 砂岩 Ｄ４ Ⅵｂ 9.83 5.92 4.25 378.0 周縁全面に敲打痕有り
291 敲石・磨石 砂岩 Ｄ４ Ⅵｂ 12.62 9.57 5.02 961.4 周縁全面に敲打痕有り
292 台石 安山岩 Ｄ５ Ⅵｂ 15.98 10.68 3.58 691.5
293 敲石 安山岩 Ｅ５ Ⅵｂ 7.45 7.35 6.90 584.6 周縁全面に敲打痕有り
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第Ⅳ章　自然科学分析

第１節　放射性炭素年代測定（株式会社　古環境研究所）
１　はじめに
　放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（14Ｃ）の

濃度が放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実などの植

物遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約５万年前までの年代測定が可能で

ある。

２　試料と方法
　次表に、試料の採取箇所、種類、前処理・調整法および測定法を示す。AMSとは、加速器質量分析

法の事である。

第６表　試料の採取箇所、種類、前処理・調整法および測定法

３　測定結果
  加速器質量分析法（AMS）によって得られた14Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行い、放射性

炭素（14Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。第７表にこれらの結果を示す。

（１）δ
デルタ

13Ｃ測定値  
　試料の測定14Ｃ/12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ/12Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13Ｃ値を-25(‰ )に標準化することで同位体分別効果を

補正する。

（２）放射性炭素（14Ｃ）年代測定値
　試料の14Ｃ/12Ｃ比から、現在（AD1950年基点）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は5730年で

あるが、国際的慣例によりLibbyの5568年を用いた。統計誤差（±）は１σ
シグマ

（68.2％確率）である。14Ｃ

年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが、暦年較正曲線が更新された場合のために下１桁を

丸めない暦年較正用年代値も併記した。

（３）暦年代（Calendar Years）
　過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中14Ｃ濃度の変動および14Ｃの半減期の違いを較正す

ることで、放射性炭素（14Ｃ）年代をより実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には、年

試料№ 採　取　箇　所 種　　類 前処理・調整法 測定法

№20 ＳＣ１、貯蔵穴北側下層部 炭化材 超音波洗浄，酸-アルカリ-酸処理 AMS

№21(4) ＳＣ２、貯蔵穴南側下層部 炭化種実（コナラ属）超音波洗浄，酸-アルカリ-酸処理 AMS

№22 ＳＣ４、貯蔵穴南側上層部 炭化材 超音波洗浄，酸-アルカリ-酸処理 AMS

№23(10) ＳＣ６、貯蔵穴南側下層部 炭化種実（ササゲ属）超音波洗浄，酸-アルカリ-酸処理 AMS

№24(12) ＳＣ７、貯蔵穴南側下層部 炭化種実（コナラ属）超音波洗浄，酸-アルカリ-酸処理 AMS
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代既知の樹木年輪の詳細な14Ｃ測定値およびサンゴのU/Th（ウラン/トリウム）年代と14Ｃ年代の比較

により作成された較正曲線を使用した。較正曲線のデータはIntCal 09、較正プログラムはOxCal 3.1で

ある。暦年代（較正年代）は、14Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表し、OxCal

の確率法により１σ
シグマ

（68.2％確率）と２σ（95.4％確率）で示した。較正曲線が不安定な年代では、複

数の1σ・２σ値が表記される場合もある。（）内の％表示は、その範囲内に暦年代が入る確率を示す。

グラフ中の縦軸上の曲線は14Ｃ年代の確率分布、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

４　所見
　加速器質量分析法（AMS）による放射性炭素年代測定の結果、№20の炭化材では3565±20年BP（２

σの暦年代でBC2010～ 1990, 1980～ 1870, 1850～ 1820, 1800～ 1780年）、№21の炭化種実（コナラ属）

では3585±20年BP（BC2020～ 1990, 1980～ 1880年）、№22の炭化材では3660±20年BP（BC2140～

1950年）、№23の炭化種実（ササゲ属）では3595±20年BP（BC2030～ 1890, 1950～ 1860年）、№24の

炭化種実（コナラ属）では3540±20年BP（BC1850～ 1770年）の年代値が得られた。

第７表　放射性炭素年代測定

引用文献

Bronk Ramsey C. (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy, The OxCal Program, 

Radiocarbon,37(2), p.425-430.　

Bronk Ramsey C. （2001） Development of the Radiocarbon Program OxCal, Radiocarbon, 43, p.355-363.

Paula J Reimer et al., (2009) IntCal09 and Marine09 Radiocarbon Age Calibration Curves, 0-50,000 

Years cal BP. Radiocarbon, 51, p.1111-1150.　　

中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の14C年代, p.3-20．

試料
№

測定番号
PED－ δ13C（‰） 暦年較正用

年代（年）
14C年代
（年BP）

暦年代（較正年代）：cal－
１σ（68.2％確率） ２σ（95.4％確率）

20 19828 －25.12±
0.14 3564±22 3565±20 BC1940-1885（68.2%）

BC2010-1990（ 1.4%） 
BC1980-1870（89.2%）
BC1850-1820（ 3.3%）
BC1800-1780（ 1.4%）

21 19829 －24.02±
0.15 3587±22 3585±20 BC1965-1895（68.2%） BC2020-1990（10.6%）

BC1980-1880（84.8%）

22 19830 －24.70±
0.14 3662±22 3660±20

BC2130-2090（28.0%）
BC2050-2010（25.8%）
BC2000-1970（14.4%）

BC2140-1950（95.4%）

23 19831 －26.18±
0.18 3595±22 3595±20 BC2010-2000（ 6.3%）

BC1980-1915（61.9%） BC2030-1890（95.4%）

24 19832 －22.89±
0.14 3538±22 3540±20

BC1930-1870（44.4%）
BC1850-1820（14.4%）
BC1800-1780（ 9.4%）

BC1950-1860（55.8%）
BC1850-1770（39.6%）
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第２節　樹種同定（古環境研究所）
１　はじめに
　木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可

能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

２　試料
　試料は、土坑（SC １、SC ２、SC ３、SC ４、SC ５、SC ６、SC ７）から採取された炭化材７点である。

試料の詳細を表２に示す。

３　方法
　以下の手順で樹種同定を行った。①試料を洗浄して付着した異物を除去、②試料を割折して木材の基

本的三断面（横断面：木口、放射断面：柾目、接線断面：板目）の切片を作成、③落射顕微鏡で観察し

（40～ 1000倍）、木材の解剖学的形質や現生標本との対比で樹種を同定

４　所見
　貯蔵穴（SC １、SC ２、SC ３、SC ４、SC ５、SC ６、SC ７）から採取された炭化材５点について

樹種同定を行った。その結果、コナラ属アカガシ亜属２、ヤブツバキ２、カヤ１、散孔材２が同定された。

　コナラ属アカガシ亜属は、一般にカシと総称されるが、イチイガシ、アラカシなど多くの種があり、

温帯下部の暖温帯の照葉樹林を形成する主要高木である。ヤブツバキは海岸から河川の沿岸に多く分布

する常緑高木で、温帯下部の暖温帯に分布する照葉樹林の構成要素である。カヤは、主に温帯下部の暖

温帯に分布する常緑針葉樹であり、谷沿いなどやや湿潤なところに生育する。いずれの樹種も当時の遺

跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能であったと考えられる。

第８表　樹種同定結果

引用文献

島地 謙・佐伯 浩・原田 浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生・須藤彰司（1985）木材の構造．文永堂出

版，290p.

島地 謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧．雄山閣，296p.

山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成－用材から見た人間・植物関係史．植生

史研究特別１号．植生史研究会，242p.

分析番号 遺構番号 出土位置 結果（学名／和名） 備　　考
13 ＳＣ１ 貯蔵穴南側上層部 diffuse-porous wood 散孔材

14 ＳＣ２ 貯蔵穴北側下層部 Torreya nucifera Sieb. et Zucc. カヤ

15 ＳＣ３ 貯蔵穴北側下層部 Camellia japonica Linn. ヤブツバキ

16 ＳＣ４ 貯蔵穴北側下層部 Camellia japonica Linn. ヤブツバキ

17 ＳＣ５ 貯蔵穴北側下層部 diffuse-porous wood 散孔材

18 ＳＣ６ 貯蔵穴南側下層部 Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属
19 ＳＣ７ 貯蔵穴北側下層部 Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属
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第３節　種実分析（古環境研究所）
１　はじめに
　植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物や遺構内などに残存している場合がある。堆積

物や遺構埋土などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や植物利用の実態を

明らかにすることができる。

２　試料
  分析試料は、土坑（SC １、SC ２、SC ３、SC ４、SC ５、SC ６、SC ７）から採取された選別済み

の炭化種実類である。試料の詳細を分析結果表に示す。なお、ほとんどの試料が破片であり、炭化材片

も認められた。

３　分析方法
　種実類について肉眼および双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同

定を行った。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

４　結果
（１）分類群
　種実同定の結果、樹木５、草本２の計７分類群が同定された。第９表に同定結果を示し、主要な分類

群を写真に示す。

（２）種実分析結果
　SC1の分析番号１と分析番号２は、いずれも炭化材片であり、種実は認められなかった。SC2の分析

番号３ではコナラ属３、トチノキ（？）２、ササゲ属１、ヒシ（？）１、分析番号４ではコナラ属７が

同定された。SC3の分析番号５では不明２、分析番号６ではコナラ属１、不明１が同定された。SC4の

分析番号７は、いずれも炭化材片であり、種実は認められなかった。SC5の分析番号８ではコナラ属１、

サンショウ属１、不明２が同定された。SC6の分析番号９ではコナラ属１、カラスザンショウ１、ミズ

キ１、分析番号10ではコナラ属１、ササゲ属２、分析番号11ではコナラ属４が同定された。SC7の分析

番号12ではコナラ属９が同定された。

第９表　炭化種実同定結果

分析
番号

遺構
番号 出土位置

分類群
部位 個数 備考  学名 和名

1
SC1

貯蔵穴北側下層部 炭化材片2
2 貯蔵穴南側下層部 炭化材片2

3

SC2

貯蔵穴北側下層部

  Quercus  コナラ属 子葉（破片） 3 炭化材片1

  Aesculus  turbinata  トチノキ？ 種子（破片） 2

  Vigna ササゲ属 子葉 1

  Trapa  japonica  ヒシ？ 果実（破片） 1

4 貯蔵穴南側下層部
  Quercus  コナラ属 子葉（半形） 2 炭化材片1

　　 （破片） 5
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５　考察

  土坑（SC １、SC ２、SC ３、SC ４、SC ５、SC ６、SC ７）から採取された選別済みの炭化種実類

について種実同定を行った。その結果、コナラ属 27、ササゲ属３、トチノキ（？）２、ヒシ（？）１、

カラスザンショウ１、サンショウ属１、ミズキ１が同定された。

  このうち、コナラ属、トチノキ（？）、ヒシ（？）は食用になる有用植物である。ササゲ属は、野生

か栽培かは不明であるが、食用にもなる有用植物である。カラスザンショウ、サンショウ属は人為干渉

地周辺に生育する樹木で、ミズキもその傾向がある。

引用文献

笠原安夫（1985）日本雑草図説，養賢堂，494p．

笠原安夫（1988）作物および田畑雑草種類．弥生文化の研究第２巻生業，雄山閣出版，p.131-139．

吉崎昌一（1992）古代雑穀の検出．月刊考古学ジャーナル№ 355，ニューサイエンス社，p.2-14．

南木睦彦（1993）葉・果実・種子．日本第四紀学会編 第四紀試料分析法，東京大学出版会，p.276-283．

渡辺誠（1975）縄文時代の植物食．雄山閣，187p.

分析
番号

遺構
番号 出土位置

分類群
部位 個数 備考  学名 和名

5

SC3

貯蔵穴北側下層部   Unknown 不明  　　 （破片） 2

6 貯蔵穴南側下層部
  Quercus  コナラ属 子葉（破片） 1 炭化材片1

  Unknown 不明 　　  （破片） 1

7 SC4 貯蔵穴北側下層部 炭化材片1

8 SC5 貯蔵穴北側下層部

  Quercus  コナラ属 子葉（破片） 1

  Zanthoxylum サンショウ属 種子（破片） 1

  Unknown 不明  　　 （破片） 2

9 貯蔵穴北側下層部

  Quercus  コナラ属 子葉（破片） 1 炭化材片1

Zanthoxylum  
ailanthoides  

カラス
ザンショウ 種子（破片） 1

SC6
  Swida  controversa  ミズキ 核　 （破片） 1

10 貯蔵穴南側下層部

  Quercus  コナラ属 子葉（破片） 1 炭化材片1

  Vigna ササゲ属 子葉 1

　　  （半形） 1

11 貯蔵穴南側下層部   Quercus  コナラ属 子葉（破片） 4

12 SC7 貯蔵穴南側下層部   Quercus  コナラ属 子葉（破片） 9 炭化材片1
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1.0ｍｍ
10　同左

1.0ｍｍ
２　コナラ属子葉（破片）
№4　SC2

1.0ｍｍ
６　ミズキ核（破片）
№9　SC6

第72図　炭化種実

1.0ｍｍ
１　コナラ属子葉（破片）
№4　SC2

1.0ｍｍ
５　カラスザンショウ種子（破片）
№9　SC6

９　ササゲ属子葉
№3　SC2

1.0ｍｍ
３　コナラ属子葉（破片）
№8　SC5

1.0ｍｍ
７　トチノキ？堅果（破片）
№3　SC2

11　ササゲ属子葉
№10　SC6

1.0ｍｍ
４　コナラ属子葉（破片）
№12　SC7

1.0ｍｍ
８　ヒシ？果実（破片）
№3　SC2

1.0ｍｍ
12　同左
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第73図　炭化材

横断面 ：0.2mm
１．分析番号14　カヤ

横断面 ：0.4mm　　　　　
２．分析番号19　コナラ属アカガシ亜属

横断面 ：0.2mm
３．分析番号16　ヤブツバキ

放射断面 ：0.1mm

放射断面 ：0.2mm

放射断面 ：0.1mm

接線断面 ：0.1mm

接線断面 ：0.2mm

接線断面 ：0.2mm
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第４節　種実遺体の同定（パリノサーヴェイ株式会社）
はじめに
　本報告では、貯蔵穴から出土した種実遺体を対象として、植物利用を検討するための種実同定を実施

する。

１　試料
　試料は、SC1の貯蔵穴Ⅵb層(分析番号1,2)、各グリッドのⅥb層(分析番号3～ 8)より出土した種実遺体

8試料37個である(表1)。種実遺体は乾燥した状態で、表面に泥が付着している。

２　分析方法
　試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。種実遺体の同定は、現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）

等を参考に実施し、結果を一覧表に示す。実体顕微鏡下による区別が困難な複数種間は、ハイフォンで

結んで表示する。分析後は、種実遺体を容器に入れて保管する。

３　結果
　結果を表1に示す。木本3分類群(広葉樹で常緑高木のイチイガシ、常緑または落葉高木のコナラ属、

コナラ属－常緑高木のシイ属)23個、草本のアズキ類13個、計36個の種実が同定された。種実以外では、

分析番号4から炭化材が1個確認された。

　種実遺体は全て炭化しており、保存状態は不良である。全試料から、常緑高木のイチイガシを含むコ

ナラ属の子葉が確認された。また、C3 グリッドのⅥb層(分析番号4)から、栽培種の可能性を含むアズ

キ類の種子が13個確認された。各分類群の写真を図版第74図に示し、形態的特徴等を以下に記す。

４　考察
　縄文時代とされるSC １の貯蔵穴Ⅵb層と、各グリッドのⅥb層より出土した炭化種実には、イチイガ

シを含むコナラ属の子葉が確認された。また、C3 グリッドのⅥb層からは、アズキ類の種子が確認された。

　イチイガシは、湿潤、肥沃で深い土壌をもつ内陸平坦地と後傾斜に極相林として発達する種で、現在

は、紀伊半島、四国、九州の山麓地に広く分布する。また、イチイガシの堅果はコナラ属の中でも渋み

が少なく、アク抜きせずに生食可能で収量も多いため、遺跡出土例も多い(渡辺,1975;岡本,1979など)。

これらの炭化子葉は、当時の広原第1遺跡周辺域の照葉樹林から採取され、遺構内に持ち込まれた植物

質食料であることと、何らかの理由により火を受け炭化したことが推定される。

　アズキ類は、近年の土器圧痕調査や種実遺体の研究で、縄文時代における栽培の可能性が検討されて

いる(中山,2010;西本ほか,2012など)。西本ほか(2012)は、京都府上里遺跡より出土した縄文時代晩期の炭

化種子の大きさ等を検討し、栽培されたものであることを指摘している。今回の広原第1遺跡出土種子

の大きさを比較してみると、現生標本で野生のヤブツルアズキよりも大きく、栽培アズキよりも小さく、

上里遺跡出土種子の大きさに近いことが指摘される(図1)。広原第1遺跡出土種子が上里遺跡よりも若干

大きく、ばらつきが小さい傾向もみられる。したがって、広原第1遺跡より出土したアズキ類種子は、

上里遺跡と同様に当時栽培されていた可能性が指摘され、今後の資料蓄積が期待される。
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第10表　種実同定結果

引用文献

石川　茂雄，1994，原色日本植物種子写真図鑑．石川茂雄図鑑刊行委員会，328p．

中山　誠二，2010，縄文時代のアズキ亜属に関する基礎研究．東海史学，第44号，83-103．

中山　至大・井之口　希秀・南谷　忠志，2000，日本植物種子図鑑．東北大学出版会，642p．

西本　豊弘・住田　雅和・竜子　正彦・高橋　潔・近藤　奈央・吉崎　伸，2012，縄文時代のアズキに

ついて―京都市上里遺跡出土のアズキ類の検討ー．動物考古学，第29号，45-53．

小畑　弘巳，2008，マメ科種子同定法．「極東先史古代の雑穀3」，日本学術振興会平成16～ 19年度科学

研究費補助金(基盤B-2)(課題番号16320110)「雑穀資料からみた極東地域における農耕受容と拡散過程

の実証的研究」研究成果報告書，小畑弘巳編，熊本大学埋蔵文化財調査室，225-252．

岡本　素治，1979，遺跡から出土するイチイガシ．大阪市立自然史博物館業績，第230号，31-39．

Wheeler E．A．，Bass P． and Gasson P．E．（編），1998，広葉樹材の識別　IAWAによる光学顕微

鏡的特徴リスト．伊東　隆夫・藤井　智之・佐伯　浩（日本語版監修），海青社，122p．［Wheeler E.A.,Bass 

P. and Gasson P. E. (1989) IAWA List of Microscopic Features for Hardwood Identification］．

渡辺　誠，1975，縄文時代の植物食．雄山閣出版，187p．

吉崎　昌一，1992，古代雑穀の検出．月刊考古学ジャーナル，No．355，2-14．

分析
番号 グリッド 遺構 層位 分類群 部位 状態 個数 備考

1 ＳＣ１ Ⅵb層上部 コナラ属-シイ属? 子葉? 炭化 破片 4 計1/2個分

2 ＳＣ１ Ⅵb層下部 イチイガシ 子葉 炭化 破片 1
子葉合わせ目に沿って割れた1/2個未満,頂
部尖る,残存長9.5mm,残存幅6.0mm,残存厚
3.5mm

3 C3 Ⅵb層 コナラ属-シイ属 子葉 炭化 破片 3 接合し1/2個体,残存長10.0mm,残存幅8.8mm,
残存厚4.7mm

イチイガシ 子葉 炭化 破片 1 子葉合わせ目に沿って割れた1/2個未満,残存
長9.5mm,幅8.2mm,残存厚4.5mm

コナラ属 子葉 炭化 破片 1 1/4個未満,残存径7.3mm
コナラ属-シイ属 子葉 炭化 破片 1 1/4個未満,残存径5.4mm
アズキ類 種子 炭化 完形 1 臍欠損,長さ5.6mm,残存幅3.8mm,厚さ4.2mm

4 C3 Ⅵb層 アズキ類 種子 炭化 完形 1 臍欠損,長さ5.8mm,残存幅3.3mm,厚さ4.3mm

アズキ類 種子 炭化 破片 1 初生葉残存,長さ5.6mm,幅4.0mm,半分厚
2.4mm

アズキ類 種子 炭化 破片 2 接合し1個体,長さ6.1mm,幅4.2mm,厚さ
4.2mm,臍の一部残存

アズキ類 種子 炭化 破片 8 初生葉欠損

炭化材 ー 炭化 破片 1 径4.5mm

5 C4イ Ⅵb層

イチイガシ 子葉 炭化 破片 2 接合し1個体,長さ14.9mm,径8.8mm
イチイガシ 子葉 炭化 破片 2 接合し1個体,長さ12.6mm,径9.5mm

コナラ属 子葉 炭化 破片 1 1/2個未満,長さ15.0mm,残存幅10.2mm,半分
の厚さ5.7mm

コナラ属-シイ属 子葉 炭化 破片 2 計1/2個未満

6 D3 Ⅵb層
イチイガシ 子葉 炭化 破片 1 子葉合わせ目に沿って割れた1/2個未満,残存

長9.9mm,残存幅7.9mm,残存厚3.7mm
コナラ属？ 子葉? 炭化 破片 1 1/4個未満,残存径9.0mm

7 D4 Ⅵb層 コナラ属 子葉 炭化 破片 2 接合し1/2個体。長さ16.1mm,幅10.6mm,残存
厚5.2mm

8 E3 Ⅵb層 イチイガシ 子葉 炭化 破片 1 子葉合わせ目に沿って割れた1/2個未満,残存
長11.2mm,残存幅8.6mm,残存厚4.7mm
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第74図　種実遺体

1a

4a

6a

8a7a

4b

6b

7b

8b 8c

4c

6c

7c

5a 5b

2a 2b 3

1cm

(1-3)

2cm

(4-8)

１．イチイガシ　子葉（5；C4イ　Ⅵb層） ２．イチイガシ　子葉（5；C4イ　Ⅵb層）

３．イチイガシ　子葉（5；C4イ　Ⅵb層） ４．アズキ類　種子（4；C3　Ⅵb層）

５．アズキ類　種子（4；C3　Ⅵb層） ６．アズキ類　種子（4；C3　Ⅵb層）

７．アズキ類　種子（4；C3　Ⅵb層） ７．アズキ類　種子（4；C3　Ⅵb層）
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付論　圧痕レプリカ法による広原第１遺跡出土土器の圧痕とその意義
小畑　弘己（熊本大学文学部）　

Ⅰ．遺跡の調査と概要
　遺 跡 名：広原（ひろわら）第１遺跡

　所 在 地：宮崎県西諸県郡高原町大字広原字広原（高原高校敷地内）

　調査期間：平成23年（2011年）５月30日～９月16日

　調査主任：泊　俊一郎

　時　　期：縄文時代前期・後期・晩期、弥生時代、古墳時代、古代

　立　　地：丘陵地上（標高約210ｍ）

Ⅱ．対象資料および調査法
１.　調査対象

　圧痕調査対象とした資料は、本遺跡から出土した縄文時代後期～古墳時代の土器であり、調査担当者

によって圧痕土器として選別されていたもの以外に、報告者が観察して検出した縄文時代後期中葉～晩

期段階の土器を含んでいる。調査は平成24年10月25日に実施した。

２.　レプリカ法の作業手順

　本遺跡で行った圧痕調査および調査後の作業手順は、以下のとおりである。

①　肉眼および実体顕微鏡により土器圧痕部を観察し、植物・昆虫・貝等の圧痕の可能性があるものを

抽出する。

②　圧痕部を水で洗浄し、土器全体写真および実体顕微鏡による圧痕部の拡大写真を撮影する。

③　離型剤（パラロイドB-70・5％アセトン溶液）を圧痕部に塗布し、シリコーンゴム：ブルーミックス（ア

グサジャパン株式会社製）を圧痕部に充填する。

④　やや硬化したブルーミックスをマウント（走査型電子顕微鏡用ピンタイプ試料台使用）に盛り、圧

痕部と接合して硬化させる。

⑤　硬化後、レプリカを取外し、圧痕部の離型剤をアセトンで洗浄する。

⑥　作成したレプリカを走査型電子顕微鏡（日本電子製JCM-5700型）で観察・撮影し、同定する。

Ⅲ．調査結果
　観察した土器の数は、圧痕候補資料がコンテナ1箱（90点）であり、報告者が調査したのは、報告書

掲載予定を含む縄文土器765点、弥生～古代の土器37点である。うちレプリカを作成したのは9点であり、

そのうち植物や昆虫の可能性があるものは４点あった。同定結果は表１のとおりである。なお、本遺跡

の遺跡記号は遺跡のアルファベットをとって「HRW」とした。なお、縄文土器のうち後期中葉の土器

は716点、後期後葉の土器は49点観察した。

　HRW0001は縄文時代後期中葉の市来式の深鉢形土器の口縁部片の内面で検出した甲虫の圧痕である。

全長：3.50mmほどの側位の甲虫の圧痕で、長い口吻と不正形な点刻で全体が覆われており、コクゾウ

ムシ属の甲虫と思われる。脚部は欠損しているが、口吻まで残存しており、残存状況はよい。口吻長：

0.74mm、胸部長：0.98mm、胸部幅：1.08mm、上翅長：1.43mm、上翅幅：1.14mmを測る。コクゾウ

ムシ属甲虫の中でもコクゾウムシは、長い口吻とその基部から延びる膝状の触角が特徴で、前胸背の点



－ 96 －

刻はほぼ円状、翅鞘には強く点刻された条溝があり、列間部は条溝よりも幅が狭い。体長2.5～ 3.5mm。

コクゾウムシ属の中でも、本例形態的に類似するものは、コクゾウムシ Sitophilus zeamais Motschulsky

であり、これまで各地の縄文時代の遺跡から発見されているものによく似ている。コクゾウムシとココ

クゾウムシ Sitophilus oryzae L.の区別は難しいが、一般に大きさおよび小楯板で区別されている。本例

の小楯板の比率は幅が狭く、むしろココクゾウムシのそれに近い。ただし、体長の大きさや前胸背板の

形状（前方に向かって狭まる）の特徴はコクゾウムシに近いものである。

　HRW0003は市来式の深鉢形土器の底部外面（底面）で検出した長軸長：6.14mm、短軸長：5.03mm

の楕円形をしたものである。半分のみ残存しているが、側面観は偏平な楕円形を半裁したような形状で

ある。ダイズ属 Glycine sp.種子である可能性があるが、ヘソなどの特徴的な部位を欠いて決定的ではな

い。コナラ属 Quercus sp.種子子葉もその候補として挙げられるが、シンメトリーな楕円形という平面

形や皺のない表面形状からダイズ属種子の方が可能性が高い。

　HRW0005は縄文時代後期後葉の三万田式土器の鉢形土器の口縁部内面で検出したコクゾウムシ属甲

虫と思われる圧痕である。HRW0001ときわめて似ており、埋没状況も同じく側位である。ただし、表

面が粗く、口吻の一部と脚の全部を欠いている。長い口吻、丸くおさまる上翅端部、そこから延びる先

端が尖り、まるく内傾した尾部、わずかに観察できる胸部・上翅上の点刻などの特徴からみて、コク

ゾウムシ属甲虫であることは間違いない。全長：3.11mm、胸部長：0.85mm、上翅長：1.76mm（推定）

を測る。

　HRW0009は弥生時代中期の甕形土器の胴部外面で検出したイネ頴果の圧痕である。長軸長：0.76mm、

短軸長：2.74mmを測る。護頴は剥落して観察できないが、頴表面には規則正しく並ぶ顆粒状突起が認

められ、ギザギザに折り取られたような小穂軸が観察できる。イネ Oryza sativa L.と考えられる。　

Ⅳ．考　察
　今回の圧痕調査では、調査者による整理段階で抽出されていた土器片の中から弥生時代中期のイネ圧

痕を検出することができた。また、縄文時代後期中葉と後葉の土器からそれぞれ1点ずつのコクゾウム

シ属甲虫を発見したことも大きな成果であろう。

　このコクゾウムシ属甲虫は2012年8月末段階で、北海道を除く全国から105例が検出されており（小畑

2012a）、その後の筆者らの調査でも増加傾向にある。宮崎県内では、内野々遺跡から縄文時代後期中葉

の圧痕例が報告されている（宮崎県埋蔵文化財センター 2011）。これ以外にも、未発表ではあるが、圧

痕例を宮崎県内の縄文時代の集落遺跡から多数検出している。コクゾウムシ属甲虫はその種同定に関す

る問題はまだ残されているものの、これらの甲虫は食害した対象としてドングリやクリの実が想定され、

集落の大規模化と乾燥性デンプン質植物性食料の貯蔵施設の拡充とともに害虫化した昆虫である可能性

が高まってきた（小畑2012a）。本遺跡においては、当該期のフラスコピットの貯蔵施設が検出され、炭

化種実としてコナラ属種子やアズキ型種子が検出されている。近年の三内丸山遺跡における筆者らの圧

痕調査においても、クリ果実以外にアズキ型種子も一定量存在すること、コクゾウムシ属甲虫が多数存

在していたことなどが明らかになってきた（小畑2012b）。加害痕跡をもつ資料がないため、状況証拠

ではあるが、アズキやダイズなどのマメ類も加害対象であった可能性がある。宮崎県内では、内野々遺

跡や野添遺跡（宮崎県埋蔵文化財センター 2004）など、後期中葉段階からアズキやダイズなどのマメ

類の炭化種子や圧痕が多数出土しており、定住的な集落においてはこれらが栽培・貯蔵されていたこと
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はほぼ間違いないものと思われる。コクゾウムシ属甲虫の存在は、堅果類のみでなく、これらマメ類な

どの栽培植物との関わりについても今後注視していかねばならない。

　調査の機会を与えてくださった、宮崎県埋蔵文化財センターの泊　俊一郎氏および吉本正典氏に感謝

の意を表したい。また、本報告で使用したSEM画像および土器写真図版については、鹿児島大学大学

院真邉　彩氏の協力があった。感謝申し上げる。

　本研究には、筆者の一人小畑が研究代表者を努めている日本学術振興会平成24年度科学研究費補

助金基盤A「先端技術を用いた東アジアにおける農耕伝播と受容過程の学際的研究」（研究課題番号

24242032）の一部を使用した。

第11表　 広原第１遺跡出土土器と圧痕の属性①

第75図　 広原第１遺跡土器圧痕・レプリカＳＥＭ画像①

No. 整理番号 出土地点 時　期 器形 部位／検出面 圧痕の種類 報告書番号【出土層位】 （型式）

1 HRW 0001 ＳＣ６ 縄文後期中葉
深鉢 口縁部／内面 コクゾウムシ属甲虫 57と

同一個体【Ⅵｂ】 （市来式）

2 HRW 0003 Ｄ６ 縄文後期中葉
深鉢 底部／外面

（底面）
ダイズ属種子もしくは 
コナラ属種子子葉 154

【Ⅵｂ】 （市来式）

1.HRW0001

2.HRW0003

0 5cm

0 5cm
0 5cm

b

b

cc

cc

d1d1

dd

d2d2

d4d4

e2e2e1e1

d3d3

5kv x30 500㎛ 42 30 SEI

5kv 15 1mm 38 30 SEI

1mm

1mm

5kv x30 500㎛ 37 30 SEI

5kv x37 500㎛ 40 30 SEI 5kv x70 200㎛ 41 30 SEI

ｂ:遺物写真，　ｃ：圧痕実体顕微鏡写真
ｄ：レプリカSEM画像，　ｅ：レプリカ3DMS画像
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第12表　広原第１遺跡出土土器と圧痕の属性②

第 76図　 広原第１遺跡土器圧痕・レプリカＳＥＭ画像②

＜引用・参考文献＞
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『東アジア植物考古学の革新』，第13回国際花粉学会議・第９回国際古植物学会議公開シン

ポジウム発表要旨集，13－24頁
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文化財センター発掘調査報告書第202集

No. 整理番号 出土地点 時　期 器形 部位／検出面 圧痕の種類 報告書
番号【出土層位】 （型式）

3 HRW 0005
Ｆ４ 縄文後期後葉

深鉢 口縁部／内面 コクゾウムシ属甲虫 294
【Ⅵｂ】 （三万田式）

4 HRW 0009 包含層一括 弥生中期 甕 胴部／外面 イネ頴果 未掲載

3.HRW0005

4.HRW0009
0 5cm

0 5cm

b

b

cc

cc

d1d1 d2d2

d1d1 d2d2

d4d4d3d3

5kv x30 500㎛ 42 30 SEI

5kv

5kv x30 500㎛ 40 30 SEI

5kv x20 1mm 40 30 SEI 5kv x20 1mm 39 30 SEI

5kv x90 200㎛ 40 30 SEI 5kv x43 500㎛ 41 30 SEI

ｂ:遺物写真，　ｃ：圧痕実体顕微鏡写真
ｄ：レプリカSEM画像，　ｅ：レプリカ3DMS画像
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第Ⅳ章　総括
　広原第１遺跡では、縄文時代・弥生時代・古墳時代・古代の遺構と遺物が確認された。  

　特に今回の調査により、縄文時代後期に関して、竪穴建物跡、貯蔵穴、土坑といった当時の生活文化

を示す遺構を比較的良好な状態で検出することができた。これらは、当地域の縄文時代後期の集落形成

や単位生活集団の在り方等を知る上でも貴重な資料であると考えられる。

　そこで、最後に割合的に多くの情報が得られる縄文時代の特筆すべき項目に焦点を絞り、総括にかえ

たい。

第１節　縄文時代後期について
１　 遺構
（１）竪穴建物跡と貯蔵穴

　本遺跡では、縄文時代後期の竪穴建物跡５軒、土坑16基が検出された。土坑16基のうち７基は貯蔵穴

であると考えられる。第Ⅲ章で述べたが、中位から下位にかけて外方へ張り出すフラスコ状の形態とな

ることや、種実遺物が検出されていること等、総合的に判断した。竪穴建物跡５軒、土坑16基について

は、遺構上面やⅥｂ層から検出した遺物の殆どが縄文時代後期の遺物であることから縄文時代後期の遺

構であると位置付けた。５軒の竪穴建物跡の類似性、７基の貯蔵穴の類似性、竪穴建物跡と貯蔵穴の共

存性の立証が待たれるところである。

　竪穴建物跡と貯蔵穴について現在までに分かっている類似性について概述する。まず、竪穴建物跡に

ついては、５軒とも中央土坑があり中央土坑の中に小穴がある。このような中央土坑を伴う竪穴建物跡

は南九州における縄文時代後期の代表的な形態と言える。中央土坑の存在意味については、中央土坑

で火を使っていた可能性を考えていたが、 焼土をいずれの竪穴建物跡からも検出することはできなかっ

た。県内において、このような縄文時代後期の中央土坑を伴う竪穴建物跡が検出された遺跡として、竹

ノ内遺跡（宮崎市田野町）、三幸ヶ野遺跡（串間市）等が挙げられる。

第13表　竪穴建物跡（縄文時代後期）概要

　次に貯蔵穴は、乾燥型貯蔵穴と低湿地形貯蔵穴に分類される。九州ではこれまで低湿地型貯蔵穴の検

出例が多い（矢野2011）が、広原第１遺跡の貯蔵穴は全て乾燥型貯蔵穴に分類される。低湿地型貯蔵穴

は堅果類のアク抜きのために水辺に作られることが多く、乾燥型貯蔵穴は堅果類の保存のために作られ

る。堅果類は縄文時代の人々の主食で炭水化物の供給源として、当時の人々に重宝されていたと考えら

れる。本遺跡でも地下に掘った貯蔵穴に大量に堅果類等を保存していたと考えられる。また、本遺跡の

貯蔵穴は断面がフラスコ型をしているが、フラスコ型にしたのは外部の空気を入りにくくしたり温湿度

遺構名 位置 平面形 中央土坑 中央土坑 中央土坑外 中央土坑の
（略記号） （グリッド） の有無  ピット数   のピット数 焼土の有無

SA １ Ｅ５ 円形か 有 5 16 無
SA ２ Ｅ５ 円形か 有 5 15 無
SA ３ Ｆ４ 円形か 有 5 12 無
SA ４ Ｅ４ 円形か 有 3 14 無
SA ５ Ｃ４ 円形か 有 4 17 無
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を一定に保ったりするためだと考えられている。

　今回Ⅶａ面上で検出された全ての遺構が時間的併行関係にあることの確証が得られれば、Ⅶａ面上で

検出された土器の殆どが縄文時代後期中葉という短期間に集中していることから、縄文時代後期中葉に

生活が営まれた集落であった可能性があることも付け加えておきたい。

（２）放射性炭素年代測定

　遺構の時期を明らかにするために、今回、放射性炭素14Ｃ年代測定を行った。資料の抽出については、

貯蔵穴の底から検出した炭化種子等で貯蔵穴の年代を測定するという観点で行った。

　結果として、14Ｃ年代（年ＢP）では、SＣ１は3565±20、SＣ２は3585±20、SＣ４は3660±20、SＣ

６は3595±20、SＣ７は3540±20の年代値が得られた。今回はSＣ３、SＣ５については年代を測定して

いないが、検出遺物や貯蔵穴の形態等から、５つの貯蔵穴とほぼ同時期に存在したものだと考えている。

（３）樹種同定

　貯蔵穴からはコナラ属アカガシ亜属２、ヤブツバキ２、カヤ１、散孔材２が同定された。いずれの樹

種も当時の本遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能であったと考えられる。コナラ属アカガシ亜属が

検出されたことで、イチイガシ等の木材が本遺跡周辺に存在したことを想像させる。ヤブツバキ、カヤ、

散孔材についても生活を営む上で必要な木材である。ヤブツバキの木材は強靱で耐久性が強いことから、

竪穴建物等の建築用材として使用されていたことを想像させる。カヤや散孔材も同様で建築用材や生活

に必要な道具や用具に使用されていたのかもしれない。

（４）種実分析

第14表　種実分析の結果

　種実分析の結果では、コナラ属31、コナラ属？１、コナラ－シイ属４、コナラ－シイ属？６、イチイ

ガシ８、トチノキ？２、ササゲ属３、アズキ類13，ヒシ？１、サンショウ属１，カラスザンショウ１、

遺構・グリッド 層位 分 類 群 部位 個数
 ＳＣ１ Ⅵb 層 コナラ属－シイ属？ 子葉？ 4

Ⅵb 層 イチイガシ 子葉 1

 ＳＣ２
Ⅵb 層 コナラ属 子葉 10
Ⅵb 層 トチノキ？ 種子 2
Ⅵb 層 ササゲ属 子葉 1
Ⅵb 層 ヒシ？ 果実 1

 ＳＣ３ Ⅵb 層 コナラ属 子葉 1
 ＳＣ５ Ⅵb 層 コナラ属 子葉 1

Ⅵb 層 サンショウ属 種子 1

 ＳＣ６
Ⅵb 層 コナラ属 子葉 6
Ⅵb 層 カラスザンショウ 種子 1
Ⅵb 層 ミズキ 核 1
Ⅵb 層 ササゲ属 子葉 2

 ＳＣ７ Ⅵb 層 コナラ属 子葉 9
Ⅵb 層 コナラ属－シイ属 子葉 4

Ｃ３ Ⅵb 層 イチイガシ 子葉 1
Ⅵb 層 コナラ属 子葉 1
Ⅵb 層 アズキ類 種子 13

 Ｃ４
Ⅵb 層 イチイガシ 子葉 4
Ⅵb 層 コナラ属 子葉 1
Ⅵb 層 コナラ属－シイ属？ 子葉 2

 Ｄ３ Ⅵb 層 イチイガシ 子葉 1
 Ｄ３ Ⅵb 層 コナラ属？ 子葉 1
 Ｄ４ Ⅵb 層 コナラ属 子葉 2
 Ｅ３ Ⅵb 層 イチイガシ 子葉 1
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ミズキ１の合計72（遺構での検出41、Ⅵｂ包含層での検出31）の種実が分析された。コナラ属、コナラ

属？、コナラ－シイ属、コナラ－シイ属？がイチイガシだと仮定すると、イチイガシは50ということに

なる。ササゲ属がアズキ類だと仮定するとアズキ類は16ということになる。イチイガシは、コナラ属に

属し、コナラ属やシイ属の中では唯一アク抜きが不必要であり、南九州の縄文時代後期においては食用

として多用されていたと思われる。近隣の遺跡の縄文時代後期における自然科学分析でもイチイガシが

分析された遺跡は多い。

　本遺跡の７つの大容量の貯蔵穴の存在からすると、検出されたイチイガシの数はかなり少ないと言わ

ざるを得ないが、九州において、乾燥型貯蔵穴の中に堅果類が保存されていたままの状態で検出された

例はほとんどない。基本的にイチイガシ等の堅果類は、火等により炭化しなければ土中で現存できるこ

とはできない。本遺跡においても、堅果類が現存できない環境下にあった可能性と当時、貯蔵穴として

の役割を終え、堅果類を保存していなかった等の様々な可能性を考え、少なくとも縄文時代後期中葉当

時の本遺跡での生活においては、イチイガシを中心とした堅果類を貯蔵穴で保存していたと考えたい。

また、本遺跡ではアズキ類も多数検出されている。アズキ類は、近年の種実遺体の研究や土器圧痕調査

で縄文時代における栽培の可能性が検討されている。アズキ類が検出された地点は、遺構を検出したⅦ

ａ上面よりも２０㎝～３０㎝上である。（他の種実遺体については、貯蔵穴の底の部分、Ⅶａ面上面で

の検出である。）本遺跡のアズキ類の植生は縄文時代後期ではない可能性が高い。

２　遺物
　貝殻文土器の市来式土器、草野式土器、丸尾式土器、磨消縄文土器の鐘崎式土器、北久根山土器につ

いては、全てⅥｂ層から出土した。本遺跡においても、これまで構築されてきた南九州の縄文時代後期

の遺跡から出土した土器の土器編年にあてはまる結果となった。

台付皿形土器は、貝殻文土器、磨消縄文土器と文様の類似性がみられた。それぞれがセット関係を示す

と考えられる。つまり、台付皿形土器は、貝殻文土器、磨消縄文土器の深鉢形土器に付随する形で文様

を取り込み、変化していったと考えられる。赤色顔料、白色顔料が付着した土器が台付皿型土器を中心

にして数点あることを付加しておく。  

  円盤形土製加工品は８点出土した。一般的に円盤形土製品は、古くは縄文時代早期前半から存在し、

新しいものは江戸時代の陶磁器を利用したものもあるが、縄文時代中期末から後期中葉頃に最も多く見

られる。器としての機能をもつ粘土製品である土器とは異なり、土器の破片を二次的に利用して加工を

おこなった円盤形の土製品である。円盤形土製品の用途については、お守り説や遊具・玩具説など様々

な説が唱えられているが、いまだ不明である。県内の主な他の遺跡では、丸尾遺跡（宮崎県宮崎市田野

町、989点）、崩野遺跡（日南市南郷町、274点）、三幸ヶ野遺跡（串間市、157点）、青木遺跡（宮崎市田

野町、200点以上）、下弓田遺跡（串間市、10数点）等の遺跡での出土が報告されている。円盤形土製加

工品は円形を形成する整形方法により２つに大別できる。研磨によって加工するものと周辺を打ち欠き

で加工するものである。本遺跡の円盤形土製加工品７点は研磨によって、１点は打ち欠きによって加工

されている。土器型式は、文様等から判断して市来式系あるいはその前後の土器形式に相当する可能性

が高い。

３　生業
　出土遺物から推察される生業についてふれてみたい。検出された食料の獲得具としては、狩猟具の石
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鏃、漁労具の石錘があげられる。石鏃を使用して狩猟で小動物を得ていたことは容易に想像できる。石

錘は、立地状況から周辺の河川にて漁労活動が行われていたことが推察される。さらに、伐採加工具と

しての磨製石斧が見られ、食料加工具としては磨石・敲石・台石・石皿がみられる。磨石・石皿からは

植物の粉砕作業が考えられる。加工の対象となる食糧については、堅果類がまずは考えられよう。本遺

跡においてはドングリ（イチイガシ）がその対象の一つとしてあげられよう。ドングリは従来の縄文時

代の食糧の対象として馴染み深いものだが、実資料としてあげられる点は強い。

　本遺跡では、狩猟、漁労、採集がバランスよく行われ、生活の活動に必要なカロリーを摂取していた

のだろう。狩猟、漁労、採集に追加して、本節の（４）種実分析でも述べたが、アズキ等の植物を栽培

していた可能性があることも追加しておきたい。

４　生活
　本遺跡の基本層序は、Ⅲ層が高原スコリア、Ⅶ層が牛の脛上部、Ⅷ層がアカホヤ火山灰、Ⅸ層が牛の

脛下部である。いずれも霧島火山の噴火による堆積層である。本遺跡から霧島山系までは直線距離で約

12ｋｍしか離れていないことを勘案すると、霧島火山の麓で生きてきた先人達の生活は火山の噴火と共

にあったと言っても過言ではないだろう。また、火山灰が降り積もった堆積層の上で生活しなければな

らなかった期間も短期間ではなかったであろう。本遺跡の７基の貯蔵穴はⅦ層が牛の脛上部の約30㎝上

から出入口をつくり、牛の脛上部とⅧ層のアカホヤ火山灰部分にフラスコ状に掘削し、Ⅸ層の牛の脛下

部上部に底部がある。この事はただの偶然であろうか。降り積もった堆積層と共存した生活が展開され

ていたのかもしれない。

第２節　縄文時代後期後葉から晩期について
　本遺跡では、ピット群が５群検出されたが用途や性格については不明である。考察を重ねたことにつ

いては第３章第３節に記述した。林潤也氏は縄文時代後期の掘立柱建物跡の特徴について「遺構の構造

的な生活上、遺構自体の認定や時期比定の問題が付きまとうが、可能性のある資料を含めると、現時点

で検出された遺跡は10遺跡を越える。特徴を列挙すると、①後期前葉には存在し、後期後葉以降増加す

る傾向がある。②現時点では鹿児島・宮崎での検出例が多い。③環状あるいは半環状の配置を示す事例

がある。④１間×２間など小規模な建物が多いが、遺跡ごとの差異が著しい、などが挙げられよう。」

と論述している(林2000)。本遺跡の５群のピット群も林潤也氏が掲げる縄文時代後期の掘立柱建物跡の

特徴にあてはまると考える。

　本遺跡のピット群の用途や性格が今後の研究によって解明することを期待したい。

第３節　終わりに
　広原第１遺跡では、竪穴建物跡５基、土坑16基（内７基は貯蔵穴）、ピット群が確認された。ピット

群については縄文時代後期後葉から晩期にかけてのピット群も検出されたが、他の遺構については、全

て縄文時代後期の遺構と考えられる。縄文土器の多寡から推測すると、市来式の時期が最も大きな集落

であった可能性が高い。

　これまで高原町域では、多くの遺物量があるものの縄文時代の遺構は近年に至るまで確認されていな

かった。2007年に吉牟田遺跡（高原町）において初めての縄文時代後期中葉から縄文時代晩期初頭の時
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期に比定される遺構（土坑３基、竪穴状遺構１基、溝状遺構１条、ピット群）が検出された。本遺跡は、

吉牟田遺跡に次ぐ縄文時代の遺構が検出された遺跡となる。

　縄文時代後期の遺跡は南九州において数多く存在する。本遺跡では、特殊な遺物は検出されず、土器

や石鏃や磨石等、日常生活を行う上で必要な遺物が殆どである。このことは、本遺跡が特殊な性格を帯

びた集落ではないことを物語っている。今回、広原第１遺跡が発掘調査されたことにより、地理的に宮

崎県と鹿児島県の縄文時代後期の遺跡を繋ぐ遺跡として位置付けられ、検出された遺構や遺物によって

これまでの南九州の縄文時代後期で考察されたことがより明確になることを期待したい。また、鐘崎式

土器や北久根山式土器等、多量の磨消縄文土器も出土していることから当時から北部九州や西九州との

文化の交流があった可能性も考えられる。

　近年、南九州の縄文後期の時期は本野原遺跡（宮崎市田野町）に代表されるような大規模な集落の存

在もみられ、平畑遺跡（宮崎市）、竹ノ内遺跡（宮崎市田野町）等、これまで確認された遺跡も合わせ、

その様相が解明されつつある。また、細井地区遺跡群（都城市高城町）も内陸部における集落の様相を

示す遺跡として注目されている。こうした貝殻文土器を用いる南九州縄文文化の潮流を背景に、今回、

霧島火山の麓で生きてきた先人達の生活の一端を垣間見ることができた。まとめにあたり特筆される項

目に対し、総括を行ったが、今後の周辺遺跡の調査・研究に資することができれば幸いである。
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調査区と調査区周辺

調査区全景

図版１
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現場風景①

基本層序堆積状況（調査区西壁）

作業風景

ＳＡ２　完掘状況

現場風景②

基本層序堆積状況（Ｃ５区トレンチ）

ＳＡ１　完掘状況

ＳＡ３　完掘状況

図版２
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ＳＡ４　完掘状況

ＳＣ１検出状況

ＳＣ１底面の遺物検出状況

ＳＣ２半裁状況

ＳＡ５　完掘状況

ＳＣ１底面の遺物検出状況

ＳＣ１完掘状況

ＳＣ２完掘状況

図版３
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ＳＣ３半裁状況

ＳＣ４完掘状況

ＳＣ６完掘状況

ＳＣ７完掘状況

ＳＣ３完掘状況

ＳＣ５完掘状況

ＳＣ７半裁状況

ＳＣ８完掘状況

図版４
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ＳＣ９完掘状況

ＳＣ11完掘状況

ＳＣ13完掘状況

ＳＣ15完掘状況

ＳＣ10完掘状況

ＳＣ12完掘状況

ＳＣ14完掘状況

ＳＣ16完掘状況

図版５
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ＳＡ１、ＳＡ３、ＳＡ５、ＳＣ１、ＳＣ２出土の土器（＊１は縄文前期、２、３は縄文後期前葉土器）

ＳＣ１、ＳＣ２、ＳＣ３出土の土器
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ＳＣ３、ＳＣ４出土の土器

ＳＣ７、ＳＣ８、ＳＣ８、ＳＣ９、ＳＣ10出土の土器
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ＳＣ５、６出土の土器

Ⅰａ類土器②

Ⅰａ類土器①

Ⅰａ類土器③
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Ⅰａ類土器④

Ⅰｂ類土器②

Ⅰｂ類土器①

Ⅰｂ、Ⅰｃ類土器
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Ⅰｄ、Ⅰｅ類土器

Ⅱ類土器

Ⅰｅ類土器

Ⅲａ類土器
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Ⅲａ類土器

Ⅳ類土器

Ⅲｂ類土器
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Ⅴａ類土器①

Ⅴｂ、Ⅵ類土器

Ⅴａ類土器②

Ⅶ、Ⅷ類土器
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三万田式土器①

Ⅶ類土器①

三万田式土器②

Ⅶ類土器②
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三万田式土器③

三万田式土器④

縄文晩期の土器

弥生時代の土器

古墳時代の土器

古代の土器
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包含層出土の石器①

石鏃とドリル

包含層出土の石器②

ＳＣ２、ＳＣ５、ＳＣ６出土の石器

包含層出土の石錘
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広原第１遺跡 集落

縄文時代
（後期）

竪穴建物跡　 5軒
土　坑　　　16基
ピット　　　多数

縄文土器
磨製石斧
磨石・敲石
石鏃・石錐　等

貝殻文土器等、
磨消縄文土器、
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要　約

　広原第１遺跡では、竪穴建物跡５軒をはじめ土坑16基（内貯蔵穴が７基）といっ
た縄文時代後期の生活文化を如実に示す遺構を、比較的良好な状態で検出すること

ができた。また、貯蔵穴の樹種同定結果や堅果等の種実同定結果等についても、今

後の調査研究に役立つものと考えられる。 出土遺物については、 貝殻文土器（市来
式、草野式、丸尾式）、磨消縄文土器（鐘崎式、北久根山式）、三万田式土器が多数出

土した。当時の南九州地方における縄文文化を考える上でも貴重な資料が得られた。
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